
病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
葉いもち 平年：－

前年：－
平年：並
前年：並

６月中旬までは晴れた日が続き、発生は
やや少なかったが、７月上旬頃から感染
好適日が連続したため、一部ほ場で発生
が見られた。防除を適切に行っていない
地域では被害程度の大きいほ場も確認さ
れた。

感染好適日が多かったため。

穂いもち 平年：－
前年：－

平年：並
前年：やや多

県全域で発生が見られたが発病程度は軽
かった。

葉いもちの発生が平年並であったため。

紋枯病 平年：－
前年：－

平年：やや多
前年：やや多

７月の発生は少なかったが、８月以降発
生が広く見られるようになった。一部で
程度の高いほ場もみられ、全体としては
やや多い発生であった。

菌密度が高まっているほ場は毎年発生が確
認される。稲の生育が過繁茂だったため、
発生が助長されたほ場もみられた。

ばか苗病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

定点調査での発生は少なかった。 概ね適切な種子消毒や育苗管理が行われ
た。

もみ枯細菌病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

定点調査での発生は見られなかったが、
一部で発生が確認された。

適切な防除が実施されている。

縞葉枯病 平年：－
前年：－

平年：並
前年：並

県全域で発生が見られた。県中南部では
発病程度の高いほ場も確認された。

ヒメトビウンカ第一世代幼虫の保毒虫率が
高かった。
８月上旬本田でのヒメトビウンカの発生量
は平年並であった。

稲こうじ病 平年：－
前年：－

平年：並
前年：並

県全域で平年並に発生が見られた。一部
で程度の高いほ場もみられた。

降雨の影響で、全体的に発生が確認され
た。発生が多いところは、ほ場の菌密度が
高まっていると考えられた。

ニカメイガ 平年：－
前年：－

平年：並
前年：並

フェロモントラップで一部越冬世代成虫
が多く誘殺されたところがあったが、7
月中旬の心枯茎の発生は平年並、8月下
旬の白穂の発生はやや少なかった。

適切な防除が行われたため、心枯れや白穂
の発生が抑制された。

セジロウンカ 平年：－
前年：－

平年：少
前年：やや少

５月から９月までの予察灯における総誘
殺数は少なかった。７月中旬及び８月上
旬の本田におけるすくいとり調査におい
ても、成虫の発生量は少であった。

本県への飛来は少なかった。

トビイロウンカ 平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

予察灯における誘殺は見られなかった。 本県への飛来は少なかった。

ヒメトビウンカ 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：並

５月から９月までの総誘殺数は、予察灯
は平年より少なく、黄色粘着板はやや少
なかった。７月中旬及び８月上旬の本田
におけるすくいとり調査では、成虫の発
生量は平年並であった。

前年作後の早めの耕起、箱施用剤施用や本
田防除、抵抗性品種の導入等、適切な防除
対策により発生が抑えられた。

ツマグロヨコバ
イ

平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

５月から９月までの予察灯における総誘
殺数は少なかった。本田におけるすくい
とり調査の発生量は、７月中旬はやや
少、８月上旬は平年並であった。

8月の平均気温が比較的低く推移ししたこ
とや、箱施用剤施用や本田防除による適切
な防除対策により発生が抑えられた。

斑点米カメムシ
類（ホソヘリカ
メムシ、クモヘ
リカメムシ、ア
カヒゲホソミド
リカスミカメ、
アカスジカスミ
カメ）

平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

７月中旬のイネ科雑草・牧草地での発生
はやや多かった。８月上旬の本田におけ
るすくいとり調査での発生もやや多く、
クモヘリカメムシは平年より多く、ホソ
ハリカメムシは少なく、アカヒゲホソミ
ドリカスミカメはやや多く、アカスジカ
スミカメは平年並の発生であった。

７月の気温が高く推移し、イネ科雑草・牧
草地での発生が多くなった。

コブノメイガ 平年：－
前年：－

平年：少
前年：やや少

予察灯における誘殺は見られなかった。
８月上旬の本田におけるすくいとり調査
では、発生量は少なかった。

本県への飛来はやや少なかった。

イネミズゾウム
シ

平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

５月から９月までの予察灯調査期間中の
総誘殺数は平年並であった。５月末の本
田における調査では、やや少の発生で
あった。

越冬世代成虫の越冬密度が低かったため、
発生量はやや少なかった。

イネツトムシ
（イチモンジセ
セリ）

平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

７月中旬及び８月上旬の本田におけるす
くいとり調査では、成虫の発生量は少な
かった。

適切な防除が行われたため、本県での発生
は少なかった。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
うどんこ病 平年：－

前年：－
平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 ４月～５月は晴れの日が多かったためほと
んど確認されなかった。生育後半になっ
て、一部、過繁茂のほ場で発生が見られ
た。

赤かび病 平年：－
前年：－

平年：やや少
前年：並

５月中旬まで発生はほとんど確認され
ず、下旬に入り六条大麦や小麦で軽微な
発生が見られた。

登熟期間の５月の降水量が多くなかったた
め軽微な発生となった。

３　主要農作物病害虫の発生状況と原因解析（平成29(2017)年確定）
　１）普通作物
　（１）水稲

　（２）麦
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病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
アブラムシ類 平年：－

前年：－
平年：並
前年：並

ほ場における発生は、８月中旬はやや少
なく、９月上旬は平年並であった。

適切な防除やほ場管理により発生が抑えら
れた。

ハスモンヨトウ 平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：並

フェロモントラップによる成虫誘殺数
は、地点によりばらつきがあったが、全
般にはやや多くなった。

６～９月の誘殺数はやや多かったが、夏期
の多雨や適切な防除により、農作物被害は
やや少なかった。

吸実性カメムシ
類

平年：並
前年：並

平年：やや多
前年：多

フェロモントラップによるホソヘリカメ
ムシの総誘殺数はやや多かった。ほ場に
おける発生は、８月中旬は多く、９月上
旬はやや少なかった。

ほ場では主にホソヘリカメムシ、アオクサ
カメムシ、イチモンジカメムシ、クサギカ
メムシが観察された。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
炭疽病 平年：並

前年：並
平年：やや少
前年：やや少

６月から親株で発生が見られ、７月下旬
以降の日照不足・低温の影響で苗の生育
は悪かったが、病気の発生は拡大しな
かった。

親株床で感染株の除去や薬剤処理等を行っ
たことで、育苗床への潜在感染株の持ち込
みが抑制された。また、７月下旬以降の気
温が低かったことから発生が拡大しなかっ
た。

萎黄病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：やや少

親株で散見程度の発生が見られたが、全
般に少ない発生であった

前作の本ぽで発生が見られた生産者におい
て発生が見られたことから、親株床や育苗
床へ汚染土壌が混入したと考えられた。

灰色かび病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

親株から育苗期の全般で発生が少なかっ
た。

適切な防除やほ場管理により発生が抑えら
れた。

うどんこ病 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：やや少

親株ではやや少ない発生であったが、子
苗では平年並～やや少ない発生であっ
た。

適切な防除により発生が抑えられた。ま
た、ハダニ類の防除に使用される気門封鎖
剤により発生が抑制された。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

６～８月は平年並みの発生で９月は少な
い発生であった。

適切な防除により被害発生が抑えられた。

ハダニ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

６～９月は平年並みの発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

コナジラミ類 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：並

親株、育苗期間を通してやや少～少ない
発生であった。

適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
炭疽病 平年：並

前年：やや早
い

平年：やや少
前年：やや少

平年に比べやや少ない発生であった。定
植後に発生が見られたが、植え替え等に
より次第に発生が見られなくなった。

定植前の感染株の除去により、発生が拡大
しなかった。

萎黄病 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：やや少

平年に比べやや少ない発生であった。 親株床や育苗床で発生が見られた生産者の
圃場で発生がみられたことから、苗からの
持込みが考えられた。

灰色かび病 平年：並
前年：やや早

平年：やや少
前年：並

１月以降発生が見られるようになった
が、平年に比べ少ない発生であった。

ハウスサイドの低温多湿になりやすい場所
で発生が多く見られた。

うどんこ病 平年：
前年：

平年：やや少
前年：やや少

平年に比べやや少ない発生であった。秋
に発生が多く見られた。

定植後の葉が柔らかく育ったほ場で発生が
多く見られたが、適切な防除により発生が
抑えられた。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：やや少

12月から増加し始め、1月以降平年並み
で推移した。

アブラムシ類は防除の優先順位が低く、後
手に回りやすい傾向にある。また、ハダニ
類の天敵の普及により薬剤散布の機会が
減ったことにより、近年、増加傾向にあ
る。

ハダニ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

全般に平年並の発生であった。 薬剤感受性の低下が著しく、薬剤防除だけ
では発生が抑制できない。一方、天敵を導
入している施設では、年明け以降には発生
が落ち着く傾向にあった。

コナジラミ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：やや多

秋期からは平年並の発生であった。 ハダニ類の天敵の普及により年内の薬剤散
防除圧が減ったことにより増加傾向にあ

アザミウマ類 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：少

秋期が低温で推移したため、年内からや
や少ない発生で推移した。

秋期侵入個体の越冬量がやや少なく、2月
頃からの個体数の増加がやや少なかった。

　       いちご（本ぽ：平成29(2017)年10月～平成30(2018)年5月）

　（３）大豆

　２）野菜
　（１）いちご（親株・育苗床：平成29(2017)年6～9月）
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病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
アブラムシ類 平年：－

前年：－
平年：並
前年：並

ほ場における発生は、８月中旬はやや少
なく、９月上旬は平年並であった。

適切な防除やほ場管理により発生が抑えら
れた。

ハスモンヨトウ 平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：並

フェロモントラップによる成虫誘殺数
は、地点によりばらつきがあったが、全
般にはやや多くなった。

６～９月の誘殺数はやや多かったが、夏期
の多雨や適切な防除により、農作物被害は
やや少なかった。

吸実性カメムシ
類

平年：並
前年：並

平年：やや多
前年：多

フェロモントラップによるホソヘリカメ
ムシの総誘殺数はやや多かった。ほ場に
おける発生は、８月中旬は多く、９月上
旬はやや少なかった。

ほ場では主にホソヘリカメムシ、アオクサ
カメムシ、イチモンジカメムシ、クサギカ
メムシが観察された。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
炭疽病 平年：並

前年：並
平年：やや少
前年：やや少

６月から親株で発生が見られ、７月下旬
以降の日照不足・低温の影響で苗の生育
は悪かったが、病気の発生は拡大しな
かった。

親株床で感染株の除去や薬剤処理等を行っ
たことで、育苗床への潜在感染株の持ち込
みが抑制された。また、７月下旬以降の気
温が低かったことから発生が拡大しなかっ
た。

萎黄病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：やや少

親株で散見程度の発生が見られたが、全
般に少ない発生であった

前作の本ぽで発生が見られた生産者におい
て発生が見られたことから、親株床や育苗
床へ汚染土壌が混入したと考えられた。

灰色かび病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

親株から育苗期の全般で発生が少なかっ
た。

適切な防除やほ場管理により発生が抑えら
れた。

うどんこ病 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：やや少

親株ではやや少ない発生であったが、子
苗では平年並～やや少ない発生であっ
た。

適切な防除により発生が抑えられた。ま
た、ハダニ類の防除に使用される気門封鎖
剤により発生が抑制された。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

６～８月は平年並みの発生で９月は少な
い発生であった。

適切な防除により被害発生が抑えられた。

ハダニ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

６～９月は平年並みの発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

コナジラミ類 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：並

親株、育苗期間を通してやや少～少ない
発生であった。

適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
炭疽病 平年：並

前年：やや早
い

平年：やや少
前年：やや少

平年に比べやや少ない発生であった。定
植後に発生が見られたが、植え替え等に
より次第に発生が見られなくなった。

定植前の感染株の除去により、発生が拡大
しなかった。

萎黄病 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：やや少

平年に比べやや少ない発生であった。 親株床や育苗床で発生が見られた生産者の
圃場で発生がみられたことから、苗からの
持込みが考えられた。

灰色かび病 平年：並
前年：やや早

平年：やや少
前年：並

１月以降発生が見られるようになった
が、平年に比べ少ない発生であった。

ハウスサイドの低温多湿になりやすい場所
で発生が多く見られた。

うどんこ病 平年：
前年：

平年：やや少
前年：やや少

平年に比べやや少ない発生であった。秋
に発生が多く見られた。

定植後の葉が柔らかく育ったほ場で発生が
多く見られたが、適切な防除により発生が
抑えられた。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：やや少

12月から増加し始め、1月以降平年並み
で推移した。

アブラムシ類は防除の優先順位が低く、後
手に回りやすい傾向にある。また、ハダニ
類の天敵の普及により薬剤散布の機会が
減ったことにより、近年、増加傾向にあ
る。

ハダニ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

全般に平年並の発生であった。 薬剤感受性の低下が著しく、薬剤防除だけ
では発生が抑制できない。一方、天敵を導
入している施設では、年明け以降には発生
が落ち着く傾向にあった。

コナジラミ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：やや多

秋期からは平年並の発生であった。 ハダニ類の天敵の普及により年内の薬剤散
防除圧が減ったことにより増加傾向にあ

アザミウマ類 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：少

秋期が低温で推移したため、年内からや
や少ない発生で推移した。

秋期侵入個体の越冬量がやや少なく、2月
頃からの個体数の増加がやや少なかった。

　       いちご（本ぽ：平成29(2017)年10月～平成30(2018)年5月）

　（３）大豆

　２）野菜
　（１）いちご（親株・育苗床：平成29(2017)年6～9月）
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病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
疫病 平年：－

前年：－
平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 ４月から７月中旬まで、気温が平年に比べ
て高温で経過したため発生が抑えられた。

灰色かび病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 ４月から７月中旬まで、気温が平年に比べ
て高温で経過したため発生が抑制された。
また、適切な防除やほ場管理により発生が
抑えられた。

葉かび病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

全般に少ない発生であった。 ４月から７月中旬まで、気温が平年に比べ
て高温で経過したため発生が抑えられた。
また、適切な防除やほ場管理により発生が
抑えられた。

モザイク病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 発病が疑われる苗の早期除去により、ほ場
内での発生が抑えられた。

黄化葉巻病 平年：やや遅
い
前年：やや遅
い

平年：少
前年：やや少

全般に少ない発生であったが、地域に
よっては、後半になって発生が増加した
ほ場があった。

育苗期からコナジラミ類の適切な防除が行
われた。冬春トマトの作終了時にコナジラ
ミ類の発生が少なかったことから、夏秋ト
マトへの保毒虫の侵入も抑えられた。

すすかび病 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：やや少

平年に比べ、全般に少ない発生であっ
た。葉かび病との混発圃場は少なく、す
すかび病が単独で発生した。

４月から７月中旬まで、気温が平年に比べ
て高温で経過したため発生が抑えられた。
また、適切な防除やほ場管理により発生が

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：多
前年：多

６～７月に一部で多発ほ場が認められ
た。

春期の発生が多く、防除が不十分であっ
た。

コナジラミ類 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

栽培期間を通し、やや少ない発生となっ
た。

育苗期からコナジラミ類の適切な防除が行
われた。

ハモグリバエ類 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 実質的な被害はほとんど生じていない。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
疫病 平年：早

前年：並
平年：やや少
前年：並

平年よりも早く発生が見られ、一部の地
域では継続して発生が見られたが、県全
体としては、やや少ない発生であった。

秋に曇雨天や低温が続いたことから、発生
が見られた。

灰色かび病 平年：並
前年：やや早

平年：やや少
前年：やや多

8月定植の長期どり作型では、11月から
発生が見られたが、全般にやや少ない発
生であった。

冬期に晴れの日が多く、湿度が低かったた
め、発生が抑えられた。

葉かび病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

１０月から発生が見られたが、全般に平
年並の発生であった。

下葉かきの徹底や、ハウス内湿度を低く保
つことによって発生が抑えられた。

モザイク病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 アブラムシ類（媒介虫）の発生が少なかっ
たため、発生が抑えられた。

黄化葉巻病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：やや少

定植前や生育初期に発病株をすぐに除去
することによって、発生の蔓延を防ぐこ
とができ、全般に少ない発生であった。

主に、育苗期の感染や感染苗の持ち込み、
外部からの媒介虫タバココナジラミの侵入
による発生が考えられた。

すすかび病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：やや少

全般に少ない発生であった。葉かび病と
の混発圃場は少なく、すすかび病が単独
で発生した。

下葉かきの徹底や、ハウス内湿度を低く保
つことによって発生が抑えられた。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

コナジラミ類 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：やや少

一部ほ場で発生が見受けられたが、全般
にはやや少の発生であった。

発生ほ場では、施設周辺からの飛び込みが
あったと考えられる。

ハモグリバエ類 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
うどんこ病 平年：やや早

い
前年：やや早
い

平年：やや少
前年：並

全般にやや少ない発生であった。７月下
旬～８月の日照不足の影響で、県北では
多発するほ場が見られたが、県南では発
生が見られない圃場が多かった。

７月下旬～８月の日照不足の影響で生育が
停滞したことから、県南では９月の発生が
減少し、県北では８月に多発するほ場が見
られた。

灰色かび病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：－

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

半身萎凋病 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：やや少

7月に発生が見られたが、早期に対策を
とったことから、その後のほ場での拡大
は見られなかった。

水田との輪作、耐病性台木が普及している
ため発生は少なくなっている。４月から７
月中旬まで気温が高かったことから、発生
には不適であったと思われる。

　（２）夏秋トマト（平成29(2017)年6～9月）

　（３）冬春トマト（平成29(2017)年10月～平成30(2018)年5月）

　（４）夏秋なす（平成29(2017)年6～9月）
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青枯病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 水田との輪作、抵抗性・耐病性台木が普及
しているため発生は少なくなっている。

ハダニ類 平年：並
前年：やや遅

平年：やや少
前年：やや少

栽培期間を通し、やや少ない発生となっ
た。

適切な防除及び夏期の多雨により発生が抑
えられた。

アブラムシ類 平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：やや少

栽培期間を通し、平年並の発生となっ
た。

適切な防除及び夏期の多雨により発生が抑
えられた。

アザミウマ類 平年：並
前年：やや遅

平年：やや少
前年：やや少

栽培期間を通し、やや少ない発生となっ
た。

適切な防除及び夏期の多雨により発生が抑
えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
灰色かび病 平年：－

前年：－
平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 ４月から７月中旬まで、気温が平年に比べ
て高温で経過したため発生が抑制された。
また、適切な防除やほ場管理により発生が
抑えられた。

べと病 平年：やや遅
い
前年：やや遅
い

平年：やや少
前年：やや少

全般にやや少ない発生であった。 以前は、作の後半に多発するほ場が多く見
られたが、適切な薬剤散布やほ場管理によ
り、発生が抑えられた。

うどんこ病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

生育初期から発生が見られ、平年並の発
生であった。各圃場の発生程度は高くな
いが、多くのほ場で発生が見られた。

４月から７月中旬まで、気温が平年に比べ
て高温で経過したため発生が抑制された
が、８月の曇天の影響でほ場全体に発生が
拡がった。

褐斑病 平年：並
前年：やや早
い

平年：やや少
前年：やや少

全般にやや少ない発生であった。 罹病性品種で発生した。４月から７月中旬
まで、気温が平年に比べて高温で経過した
ため発生が抑制されたが、８月の曇天の影
響で発生するほ場が見られた。

疫病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

ほとんど発生は見られなかった。 適切な防除やほ場管理により発生が抑えら
れた。発生が懸念されるほ場では土壌消毒
が行われた。

黄化えそ病 平年：並
前年：並

平年：やや多
前年：やや少

全般にやや多い発生であった。生育中期
から発生が確認された。

育苗期からアザミウマ類の適切な防除が行
われたが、本ぽでの隣接ほ場からの保毒虫
の侵入があったと考えられた。

ハモグリバエ類 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

アザミウマ類 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：並

全般的にやや少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

コナジラミ類 平年：並
前年：－

平年：やや少
前年：－

全般的にやや少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：並

全般的にやや少ない発生であった。 栽培末期の施設が多かった６月には平年並
の評価となった。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
灰色かび病 平年：－

前年：－
平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 晴れの日が多く、湿度が低かったため、発
生が抑えられた。予防散布により発生が抑
えられた。

べと病 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：並

10～１１月に発生が見られたが、その後
はほとんど発生が見られず、全般にはや
や少ない発生であった。

晴れの日が多く、湿度が低かったため、発
生が抑えられた。薬剤の効果が高く、多発
する圃場が少ない。

うどんこ病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

全般に平年並の発生であった。秋と春の
発生が多くみられた。

施設内の湿度が抜けにくいところを中心に
発生が見られた。発生後の薬剤散布では、
完全に発生を食い止めることはできなかっ
た。

褐斑病 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：少

11月に発生が見られたが、その後はほと
んど発生がみられなかった。

周年栽培施設では、夏期の発生が少なかっ
たため、冬期にも発生は少なく推移した。

疫病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

ほとんど発生は見られなかった。 適切な防除やほ場管理により発生が抑えら
れた。

黄化えそ病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：やや多
い

全般に平年並みの発生であった。秋の定
植後の苗や、気温の上昇とともに3月に
発生が見られた。

主に、育苗期の感染や感染苗の持ち込み、
外部からの媒介虫アザミウマ類の侵入によ
る発生が考えられた。

ハモグリバエ類 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

アザミウマ類 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

12月に平年並みの発生となったが、昨季
の全般少ない発生であった。。

薬剤感受性の低下により、薬剤のみに頼る
のでなく、赤ネットなどを始め、物理TR期
及び攻守的防除を導入し、総合的防除が行
われ、激発することが少なくなった。

　（５）夏秋きゅうり（平成29(2017)年6～9月）

　（６）冬春きゅうり（平成29(2017)年10月～平成30(2018)年5月）
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コナジラミ類 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

施設や時期により発生程度のばらつきが
あったが、多発ほ場はなかった。

薬剤感受性の低下により、栽培末期には防
除に関わらず発生が増加する傾向にある。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
乾腐病 平年：並

前年：やや早
い

平年：少
前年：少

全般に少ない発生であった。 窒素過多の圃場や連作圃場で発生が見られ
た。

白斑葉枯病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

全般に少ない発生であった。 冬期は晴れの日が多く、適切な換気ができ
たことや、ハウス内温度を以前より低めに
管理する方法が普及しはじめたことから、
発生が減少した。

さび病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

全般に少ない発生であった。 株養成期の防除がきちんと行われた。

株腐細菌病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

全般に少ない発生であった。 冬期は晴れの日が多かったため、発生が抑
えられた。

ネダニ 平年：並
前年：並

平年：並
前年：やや少

1月までは少ない発生であったが、2月に
発生ほ場率が高まった。

同一ほ場で長年にわたり作付されており、
発生しやすい環境となっている。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
さび病 平年：やや早

い
前年：並

平年：やや少
前年：やや少

７月の発生がやや多く見られたが、８月
以降の発生が減少した。

6月に曇天・降雨が続いたことから、発生
が助長されたが、７月に高温が続いたこと
から発生が抑制された。

べと病 平年：並
前年：やや遅
い

平年：やや少
前年：やや少

全般的にやや少ない発生であった。８月
に発生が見られた。

７月下旬以降に低温・曇天が続いたことか
ら、発生が助長された。

黒斑病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

全般に平年並の発生であった。黒斑病と
葉枯病が混発したほ場が多く見られた。

７月下旬以降に低温・曇天が続いたことか
ら、発生が助長された。

萎縮病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 アブラムシ類（媒介虫）の発生が少なかっ
たため、発生が抑制された。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：少
平年：並

全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

アザミウマ類 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：少

全般にやや少ない発生であった。 生育期には寄生が多いものの、収穫前の適
切な防除により被害は抑えられた。

ハモグリバエ類 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

ネギコガ 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

全般に少ない発生であった。 全般に少ない発生であった。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
さび病 平年：並

前年：－
平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 4～５月の気温が高く推移したため、発生
が少なかった。

べと病 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：やや少

４月から5月にかけて発生が見られた。 全般に気温は高めであったが、３月下旬の
低温・降雨により発生が見られた。

白色疫病 平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

全般的に少ない発生であった。 4～５月の気温が高く推移したため、発生
が少なかった。

黒斑病 平年：並
前年：やや遅
い

平年：やや少
前年：少

全般的にやや少ない発生であった。葉枯
病と混発している。

適切な防除により発生が抑えられた。

アザミウマ類 平年：並
前年：やや遅

平年：やや少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
黒腐病 平年：－

前年：－
平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 連続降雨が少なかったため、発生が抑えら
れた。

菌核病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 連続降雨が少なかったため、発生が抑えら
れた。

　（７）にら

　（８）秋冬ねぎ

　（９）たまねぎ

　（１０）冬キャベツ
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病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
アブラムシ類 平年：並

前年：並
平年：並
前年：やや少

全般に平年並の発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

コナガ 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：並

全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
灰色かび病 平年：並

前年：並
平年：少
前年：やや少

全般に少ない発生であった。 連続降雨が少なかったため、発生が抑えら
れた。

菌核病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：やや少

全般に少ない発生であった。 連続降雨が少なかったため、発生が抑えら
れた。

軟腐病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であったが、一部水は
けの悪いほ場で散見された。

連続降雨が少なかったため、発生が抑えら
れた。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
ハスモンヨトウ 平年：並

前年：やや遅
平年：やや多
前年：やや少

地点により誘殺数にばらつきはあった
が、全般にはやや多くなった。

６～９月の誘殺数はやや多かったが、夏期
の多雨により、農作物被害はやや少なかっ
た。

オオタバコガ 平年：並
前年：やや遅

平年：やや少
前年：並

一部で誘殺数が多い地点が見られたが、
全般にはやや少なかった。

適切な防除等により発生が抑制された。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
黒斑病 平年：－

前年：－
平年：－
前年：－

ほとんど発生していない。 県内の主力品種は、耐病性のある幸水、豊
水が作付けされている。

黒星病 平年：遅い
前年：遅い

平年：並
前年：並

５月は、降雨が少なく推移したため、発
生が少なかったが、７月上旬には平年並
の発生になった。８月は曇雨天日が連続
し、果実での発生や秋型病班も発生し
た。

梅雨明け後、曇雨天日が続き、低温多湿の
条件の日が続いたこともあり、8月は果実
にも病班が確認された。

赤星病 平年：並
前年：早い

平年：並
前年：やや少

周囲にビャクシンがある園地では５月か
ら発生が見られ、その後一時的に発生は
抑えられていたが、　その後少なく推移

一部の園地の周囲にビャクシンがあり、そ
こで発生している。

アブラムシ類 平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：やや多

５～7月の発生は平年に比べ、やや少な
く推移した。

８月には適切な防除により発生が抑えられ
た。

ハダニ類 平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：やや少

平年並の７月から発生し始め、７月～８
月に平年並の発生となった。

適切な防除が行われ、平年の発生となっ
た。

シンクイムシ類 平年：並
前年：遅

平年：並
前年：やや多

フェロモントラップへの誘殺数はほぼ平
年並で推移した。ほ場においては被害は
少なかった。

適切な防除により発生が抑えられた。

ハマキムシ類 平年：並
前年：やや遅

平年：やや少
前年：少

発生時期は平年並で、８月に一部の地域
での被害が目立った。

防除の遅れにより一部で発生した。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
晩腐病 平年：並

前年：並
平年：多
前年：多

７月下旬から８月の降水量が多く、発生
が多かった。

袋かけ作業の頃に曇雨天日が続き、薬剤散
布のタイミングが難しく、散布適期を逃し
てしまったところでは発生が多くなった。

べと病 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：やや多

６、７月は発生が見られなかったが、８
月に発生した。

７月下旬から８月に曇雨天が続き、発生が
確認された。

灰色かび病 平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

黒とう病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

８月に、一部の欧州系品種で発生が見ら
れた。

５月の降水量は平年に比べ少なく、発生が
抑制された。

ハマキムシ類 平年：並
前年：やや遅

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

アザミウマ類 平年：並
前年：やや遅

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

　（２）ぶどう

　（１２）冬レタス

　（１３）野菜共通

　３）果樹
　（１）なし

　（１１）あぶらな科野菜
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病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
アブラムシ類 平年：並

前年：並
平年：並
前年：やや少

全般に平年並の発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

コナガ 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：並

全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
灰色かび病 平年：並

前年：並
平年：少
前年：やや少

全般に少ない発生であった。 連続降雨が少なかったため、発生が抑えら
れた。

菌核病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：やや少

全般に少ない発生であった。 連続降雨が少なかったため、発生が抑えら
れた。

軟腐病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であったが、一部水は
けの悪いほ場で散見された。

連続降雨が少なかったため、発生が抑えら
れた。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
ハスモンヨトウ 平年：並

前年：やや遅
平年：やや多
前年：やや少

地点により誘殺数にばらつきはあった
が、全般にはやや多くなった。

６～９月の誘殺数はやや多かったが、夏期
の多雨により、農作物被害はやや少なかっ
た。

オオタバコガ 平年：並
前年：やや遅

平年：やや少
前年：並

一部で誘殺数が多い地点が見られたが、
全般にはやや少なかった。

適切な防除等により発生が抑制された。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
黒斑病 平年：－

前年：－
平年：－
前年：－

ほとんど発生していない。 県内の主力品種は、耐病性のある幸水、豊
水が作付けされている。

黒星病 平年：遅い
前年：遅い

平年：並
前年：並

５月は、降雨が少なく推移したため、発
生が少なかったが、７月上旬には平年並
の発生になった。８月は曇雨天日が連続
し、果実での発生や秋型病班も発生し
た。

梅雨明け後、曇雨天日が続き、低温多湿の
条件の日が続いたこともあり、8月は果実
にも病班が確認された。

赤星病 平年：並
前年：早い

平年：並
前年：やや少

周囲にビャクシンがある園地では５月か
ら発生が見られ、その後一時的に発生は
抑えられていたが、　その後少なく推移

一部の園地の周囲にビャクシンがあり、そ
こで発生している。

アブラムシ類 平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：やや多

５～7月の発生は平年に比べ、やや少な
く推移した。

８月には適切な防除により発生が抑えられ
た。

ハダニ類 平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：やや少

平年並の７月から発生し始め、７月～８
月に平年並の発生となった。

適切な防除が行われ、平年の発生となっ
た。

シンクイムシ類 平年：並
前年：遅

平年：並
前年：やや多

フェロモントラップへの誘殺数はほぼ平
年並で推移した。ほ場においては被害は
少なかった。

適切な防除により発生が抑えられた。

ハマキムシ類 平年：並
前年：やや遅

平年：やや少
前年：少

発生時期は平年並で、８月に一部の地域
での被害が目立った。

防除の遅れにより一部で発生した。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
晩腐病 平年：並

前年：並
平年：多
前年：多

７月下旬から８月の降水量が多く、発生
が多かった。

袋かけ作業の頃に曇雨天日が続き、薬剤散
布のタイミングが難しく、散布適期を逃し
てしまったところでは発生が多くなった。

べと病 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：やや多

６、７月は発生が見られなかったが、８
月に発生した。

７月下旬から８月に曇雨天が続き、発生が
確認された。

灰色かび病 平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

黒とう病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

８月に、一部の欧州系品種で発生が見ら
れた。

５月の降水量は平年に比べ少なく、発生が
抑制された。

ハマキムシ類 平年：並
前年：やや遅

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

アザミウマ類 平年：並
前年：やや遅

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

　（２）ぶどう

　（１２）冬レタス

　（１３）野菜共通

　３）果樹
　（１）なし

　（１１）あぶらな科野菜
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病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
斑点落葉病 平年：－

前年：－
平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 梅雨期の降水量が少なく、発生が少なかっ
た。

黒星病 平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

全般的に少ない発生であった。 ５月から６月にかけて降水量が少なかった
ため、感染が少なかった。

赤星病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 産地周囲には、ビャクシン類が少なく、飛
散胞子量が少なかった。

輪紋病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

褐斑病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

全般的に少ない発生であったが、9月に
一部の圃場で発生が認められた。

８月の天候不良により、発生が認められ
た。

ハダニ類 平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：やや少

６～８月は少、９月は平年並の発生と
なった。

適切な防除が行われ、平年並の発生となっ
た。

アブラムシ類 平年：並
前年：やや遅

平年：やや多
前年：やや少

６月から発生し始め、８月の発生は平年
並となった。９月には多いの発生となっ
た。

適切な防除時期を逸してしまった。

シンクイムシ類 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

ハマキムシ類 平年：並
前年：やや遅

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
カメムシ類 平年：並

前年：並
平年：少
前年：並

フェロモントラップによる誘殺数は、８
月までやや少なく推移し、９月に平年並
の発生となった。しかし、ほ場への飛来
は少なく、被害は認められなかった。

今年度のヒノキ花粉量が多かったことか
ら、山林から果樹園へのカメムシ類の飛来
が少なかった。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
白さび病 平年：並

前年：並
平年：並
前年：やや多

６、８、９月に発生が確認された。湿度
が高い条件が続いたことが要因となって
いると考えられる。

品種によって発病に大きな差がある。

アブラムシ類 平年：並
前年：やや遅

平年：やや多
前年：多

特定のほ場で発生が目立っていた。 発見の遅れにより、適切に防除ができな
かった。

アザミウマ類 平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：やや少

５、６月はやや多い発生であったが、7
月以降はやや少なく推移した。

適切な防除により発生が抑えられた。

ハダニ類 平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：やや少

５～６月はやや多い発生となったが、７
月以降は平年並の発生となった。

適切な防除により発生が抑えられた。

ハスモンヨトウ 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

フェロモントラップへの誘殺数は多かっ
たが、ほ場での発生は全般的に少なかっ
た。

適切な防除により発生が抑えられた。

　４）花き
　（１）きく

　（３）りんご

　（４）果樹共通
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病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
斑点落葉病 平年：－

前年：－
平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 梅雨期の降水量が少なく、発生が少なかっ
た。

黒星病 平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

全般的に少ない発生であった。 ５月から６月にかけて降水量が少なかった
ため、感染が少なかった。

赤星病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 産地周囲には、ビャクシン類が少なく、飛
散胞子量が少なかった。

輪紋病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

褐斑病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

全般的に少ない発生であったが、9月に
一部の圃場で発生が認められた。

８月の天候不良により、発生が認められ
た。

ハダニ類 平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：やや少

６～８月は少、９月は平年並の発生と
なった。

適切な防除が行われ、平年並の発生となっ
た。

アブラムシ類 平年：並
前年：やや遅

平年：やや多
前年：やや少

６月から発生し始め、８月の発生は平年
並となった。９月には多いの発生となっ
た。

適切な防除時期を逸してしまった。

シンクイムシ類 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

ハマキムシ類 平年：並
前年：やや遅

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
カメムシ類 平年：並

前年：並
平年：少
前年：並

フェロモントラップによる誘殺数は、８
月までやや少なく推移し、９月に平年並
の発生となった。しかし、ほ場への飛来
は少なく、被害は認められなかった。

今年度のヒノキ花粉量が多かったことか
ら、山林から果樹園へのカメムシ類の飛来
が少なかった。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
白さび病 平年：並

前年：並
平年：並
前年：やや多

６、８、９月に発生が確認された。湿度
が高い条件が続いたことが要因となって
いると考えられる。

品種によって発病に大きな差がある。

アブラムシ類 平年：並
前年：やや遅

平年：やや多
前年：多

特定のほ場で発生が目立っていた。 発見の遅れにより、適切に防除ができな
かった。

アザミウマ類 平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：やや少

５、６月はやや多い発生であったが、7
月以降はやや少なく推移した。

適切な防除により発生が抑えられた。

ハダニ類 平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：やや少

５～６月はやや多い発生となったが、７
月以降は平年並の発生となった。

適切な防除により発生が抑えられた。

ハスモンヨトウ 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

フェロモントラップへの誘殺数は多かっ
たが、ほ場での発生は全般的に少なかっ
た。

適切な防除により発生が抑えられた。

　４）花き
　（１）きく

　（３）りんご

　（４）果樹共通
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病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
葉いもち 平年：－

前年：－
平年：やや少
前年：並

６月以降、全般的に高温多照少雨
傾向で経過し、発生はやや少な
かった。

夏季の高温多照少雨の影響によ
り、発生が抑えられた。

穂いもち 平年：－
前年：－

平年：やや少
前年：やや少

葉いもち同様、発生はやや少な
かった。

夏季の高温多照少雨の影響によ
り、上位葉の葉いもちの発生が比
較的少なく、その後の穂いもちの
発生も抑えられた。

紋枯病 平年：－
前年：－

平年：並
前年：並

７月の発生は少なかったが、８月
以降発生が広く見られるように
なった。全体としては平年並の発
生であったが、一部で発生程度の
高いほ場が見られた。

毎年発生し、菌密度が高まってい
ると思われるほ場は本年も発生が
見られたほ場が多かった。稲の生
育が過繁茂であったため、発生が
助長されたほ場も見られた。

ばか苗病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

定点調査での発生は少なかった。 概ね適切な種子消毒や育苗管理が
行われた。

もみ枯細菌病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

定点調査での発生は見られなかっ
た。

適切な防除が実施された。

縞葉枯病 平年：－
前年：－

平年：やや多
前年：並

県全域で発生が見られ、平年より
やや多かった。特に県北部が平年
より発生が多かった。県中南部で
は発病程度の高いほ場も確認され
た。抵抗性品種においても一部発
生が見られた。

ヒメトビウンカの越冬世代幼虫、
第一世代幼虫の虫密度及び保毒虫
率は平年より低かったが、夏季の
高温多照の影響により、虫が増加
したことが考えられ、黄色粘着板
の誘殺数は平年よりやや多かっ
た。８月上旬の本田でのヒメトビ
ウンカの発生量は、幼虫、成虫と
もにやや多であった。

稲こうじ病 平年：－
前年：－

平年：並
前年：やや少

県全域で平年並に発生が見られ
た。一部で発生程度の高いほ場が
みられた。

発生程度が高いところは、ほ場の
菌密度が高まっていると考えられ
た。

ニカメイガ 平年：－
前年：－

平年：やや少
前年：やや多

フェロモントラップによるニカメ
イガの誘殺数は、地点によりばら
つきはあったが、全般にはやや少
なくなった。7月中旬の心枯茎の発
生は平年並、8月下旬の白穂の発生
も平年並みであった。

適切な防除が行われたため、心枯
れや白穂の発生が抑制された。

セジロウンカ 平年：－
前年：－

平年：少
前年：少

５月から９月までの予察灯におけ
る総誘殺数は少なかった。

本県への飛来は少なかった。

トビイロウンカ 平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

予察灯における誘殺は見られな
かった。

本県への飛来は少なかった。

ヒメトビウンカ 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

５月から９月までの総誘殺数は、
予察灯は平年よりやや少なく、黄
色粘着板はやや多かった。水田に
おけるすくい取り調査では、７月
中旬の成虫発生量は平年並み、８
月上旬の成虫発生量はやや多で
あった。

越冬世代成虫の越冬密度が低かっ
たため、春先の密度は平年よりも
少なかったが、栽培期間を通じて
気温が高く推移し、８月上旬の本
田でのヒメトビウンカの発生量
は、幼虫、成虫ともにやや多で
あった。

ツマグロヨコバ
イ

平年：－
前年：－

平年：並
前年：並

５月から９月までの予察灯におけ
る総誘殺数は少なかった。本田に
おけるすくいとり調査の発生量
は、７月中旬はやや少、８月上旬
は平年並であった。

箱施用剤施用や本田防除による適
切な防除対策により発生が抑えら
れた。

斑点米カメムシ
類（ホソヘリカ
メムシ、クモヘ
リカメムシ、ア
カヒゲホソミド
リカスミカメ、
アカスジカスミ
カメ）

平年：や早
前年：並

平年：やや多
前年：並

７月中旬のイネ科雑草・牧草地で
の発生はやや多かった。８月上旬
の本田におけるすくいとり調査で
の発生もやや多く、クモヘリカメ
ムシは平年より多く、ホソハリカ
メムシは少なく、アカヒゲホソミ
ドリカスミカメはやや多く、アカ
スジカスミカメは平年並の発生で
あった。

７月の気温が高く推移し、イネ科
雑草・牧草地での発生が多くなっ
た。

コブノメイガ 平年：－
前年：－

平年：少
前年：少

予察灯における誘殺は見られな
かった。８月上旬の本田における
すくいとり調査では、発生量は少
なかった。

本県への飛来は少なかった。

４　主要農作物病害虫の発生状況と原因解析（平成30(2018)年速報）
　１）普通作物

　（１）水稲
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イネミズゾウム
シ

平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：多

３０年２月の越冬密度調査では、
成虫密度は平年に比べやや多かっ
た。５月から９月までの予察灯調
査期間中の総誘殺数は地点により
ややばらつきはあったが、全般に
はやや多であった。５月末の本田
における調査では、やや少の発生
であった。

越冬世代成虫の越冬密度はやや多
かったが、箱施用剤の利用により
本田での発生は平年よりやや少な
くなった。

イネツトムシ
（イチモンジセ
セリ）

平年：－
前年：－

平年：やや少
前年：やや多

水田におけるすくいとり調査で
は、７月中旬の発生量は少なく、
８月上旬の発生量は平年並みで
あった。

適切な防除が行われたため、本県
での発生は少なかった。

イナゴ類 平年：－
前年：－

平年：並
前年：並

７月中旬及び８月上旬の本田にお
けるすくいとり調査では、発生量
は平年並であった。

適切な防除により発生が抑えられ
た。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
うどんこ病 平年：－

前年：－
平年：やや多
前年：多

小麦において発生が見られ、発生
程度は平年よりやや多かった。

４月はほとんど確認されなかった
が、生育後半になり、一部過繁茂
のほ場で発生が見られた。

赤かび病 平年：－
前年：－

平年：やや多
前年：並

５月上旬までは発生は少なかった
が、５月下旬は六条大麦や小麦に
おいて、軽微な発生が各地でやや
多く見られた。

登熟期間の５月は適度な降雨があ
り、かつ気温が発生にやや適した
条件であったため、程度は軽微だ
が全体的に発生が見られた。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
アブラムシ類 平年：－

前年：－
平年：並
前年：並

ほ場における発生は、８月中旬は
やや少なく、９月上旬は平年並で
あった。

適切な防除により発生が抑えられ
た。

ハスモンヨトウ 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

フェロモントラップによるハスモ
ンヨトウの誘殺数は、地点により
ばらつきはあったが、全般にはや
や多くなった。

６～９月の誘殺数はやや多かった
が、夏期の多雨や適切な防除によ
り、農作物被害はや平年並みで
あった。

吸実性カメムシ
類

平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

フェロモントラップによるホソヘ
リカメムシの総誘殺数はやや多
かった。ほ場における発生は、平
年並みであった。

ほ場では主にホソヘリカメムシ、
アオクサカメムシ、イチモンジカ
メムシ、クサギカメムシが観察さ
れた。

フタスジヒメハ
ムシ

平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：やや多

ほ場における発生は、８月中旬、
９月上旬ともにやや少なかった。

適正なほ場ローテーションや、種
子消毒剤の利用により、農作物被
害はやや少なかった。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
炭疽病 平年：並

前年：並
平年：やや少
前年：並

育苗期前半の発生は少なかった
が、後半で少し発生があった。

親株床で感染株の除去や薬剤処理
等を行ったことで、育苗床への潜
在感染株の持ち込みが抑制され
た。また、全般気温は高めに推移
したが、発病は抑えられていた。

萎黄病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 無病苗を利用することにより、育
苗期での発生は抑えられていた。

灰色かび病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

親株から育苗期の全般で発生が少
なかった。

適切な防除やほ場管理により発生
が抑えられた。

うどんこ病 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：並

育苗期間中通して、少ない～やや
少ない発生であった。

適切な防除により発生が抑えられ
た。また、ハダニ類の防除に使用
される気門封鎖剤により発生が抑
制された。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：やや多
前年：やや多

４、６月にやや多い発生であっ
た。

一部のほ場で春期の発生が多く、
防除が不十分であった。

ハダニ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

全般に平年並の発生であった。 適切な防除により発生が抑えられ
た。

コナジラミ類 平年：並
前年：

平年：並
前年：

親株、育苗期間を通してやや少～
平年並の発生であった。

適切な防除により発生が抑えられ
た。

　（１）いちご（親株・育苗床：平成30(2018)年6～9月）

　（２）麦

　（３）大豆

　２）野菜
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イネミズゾウム
シ

平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：多

３０年２月の越冬密度調査では、
成虫密度は平年に比べやや多かっ
た。５月から９月までの予察灯調
査期間中の総誘殺数は地点により
ややばらつきはあったが、全般に
はやや多であった。５月末の本田
における調査では、やや少の発生
であった。

越冬世代成虫の越冬密度はやや多
かったが、箱施用剤の利用により
本田での発生は平年よりやや少な
くなった。

イネツトムシ
（イチモンジセ
セリ）

平年：－
前年：－

平年：やや少
前年：やや多

水田におけるすくいとり調査で
は、７月中旬の発生量は少なく、
８月上旬の発生量は平年並みで
あった。

適切な防除が行われたため、本県
での発生は少なかった。

イナゴ類 平年：－
前年：－

平年：並
前年：並

７月中旬及び８月上旬の本田にお
けるすくいとり調査では、発生量
は平年並であった。

適切な防除により発生が抑えられ
た。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
うどんこ病 平年：－

前年：－
平年：やや多
前年：多

小麦において発生が見られ、発生
程度は平年よりやや多かった。

４月はほとんど確認されなかった
が、生育後半になり、一部過繁茂
のほ場で発生が見られた。

赤かび病 平年：－
前年：－

平年：やや多
前年：並

５月上旬までは発生は少なかった
が、５月下旬は六条大麦や小麦に
おいて、軽微な発生が各地でやや
多く見られた。

登熟期間の５月は適度な降雨があ
り、かつ気温が発生にやや適した
条件であったため、程度は軽微だ
が全体的に発生が見られた。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
アブラムシ類 平年：－

前年：－
平年：並
前年：並

ほ場における発生は、８月中旬は
やや少なく、９月上旬は平年並で
あった。

適切な防除により発生が抑えられ
た。

ハスモンヨトウ 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

フェロモントラップによるハスモ
ンヨトウの誘殺数は、地点により
ばらつきはあったが、全般にはや
や多くなった。

６～９月の誘殺数はやや多かった
が、夏期の多雨や適切な防除によ
り、農作物被害はや平年並みで
あった。

吸実性カメムシ
類

平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

フェロモントラップによるホソヘ
リカメムシの総誘殺数はやや多
かった。ほ場における発生は、平
年並みであった。

ほ場では主にホソヘリカメムシ、
アオクサカメムシ、イチモンジカ
メムシ、クサギカメムシが観察さ
れた。

フタスジヒメハ
ムシ

平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：やや多

ほ場における発生は、８月中旬、
９月上旬ともにやや少なかった。

適正なほ場ローテーションや、種
子消毒剤の利用により、農作物被
害はやや少なかった。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
炭疽病 平年：並

前年：並
平年：やや少
前年：並

育苗期前半の発生は少なかった
が、後半で少し発生があった。

親株床で感染株の除去や薬剤処理
等を行ったことで、育苗床への潜
在感染株の持ち込みが抑制され
た。また、全般気温は高めに推移
したが、発病は抑えられていた。

萎黄病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 無病苗を利用することにより、育
苗期での発生は抑えられていた。

灰色かび病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

親株から育苗期の全般で発生が少
なかった。

適切な防除やほ場管理により発生
が抑えられた。

うどんこ病 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：並

育苗期間中通して、少ない～やや
少ない発生であった。

適切な防除により発生が抑えられ
た。また、ハダニ類の防除に使用
される気門封鎖剤により発生が抑
制された。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：やや多
前年：やや多

４、６月にやや多い発生であっ
た。

一部のほ場で春期の発生が多く、
防除が不十分であった。

ハダニ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

全般に平年並の発生であった。 適切な防除により発生が抑えられ
た。

コナジラミ類 平年：並
前年：

平年：並
前年：

親株、育苗期間を通してやや少～
平年並の発生であった。

適切な防除により発生が抑えられ
た。

　（１）いちご（親株・育苗床：平成30(2018)年6～9月）

　（２）麦

　（３）大豆

　２）野菜
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病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
疫病 平年：－

前年：－
平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 気温が平年に比べて高温で経過し
たため発生が抑えられた。

灰色かび病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 気温が平年に比べて高温で経過し
たため発生が抑制された。また、
適切な防除やほ場管理により発生
が抑えられた。

葉かび病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

全般に少ない発生であった。 気温が平年に比べて高温で経過し
たため発生が抑えられた。また、
適切な防除やほ場管理により発生
が抑えられた。

モザイク病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 発病が疑われる苗の早期除去や媒
介虫の防除により、ほ場内での発
生が抑えられた。

黄化葉巻病 平年：-
前年：-

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 育苗期からコナジラミ類の適切な
防除が行われた。冬春トマトの作
終了時にコナジラミ類の発生が少
なかったことから、夏秋トマトへ
の保毒虫の侵入も抑えられた。

すすかび病 平年：並
前年：早い

平年：並
前年：並

平年に比べ、全般に少ない発生で
あった。

気温が平年に比べて高温で経過し
たため発生が抑えられた。また、
適切な防除やほ場管理により発生
が抑えられた。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：やや多
前年：やや少

全般に少ない発生であったが、６
月にやや多い発生であった。

一部のほ場で春期の発生が多く、
防除が不十分であった。

コナジラミ類 平年：並
前年：並

平年：やや多
前年：やや多

全般に平年並みの発生であった
が、７月にやや多い発生であっ

７～８月は高温が続き発生が多く
なった。

ハモグリバエ類 平年：並
前年：並

平年：やや多
前年：並

全般に平年並みの発生であった
が、６月にやや多い発生であっ

実質的な被害はほとんど生じてい
ない。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
うどんこ病 平年：やや早

い
前年：やや早
い

平年：やや少
前年：並

全般にやや少ない発生であった。
７月下旬～８月の日照不足の影響
で、県北では多発するほ場が見ら
れたが、県南では発生が見られな
い圃場が多かった。

７月下旬～８月の日照不足の影響
で生育が停滞したことから、県南
では９月の発生が減少し、県北で
は８月に多発するほ場が見られ
た。

灰色かび病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：－

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられ
た。

半身萎凋病 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：やや少

7月に発生が見られたが、早期に対
策をとったことから、その後のほ
場での拡大は見られなかった。

水田との輪作、耐病性台木が普及
しているため発生は少なくなって
いる。４月から７月中旬まで気温
が高かったことから、発生には不
適であったと思われる。

青枯病 平年：並
前年：並

平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 水田との輪作、抵抗性・耐病性台
木が普及しているため発生は少な
くなっている。

ハダニ類 平年：並
前年：やや遅

平年：やや少
前年：やや少

栽培期間を通し、やや少ない発生
となった。

適切な防除及び夏期の多雨により
発生が抑えられた。

アブラムシ類 平年：並
前年：やや遅

平年：並
前年：やや少

栽培期間を通し、平年並の発生と
なった。

適切な防除及び夏期の多雨により
発生が抑えられた。

アザミウマ類 平年：並
前年：やや遅

平年：やや少
前年：やや少

栽培期間を通し、やや少ない発生
となった。

適切な防除及び夏期の多雨により
発生が抑えられた。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
灰色かび病 平年：－

前年：－
平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 気温が平年に比べて高温で経過し
たため発生が抑制された。また、
適切な防除やほ場管理により発生
が抑えられた。

べと病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：やや多

全般にやや少ない発生であった。 作の後半に発生するほ場が見られ
たが、適切な薬剤散布やほ場管理
により、発生が抑えられた。

うどんこ病 平年：並
前年：並

平年：並
前年：やや少

圃場内での発生株数は少ないが、
多くのほ場で発生が見られた。

夏季は高温が続いたため、発生が
抑制されたが、９月には発生が拡
大した。

　（２）トマト（夏秋：平成30(2018)年6～9月）

　（３）なす（夏秋：平成30(2018)年6～9月）

　（４）きゅうり（夏秋：平成30(2018)年6～9月）
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褐斑病 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：並

全般にやや少ない発生であった。 罹病性品種で発生した。気温が平
年に比べて高温で経過したため発
生が抑制されたが、９月に発生が
認められた。

疫病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

ほとんど発生は見られなかった。 適切な防除やほ場管理により発生
が抑えられた。

黄化えそ病 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：やや少

全般にやや多い発生であった。生
育中期から発生が確認された。

育苗期からアザミウマ類の適切な
防除が行われたが、本ぽでの隣接
ほ場からの保毒虫の侵入があった
と考えられた。

ハモグリバエ類 平年：並
前年：並

平年：少
前年：やや少

全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられ
た。

アザミウマ類 平年：並
前年：やや遅

平年：やや少
前年：やや少

全般的にやや少ない発生であっ
た。

適切な防除により発生が抑えられ
た。

コナジラミ類 平年：やや遅
前年：やや遅

平年：並
前年：並

全般に少ない発生であったが、７
月に平年並の発生であった。

適切な防除により発生が抑えられ
た。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：多い
前年：やや多

４、５、９月に一部のほ場で多く
発生が見られた。

適切な防除により発生が抑えられ
た。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
さび病 平年：並

前年：並
平年：やや少
前年：やや少

７月に発生が見られたが、８月以
降の発生が減少した。

７～８月に高温が続いたことから
発生が抑制された。

べと病 平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられ
た。

黒斑病 平年：やや多
前年：並

平年：並
前年：並

全般に平年並の発生であった。黒
斑病と葉枯病が混発したほ場が多
く見られた。

県内の全域で発生の程度は低いも
のの、発生した。

萎縮病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 アブラムシ類（媒介虫）の発生が
少なかったため、発生が抑制され
た。

アブラムシ類 平年：並
前年：－

平年：少
前年：－

全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられ
た。

アザミウマ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：やや多

生育初期に平年並の発生であった
が、その後やや少なくなった。

生育期には寄生が多いものの、収
穫前の適切な防除により被害は抑
えられた。

ハモグリバエ類 平年：並
前年：－

平年：多
前年：やや多

９月に多い発生となった。 ９月に一部のほ場で防除の遅れが
見られた。

ネギコガ 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 全般に少ない発生であった。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
さび病 平年：－

前年：－
平年：少
前年：並

全般に少ない発生であった。 4～５月の気温が高く推移したた
め、発生が少なかった。

べと病 平年：並
前年：並

平年：やや多
前年：やや多

４月から5月にかけて発生が見られ
た。

全般に気温は高めで生育が進んで
いる傾向にあった。３月上旬に降
雨が続いたことも発生を助長した
と考えられる。

白色疫病 平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

全般的に少ない発生であった。 4～５月の気温が高く推移したた
め、発生が少なかった。

黒斑病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられ
た。

アザミウマ類 平年：やや遅
い
前年：並

平年：並
前年：やや少

４月から５月にかけて発生が見ら
れた。

適切な防除により発生が抑えられ
た。

　（５）ねぎ

　（６）たまねぎ

- 81 -



病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
ハスモンヨトウ 平年：並

前年：並
平年：やや多
前年：やや多

地点により誘殺数にばらつきは
あったが、全般にはやや多くなっ
た。

７～９月の誘殺数はやや多かった
が、発生程度に応じた薬剤散布が
行われ、農作物被害はやや少な
かった。

オオタバコガ 平年：早い
前年：早い

平年：やや多
前年：やや多

地点により誘殺数にばらつきは
あったが、全般にはやや多くなっ
た。

７～９月の誘殺数はやや多かった
が、発生程度に応じた薬剤散布が
行われ、農作物被害はやや少な
かった。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
黒斑病 平年：－

前年：－
平年：－
前年：－

ほとんど発生していない。 県内の主力品種は、耐病性のある
幸水、豊水が作付けされている。

黒星病 平年：遅い
前年：やや遅
い

平年：やや少
ない
前年：やや少
ない

５月～７月は発生が少なかった
が、８月以降発生が増加しやや少
ない発生となった。

５月～７月は、降雨が少なく気温
が高く推移したため、発生が少な
かった。８月以降気温が平年並と
なり曇雨天が多かったことから発
生が増加した。

赤星病 平年：並
前年：やや遅
い

平年：やや少
前年：少

６月から発生が認められたが、そ
の後は少ない発生であった。

4月～５月は、気温が高かったが降
水量は少なかったため発生が遅れ
た。その後も降水量が少なかった
ため感染・発病が抑制された。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

５～７月の発生は平年並で推移し
た。

８月には適切な防除により発生が
抑えられた。

ハダニ類 平年：並
前年：並

平年：多
前年：多

気温が平年より高く、降水量が少
なかったため、発生量が多かっ
た。

せん定作業が終わらず、休眠期防
除が遅れたほ場において一部発生
した。

シンクイムシ類 平年：早い
前年：早い

平年：少
前年：並

気温が平年より高く推移したた
め、フェロモントラップの誘殺数
ピークが平年より早く見られ、発
生量はやや多かった。ほ場におい
ては被害は少なかった。

適切な防除により発生が抑えられ
た。

ハマキムシ類 平年：早い
前年：早い

平年：やや多
前年：多

７～８月に発生がやや多く見られ
た。

気温が平年より高く推移したた
め、一部のほ場では６月から発生
が見られ始め、その後発生増えて
いった。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
晩腐病 平年：並

前年：並
平年：多
前年：並

８月に多く発生した。 平年に比べ８月の降水量が多く、
露地栽培で発生が多くなった。

べと病 平年：遅
前年：並

平年：やや少
前年：少

６、７月は発生が見られなかった
が、８月に発生した。

７月まで気温が高く、降水量が少
なく経過したが、８月は降水量が
多く気温が平年並となったため発
生が増加した。

灰色かび病 平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられ
た。

黒とう病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 ５月～７月の降水量が平年に比べ
少なく、発生が抑制された。

ハマキムシ類 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：並

全般的にやや少ない発生であっ
た。

適切な防除により発生が抑えられ
た。

アザミウマ類 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられ
た。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
斑点落葉病 平年：－

前年：－
平年：やや多
前年：多

7月までは少なかったが、８月から
９月にかけて発生が増加した。

７月前半まで小雨だったが、７月
後半以降降水量が平年並以上と
なったため発生が増加した。

黒星病 平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

全般に少ない発生であった。 ５月から６月にかけて降水量が少
なかった。

赤星病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：少

全般に少ない発生であった。 産地周囲には、ビャクシン類が少
なく、飛散胞子量が少なかった。

輪紋病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：少

全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられ
た。

褐斑病 平年：やや遅
前年：並

平年：やや多
前年：やや少

８月に発生が認められ、９月にか
けて増加した。

７月前半まで小雨だったが、７月
後半以降降水量が平年並以上と
なったため発生が増加した。

　（７）野菜共通

　３）果樹
　（１）なし

　（２）ぶどう

　（３）りんご
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病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
ハスモンヨトウ 平年：並

前年：並
平年：やや多
前年：やや多

地点により誘殺数にばらつきは
あったが、全般にはやや多くなっ
た。

７～９月の誘殺数はやや多かった
が、発生程度に応じた薬剤散布が
行われ、農作物被害はやや少な
かった。

オオタバコガ 平年：早い
前年：早い

平年：やや多
前年：やや多

地点により誘殺数にばらつきは
あったが、全般にはやや多くなっ
た。

７～９月の誘殺数はやや多かった
が、発生程度に応じた薬剤散布が
行われ、農作物被害はやや少な
かった。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
黒斑病 平年：－

前年：－
平年：－
前年：－

ほとんど発生していない。 県内の主力品種は、耐病性のある
幸水、豊水が作付けされている。

黒星病 平年：遅い
前年：やや遅
い

平年：やや少
ない
前年：やや少
ない

５月～７月は発生が少なかった
が、８月以降発生が増加しやや少
ない発生となった。

５月～７月は、降雨が少なく気温
が高く推移したため、発生が少な
かった。８月以降気温が平年並と
なり曇雨天が多かったことから発
生が増加した。

赤星病 平年：並
前年：やや遅
い

平年：やや少
前年：少

６月から発生が認められたが、そ
の後は少ない発生であった。

4月～５月は、気温が高かったが降
水量は少なかったため発生が遅れ
た。その後も降水量が少なかった
ため感染・発病が抑制された。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

５～７月の発生は平年並で推移し
た。

８月には適切な防除により発生が
抑えられた。

ハダニ類 平年：並
前年：並

平年：多
前年：多

気温が平年より高く、降水量が少
なかったため、発生量が多かっ
た。

せん定作業が終わらず、休眠期防
除が遅れたほ場において一部発生
した。

シンクイムシ類 平年：早い
前年：早い

平年：少
前年：並

気温が平年より高く推移したた
め、フェロモントラップの誘殺数
ピークが平年より早く見られ、発
生量はやや多かった。ほ場におい
ては被害は少なかった。

適切な防除により発生が抑えられ
た。

ハマキムシ類 平年：早い
前年：早い

平年：やや多
前年：多

７～８月に発生がやや多く見られ
た。

気温が平年より高く推移したた
め、一部のほ場では６月から発生
が見られ始め、その後発生増えて
いった。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
晩腐病 平年：並

前年：並
平年：多
前年：並

８月に多く発生した。 平年に比べ８月の降水量が多く、
露地栽培で発生が多くなった。

べと病 平年：遅
前年：並

平年：やや少
前年：少

６、７月は発生が見られなかった
が、８月に発生した。

７月まで気温が高く、降水量が少
なく経過したが、８月は降水量が
多く気温が平年並となったため発
生が増加した。

灰色かび病 平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられ
た。

黒とう病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：少

全般的に少ない発生であった。 ５月～７月の降水量が平年に比べ
少なく、発生が抑制された。

ハマキムシ類 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：並

全般的にやや少ない発生であっ
た。

適切な防除により発生が抑えられ
た。

アザミウマ類 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられ
た。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
斑点落葉病 平年：－

前年：－
平年：やや多
前年：多

7月までは少なかったが、８月から
９月にかけて発生が増加した。

７月前半まで小雨だったが、７月
後半以降降水量が平年並以上と
なったため発生が増加した。

黒星病 平年：－
前年：－

平年：－
前年：－

全般に少ない発生であった。 ５月から６月にかけて降水量が少
なかった。

赤星病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：少

全般に少ない発生であった。 産地周囲には、ビャクシン類が少
なく、飛散胞子量が少なかった。

輪紋病 平年：－
前年：－

平年：少
前年：少

全般に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられ
た。

褐斑病 平年：やや遅
前年：並

平年：やや多
前年：やや少

８月に発生が認められ、９月にか
けて増加した。

７月前半まで小雨だったが、７月
後半以降降水量が平年並以上と
なったため発生が増加した。

　（７）野菜共通

　３）果樹
　（１）なし

　（２）ぶどう

　（３）りんご
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ハダニ類 平年：やや遅
前年：並

平年：やや少
前年：やや少

９月に発生が見られた。 適切な防除が行われ、やや少ない
発生となった。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：少

９月に発生が見られた。 適切な防除により発生が抑えられ
た。

シンクイムシ類 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられ
た。

ハマキムシ類 平年：並
前年：-

平年：多
前年：-

８、９月に発生が見られた。 気温が平年に比べて高温で経過し
たため、８月から９月にかけて発
生が多く見られた。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
カメムシ類 平年：早い

前年：並
平年：少
前年：並

フェロモントラップによる誘殺数
は、４月に越冬世代が多く誘殺さ
れたが、その後の誘殺は少なかっ
た。ほ場への飛来は少なく、被害
は認められなかった。

今年度のヒノキ花粉量は多かった
ことから、山林から果樹園へのカ
メムシ類の飛来が少なかった。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
白さび病 平年：並

前年：並
平年：平年並
前年：やや少

４月～７月に発生が見られた。 適切に防除が行われたため発生が
抑制された。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：やや多
前年：並

特定のほ場で発生が目立ってい
た。

発見の遅れにより、適切に防除が
できなかった。

アザミウマ類 平年：やや遅
前年：やや遅

平年：並
前年：やや少

６～９月に発生がみられ、全般に
平年並みであった。

適切な防除により発生が抑えられ
た。

ハダニ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

全般に平年並みの発生であった。 適切な防除により発生が抑えられ
た。

ハスモンヨトウ 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：並

フェロモントラップへの誘殺数は
多かったが、９月一部のほ場で発
生が見られた。

適切な防除により発生が抑えられ
た。

　（４）果樹共通

　４）花き
　（１）きく
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ハダニ類 平年：やや遅
前年：並

平年：やや少
前年：やや少

９月に発生が見られた。 適切な防除が行われ、やや少ない
発生となった。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：少

９月に発生が見られた。 適切な防除により発生が抑えられ
た。

シンクイムシ類 平年：並
前年：並

平年：少
前年：並

全般的に少ない発生であった。 適切な防除により発生が抑えられ
た。

ハマキムシ類 平年：並
前年：-

平年：多
前年：-

８、９月に発生が見られた。 気温が平年に比べて高温で経過し
たため、８月から９月にかけて発
生が多く見られた。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
カメムシ類 平年：早い

前年：並
平年：少
前年：並

フェロモントラップによる誘殺数
は、４月に越冬世代が多く誘殺さ
れたが、その後の誘殺は少なかっ
た。ほ場への飛来は少なく、被害
は認められなかった。

今年度のヒノキ花粉量は多かった
ことから、山林から果樹園へのカ
メムシ類の飛来が少なかった。

病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析
白さび病 平年：並

前年：並
平年：平年並
前年：やや少

４月～７月に発生が見られた。 適切に防除が行われたため発生が
抑制された。

アブラムシ類 平年：並
前年：並

平年：やや多
前年：並

特定のほ場で発生が目立ってい
た。

発見の遅れにより、適切に防除が
できなかった。

アザミウマ類 平年：やや遅
前年：やや遅

平年：並
前年：やや少

６～９月に発生がみられ、全般に
平年並みであった。

適切な防除により発生が抑えられ
た。

ハダニ類 平年：並
前年：並

平年：並
前年：並

全般に平年並みの発生であった。 適切な防除により発生が抑えられ
た。

ハスモンヨトウ 平年：並
前年：並

平年：やや少
前年：並

フェロモントラップへの誘殺数は
多かったが、９月一部のほ場で発
生が見られた。

適切な防除により発生が抑えられ
た。

　（４）果樹共通

　４）花き
　（１）きく
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５　病害虫発生程度別面積

　１）　平成29(2017)年病害虫発生程度別面積（確定）（ｈａ）

作物名 作付面積 病害虫名 甚 多 中 少 計

葉いもち 100 200 700 5,000 6,000

穂いもち 2,000 2,000

紋枯病 2,000 5,000 6,000 25,000 38,000

ばか苗病 360 360

縞葉枯病 2,000 20,000 22,000

稲こうじ病 2,200 8,700 5,800 16,700

ニカメイガI 2,800 2,800

ニカメイガII 2,000 2,000

セジロウンカ 100 100

トビイロウンカ 0

ヒメトビウンカ 3,700 11,000 14,700 28,600 58,000

ツマグロヨコバイ 700 8,100 21,200 30,000

斑点米カメムシ類 5,100 15,900 21,000

フタオビコヤガ 2,900 2,900

コブノメイガ 100 100

イネミズゾウムシ 10,000 10,000

うどんこ病 100 100

赤かび病 600 600

アブラムシ類 1,880 1,880

ハスモンヨトウ 170 340 510

吸実性カメムシ類 1,100 1,100

斑点落葉病 -

黒星病 -

ナシヒメシンクイ -

ハマキムシ類 -

ハダニ類 10 80 90

黒斑病 -

黒星病 256 256

ナシヒメシンクイ 25 25

ハマキムシ類 6 40 46

ハダニ類 10 30 156 196

晩腐病 30 30 60

べと病 23 22 45

灰色かび病 0

疫病 0

灰色かび病 14 14

葉かび病 14 14

コナジラミ類 28 28

アブラムシ類 2 40 42

疫病 23 23

灰色かび病 108 108

葉かび病 11 23 34

コナジラミ類 5 14 77 96

アブラムシ類 10 10

冬春トマト 225

なし 767

ぶどう 212

夏秋トマト 153

りんご 147

普通期水稲 57,600

麦 13,000

大豆 2,560
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作物名 作付面積 病害虫名 甚 多 中 少 計

うどんこ病 229 229

灰色かび病 0

アザミウマ類 0

アブラムシ類 67 220 287

ハダニ類 53 130 183

べと病 75 75

うどんこ病 50 174 224

灰色かび病 0

褐斑病 25 25

アザミウマ類 7 20 73 100

アブラムシ類 28 28

コナジラミ類 7 93 100

べと病 8 17 25

うどんこ病 5 5 5 18 33

灰色かび病 0

褐斑病 25 25

アザミウマ類 15 15

アブラムシ類 5 5

オンシツコナジラミ 10 10

黒腐病 0

菌核病 0

アブラムシ類 0

コナガ 5 5

白色疫病 0

べと病 90 90

ネギアザミウマ 20 130 150

さび病 165 220 385

黒斑病 55 384 439

べと病 55 55

アブラムシ類 4 4

灰色かび病 0

菌核病 0

アブラムシ類 0

ハスモンヨトウ 5 5

オオタバコガ 5 5

灰色かび病 82 82

うどんこ病 9 9 37 55

炭そ病 82 82

アブラムシ類 14 51 65

アザミウマ類 10 81 91

ハダニ類 5 32 80 222 339

ハスモンヨトウ 7 30 37

白さび病 24 24

アザミウマ類 2 15 44 61

アブラムシ類 40 40

ハスモンヨトウ 10 10

冬キャベツ 88

タマネギ 240

冬レタス 90

秋冬ネギ 439

イチゴ 586

きく 120

※作付面積：農林水産省の統計データを参照。

夏秋キュウリ 249

冬春キュウリ 50

夏秋ナス 367
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　２）　平成30(2018)年病害虫発生程度別面積（速報）（ｈａ）

作物名 作付面積 病害虫名 甚 多 中 少 計

葉いもち 7,200 7,200

穂いもち 700 700

紋枯病 2,100 3,000 3,600 21,400 30,100

ばか苗病 370 370

もみ枯細菌病（種子消毒） 0

縞葉枯病 700 28,700 29,400

稲こうじ病 700 1,400 4,500 6,600

ニカメイガI 2,200 2,200

ニカメイガII 5,900 5,900

セジロウンカ 0

トビイロウンカ 0

ヒメトビウンカ 7,400 29,000 13,000 7,000 56,400

ツマグロヨコバイ 700 34,000 34,700

斑点米カメムシ類 700 4,000 3,600 12,500 20,800

フタオビコヤガ 2,900 2,900

コブノメイガ 0

イネミズゾウムシ 19,000 19,000

うどんこ病 650 325 325 1,300

赤かび病 1,900 1,900

吸実性カメムシ類 900 900

フタスジヒメハムシ 100 300 400

斑点落葉病 37 37

黒星病 0

ナシヒメシンクイ 0

ハマキムシ類 42 42

ハダニ類 21 42 63

黒斑病 0

黒星病 57 57

ナシヒメシンクイ 0

ハマキムシ類 14 14 28

ハダニ類 28 227 255

晩腐病 21 21 42

べと病 21 21

灰色かび病 0

疫病 0

灰色かび病 14 14

葉かび病 14 14

コナジラミ類 113 113

アブラムシ類 13 13 26

うどんこ病 41 81 122 244

灰色かび病 0

アザミウマ類 41 203 244

アブラムシ類 41 203 244

ハダニ類 203 203

普通期水稲 57,600

麦 12,900

大豆 2,560

りんご 147

夏秋ナス 366

なし 767

ぶどう 212

夏秋トマト 151
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作物名 作付面積 病害虫名 甚 多 中 少 計

べと病 25 74 99

うどんこ病 21 21 103 145

灰色かび病 0

褐斑病 21 21

アザミウマ類 50 50

アブラムシ類 41 41

コナジラミ類 103 103

白色疫病 0

べと病 24 96 120

ネギアザミウマ 60 90 150

さび病 54 107 161

黒斑病 161 215 376

べと病 54 54

アブラムシ類 0

ネギハモグリバエ 15 35 56 106

灰色かび病 0

うどんこ病 21 21 72 114

炭そ病 19 19

アブラムシ類 30 30 40 81 181

ハダニ類 10 50 201 261

白さび病 12 12

アザミウマ類 26 12 38

アブラムシ類 38 38

※作付面積：農林水産省の統計データを参照。

秋冬ネギ 429

イチゴ 554

きく 115

タマネギ 239

夏秋キュウリ 248
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６　病害虫診断同定結果
月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

1月10日 しゅんぎく 下野市

葉に5～10mm程度の褐色～灰色の
病斑ができた。

顕微鏡観察でCercospora属の分
生子を確認。シュンギク葉枯病と
診断。

1月10日 しゅんぎく 下野市

葉の縁が黒くなって枯れる。ハウ
ス内で坪状に発生が見られる。

黒変部周辺を顕微鏡観察すると、
菌泥が確認できるが、菌糸や分生
子は確認できない。細菌病または
生理障害の可能性あり。

1月12日
トマト（CF桃
太郎はるか）

宇都宮市

10月下旬定植後、葉色が淡く、生
育が悪い株が圃場内に点在する。
現在は下葉から黄化やアントシア
ンの症状認められる。黄化病の疑
いあり。

RT-PCRの結果、ToCV陰性。イムノ
ストリップTMV陰性。Cmm陰性。組
織分離の結果、病原菌は分離され
なかった。生理障害の可能性。

1月12日
いちご(とち
おとめ)

－

定植時には正常の大きさであった
が、その後、葉が小型化し、株が
小さくなった。根はそれほど傷ん
ではいないが、クラウン部が褐変
している。

組織分離の結果、病原菌は分離さ
れなかった。経過観察したが、わ
き芽から新葉が健全に展開してい
るため、病害虫によるものでは無
いと考えられる。

1月16日
にら（ミラク
ルグリーンベ
ルト）

真岡市

株養成中の病害虫は少なかった。
捨て刈り20日頃からトロケ症状が
出てきた。ハウス西側に連続して
発生。

鱗茎部に沢山の黒い菌核が見られ
る。また、ネダニも多く見られ
る。以上より、黒腐菌核病と診
断。

1月18日 しゅんぎく 河内管内
新葉が黄化して、生育も悪い。ウ
イルス病を疑っている。

イムノストリップCMV，Potyvirus
属陰性。生理障害の可能性あり。

1月18日 しゅんぎく 河内管内

葉が萎れ、枯れる症状が多発して
いる。いちご圃場跡で栽培してい
る。

地際部が外側から腐敗しており、
茎内部は随が褐変して脱落してい
る。葉は先端部から萎れ、枯れて
いる。イムノストリップRs陰性。
外観症状から生理障害の可能性が
高い。

1月18日 なし
塩谷南那須管
内

なしの枝に赤い粒が固まって数多
く着いている。害虫の卵か？

形態から、リンゴハダニと考えら
れる。

1月22日
トマト（麗
容）

真岡市

準備前室から入った最初の畝の中
程に4本ほど、10本ほど離れて１
本下葉に顕著に症状が出ている。
中間葉には色の薄い部分が見え
る。黄化病を疑っている。

RT-PCRの結果、ToCV陽性。ToCVに
よるトマト黄化病と診断。

1月25日
いちご(とち
おとめ)

さくら市長久
保

株の生育不良、外葉から枯れる、
根の枯死、クラウンの褐変、畝で
連続で症状が出ている。排水が悪
いところに発生している。疫病を
疑っている。

イムノストリップPhyt陰性。クラ
ウン部の症状は赤茶色になって組
織がボロボロになっているもの
と、導管が黒変しているものと2
タイプあった。組織分離の結果、
両方のクラウン部からFusarium
oxysporumが分離され、遺伝子診
断で病原性も確認した。また、ネ
グサレセンチュウは確認できな
かった。以上より、病原菌は分離
されたものの、状況から、直接の
原因が萎黄病とは考えにくい。

1月26日
いちご(とち
おとめ)

さくら市喜連
川

株の枯死、生育不良、外葉からの
枯れあがり、根の枯死、クラウン
の導管の色が黒っぽい。圃場の水
はけ悪い。

イムノストリップRs陰性。組織分
離の結果、病原菌は分離できな
かった。また、ネグサレセンチュ
ウも確認できなかった。原因不
明。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

1月30日 こちょうらん 栃木市都賀町

花弁のふちが黄変し、透化ししお
れ、枯れる。

イムノストリップでORSV陰性。組
織分離を行ったが、病原菌は分離
されなかった。温度管理などによ
る障害の可能性も考えられた。

1月30日 シネラリア 栃木市都賀町

ハウスサイドのベンチで葉柄に黒
い斑点が見られる。同一ベンチ内
には点在して症状がみられる。

黒変している葉柄部位の組織分
離、顕微鏡観察を行った。病原菌
は分離されなかった。持ち込まれ
た株の経過を観察していたが、黒
変している症状は広がることはな
かった。何らかの生理障害の可能
性がある。

2月1日
トマト（CF桃
太郎）

宇都宮市瑞穂
野

２本仕立てで片側のみ萎れが見ら
れる。

主茎に導管褐変や随の崩壊が見ら
れる。イムノストリップCmm陰
性。PCRの結果、Cmm陰性。茎部の
組織分離の結果、病原菌は分離さ
れなかった。茎部の診断では病害
の可能性は低い。

2月1日 きゅうり 下野市薬師寺

葉に小さい黄斑ができ、その後拡
大し、薄く褐変しする。その後、
破れることもある。一ヶ月前から
発生し、圃場内で拡がっている。
炭疽病と思い、薬剤を散布してい
るが、いまだに拡がっている。

顕微鏡観察で、病斑部から分生子
や菌糸は確認できなかったが、菌
泥が確認できた。バクテリアを分
離し、API診断キットで
Pseudomonas
syringaepv.lachrymansによる
キュウリ斑点細菌病と推定。

2月1日 パクチー 下野市薬師寺

葉に斑点が現れ、次第に葉や葉柄
が褐変する。その後、株全体が枯
れる。初期症状は10月下旬から見
られる。昨年も同様の症状がみら
れる。

顕微鏡観察で、病斑部から分生子
や菌糸は確認できなかったが、菌
泥が確認できた。バクテリアを分
離し、API診断キットで
Pseudomonas
marginalispv.Marginalisによる
病害（パセリｰ腐敗病）と推定。

2月5日
きく（精興光
玉）

大田原市鹿畑

花芽がつき始めた頃から、葉先を
中心とした葉の縁から枯れる。症
状は中段以上の葉で見られる。過
去にもこの品種で発生がみられた
ことがあるが、生理障害だと言わ
れた。ここ数年発生していなかっ
たが、また発生したため、病気か
どうか確認してほしい。

組織分離の結果、病原菌は確認で
きなかった。生理障害と推定。

2月5日 にら 大田原市蛭田

一年株を一ヶ月前に保温を開始、
現在収穫時期。外葉から葉が黄化
し枯れる。

鱗片葉の内部に沢山のネダニが見
られる。ネダニの食害が原因と考
えられる。

2月9日

きゅうり（ハ
イグリーン
22、台木：
勇々一輝黒
軸）

小山市東黒田

現在収獲中。１週間程度前からし
おれはじめたとのこと。５株程連
続してしおれている場所もある。
株元中心に小さなハエが多発して
いる。症状が見られない箇所でも
多発していた。堆肥は多量に入れ
ている。根の数、成長が良くな
い。

外観では、根量が少なく、根の先
端部はひからびており、所々に褐
変が見られ、コブも確認。導管部
の褐変は確認できない。実体顕微
鏡で、褐変部にｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類幼
虫を確認。根および地際部の組織
分離の結果、病原菌は分離されな
かった。

2月9日
いちご(とち
おとめ)

壬生町上稲葉

１月下旬に葉の葉脈間の黄化や葉
縁部が褐変しだし、生育が低下し
だした。圃場全体に広がる傾向が
見られる。培地をベールマン法で
抽出するとセンチュウが大量に確
認された。前年も別圃場で同様な
症状が４月頃見られ、その時もセ
ンチュウが確認されていた。

すべてのサンプルから、ネグサレ
センチュウは検出されず、ネグサ
レセンチュウ以外の原因と考えら
れる。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

2月13日
いちご親株
(とちおとめ)

宇都宮市（旧
上河内）

親株の葉上に黒褐色の斑点が見ら
れる。炭疽病か診断してほしい。

LAMP法（斑点・葉柄基部）で陰
性。炭疽病の可能性は低い。

2月23日
いちご（とち
おとめ）

真岡市小林

12月下旬より初期の兆候が見ら
れ、1月下旬に新葉が萎縮・奇形
化し、2月には株全体が小型化す
る。新葉は退緑化し、萎縮する。
発生後は果実の収穫ができない。

ファイトプラズマ陰性。持込み株
をポットに植え替えて経過観察す
ると、萎縮症状は次第に改善して
いった。以上より、土壌に原因が
あると推測された。

3月1日 やまのいも 那須塩原市

種芋として保管していたものに茶
色の食害らしいものが見られた。

土壌サンプルからベルマン法でセ
ンチュウ類分離を試みた結果（3
反復実施）、1つの検体からネグ
サレセンチュウが1匹確認され
た。他の2反復からは確認されな
かった。
種芋サンプルからも同様にセン
チュウ類分離を試みたが、セン
チュウ類は確認されなかった。以
上から、ネグサレセンチュウによ
る被害の可能性はあるが、確認さ
れた虫数が極めて少ないため、原
因とは断定しにくいと判断した。

3月6日
たまねぎ（も
みじ）

栃木市湧水の
里河原田

播種9/25、定植11/10。全自動移
植機マルチ栽培。2畝のみ外葉の
葉先から枯れている。ほとんどの
苗が緑色の部分が見えないくらい
枯れている。植え付け深さが浅く
て浮いている様子なので、病害で
はない可能性が高い。

鱗茎内は正常。鱗茎下部と根部に
痛みが観察される。組織分離の結
果、病原菌は分離されなかった。
生理的な要因が考えられる。

3月6日

にら（ハイ
パーグリーン
ベルト、グ
リーンロー
ド）

栃木市西方町

2番刈り以降のにらに萎れが散見
される。葉先が白化し垂れ下がる
状態。株元には菌核のようなもの
が見られる。

イムノストリッPhyt陰性。葉鞘
が赤く、根がまっすぐ伸張してい
ない。バルブは正常。葉鞘部に白
い分生子塊が見られるが病原性は
不明。組織分離（葉鞘部、バル
ブ、根部）の結果、病原菌は分離
されなかった。また、株を湿潤条
件においておくと、葉身部にサー
モンピンクの分生子塊が発生し
た。LAMP法でColletotrichum属
であることを確認した。萎れの原
因の一つに炭疽病の可能性も考え
られた。

3月9日
トルコギキョ
ウ

佐野市

株が枯れる症状。1月上旬から確
認されたが、徐々にベット全体に
拡大していく。ハウス内はクロピ
クフローで土壌消毒をしている。

茎を切断すると、導管の褐変がみ
られる。また、根も褐変している
部分がある。褐変した導管部分か
らの組織分離では、フザリウムが
分離された。褐変した根からも茎
よりは低い確率ではあったがフザ
リウムが分離された。よって、症
状も近いことから、トルコギキョ
ウ立枯病の可能性がある。主根に
穿孔の後のようなものがあり、そ
の付近の褐変が激しかったことか
ら、何らかの原因で根に傷がつい
てそこから病原菌が侵入している
ことも考えられた。

3月20日

トマト（つく
つく房枝、台
木：バックア
タック）

小山市

8月定植のロックウール栽培。株
元が黒く変色している。現在はし
おれもなく、結実も良い。生育不
良の株は株元を随時切断。株元の
み残した株を引き抜いてみると、
根が赤紫色になっていた。

切断して残っている株の地際部と
主茎を組織分離してみたが、切断
後時間が経過しているため、自活
性のセンチュウが一緒に培養さ
れ、菌の分離が困難。現在継代培
養中。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

3月20日 トマト 野木町

ロックウール栽培。株元が黒褐色
になり、一部はしおれ症状があ
る。葉は緑のまましおれるのでは
なく下葉が黄化する。

イムノではPhyt、Rsで陰性。組織
分離で確認中

3月20日

トマト（CF桃
太郎はるか、
台木：頑張る
根パルテ）

宇都宮市

10月中旬定植。1月頃から葉先枯
症状が発生していたが、最近、葉
脈間の枯れ症状が併発した。圃場
全体に発生が見られる。株を抜い
て見ると、地際部に傷が見られ、
主茎の導管部にも褐変が見られ
る。

主茎の褐変部およびその上位部を
組織分離したが、病原菌は分離さ
れなかった。地際部の傷は葉の症
状とは無関係と思われる。圃場全
体に発生していることから、病害
の可能性は低いと思われる。

3月28日
さんしょうの
葉

那須農振管内

収穫時には異常なかったが、パッ
ケージ詰めして出荷する際に、主
に葉先が黒変してしまった。萎れ
は無い。

3/29検鏡し、菌糸が見えるため組
織分離したが、病原菌では無いと
考えられた。イムノストリップ
Phyt陰性。

3月29日 なす 栃木市

半促成なすのハウス栽培で、４棟
のうち１棟のみで黄化してしおれ
る症状がある。ハウス奥の方から
症状が見られ広がってきている。

地際部を切断すると、イムノスト
リップPhyt陽性（特に台木部で強
く反応あり）、Rs陰性。症状も一
致することから根腐疫病と判断し
た。症状のあるハウス内のみ、堆
肥臭が充満していたということか
ら、根が傷んだ結果病原菌が侵入
したと推察される。

3月29日

ぶどう（リー
スリング・リ
ヨン、プティ
マンサン等）

足利市

枝の表面に、すす状の黒い斑点や
白い斑状が見られ芽枯れしたもの
もある。結果母枝は枯れている
が、主枝は健全である。「リース
リング・リヨン」、「プティマン
サン」、「ヴィニョール」などに
散見されている。病徴は、水揚げ
後（３月中下旬）に確認したが、
冬季剪定時に枝が貧弱と感じた。
発病樹は、前年９月頃に「晩腐
病」や「黒とう病」が多発したも
のが多い（10月多雨も影響か）。
以前から同症状は確認されていた
が、近年感染が広がっているよう
に観察される。

組織分離を行ったが、病原菌は分
離されなかった。
病害かどうかは不明である。

3月29日

トマト（つく
つく房枝、台
木：バックア
タック）

野木町

ロックウール栽培。株元が黒褐色
になり、一部しおれ症状がでてき
た。葉は青いまましおれるのでは
なく黄化が見られる。

組織分離の結果、Fusarium
solaniが地際部から分離され
た。地上部の症状も一致すること
からトマトフザリウム株腐病と判
断した。

3月29日

トマト（麗
容、台木：グ
リーンフォー
ス）

小山市

生育不良の症状はないが、株元周
辺に黄白色の小粒の菌核と菌糸が
発生している。

顕鏡した所、菌の種類は特定でき
なかったため、トマトに病気を誘
因する菌かどうかは判定ができな
かった。

4月13日
いちご（とち
おとめ）

宇都宮市

４月に入ってから株の萎れ、腰の
症状がある。クラウン部は中心部
が褐変が強い。導管部の褐変も見
られる。

イムノストリップでRs、Phytは陰
性。クラウン導管部に褐変見られ
る。クラウン中心部にも褐変あ
り。組織分離を行ったところ、炭
疽病菌の特徴的な分生子塊が形成
され、コロニーPCRで陽性反応。
炭疽病菌が高確率で分離されたこ
とから、炭疽病と判断した
(Glomerella cingulata )。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

4月23日 水稲苗 上三川

４月23日に育苗箱で一部先端枯れ
が見えた。枯れの状況は一葉と二
葉の先端。ハウスの中央～南側に
集中し、育苗箱内の発生はまだら
で坪状ではない。葉やけと思われ
るが、根元が抜けるので気にな
る。土壌や苗にカビは見られな
い。根の数は少ないが、白く、細
長い。新葉が抜けるのもあるが、
腐敗臭はない。水のにおいも臭く
はない（ハウスのビニルは4年
目）品種:あさひの夢、4月初:水
稲播種、4月6日:シルバーシート
除去、その後、プール育苗開始。

水稲苗の先端枯れ部分の組織を顕
微鏡下で確認したが、病原菌を確
認できなかった。苗の症状から
も、病原性によるものではなく、
やけ等の生理障害によるものと考
えられる。

4月24日
いちご（とち
おとめ、スカ
イベリー）

真岡市

4月22日にハウス内が40℃の高温
となり、翌日確認したらハウス３
棟で数株萎れていた。株中１芽の
葉が全て萎れており、維管束が褐
変。萎凋病が伺われるが病原性の
有無は不明。萎れ株の１本だけは
葉柄が複数褐色化し、副葉元で折
れ枯れ込んで、炭疽病が伺われ
る。萎れ株にはスカイベリーもあ
る。

クラウン部に褐変はなく、組織分
離したが、病原菌は分離されな
かった。よって、病害ではなく急
激な高温によるしおれと考えられ
た。

4月26日
いちご（とち
おとめ）

益子町

４月１７日にしおれ症状が数本あ
ることに気がつく。クラウン部は
赤褐色の褐変があるが、簡易検定
を振興事務所で行った所、炭疽病
菌が検出されなかった。４月２６
日にさらにしおれ株が見られた。

しおれ症状の重い株ではクラウン
褐変部を顕鏡すると、炭疽病菌の
分生子が確認された。組織分離し
た所、炭疽病菌に特徴的な分生子
塊を形成した。しおれ症状の軽い
株では、重い株よりは低確率では
あるが、同様に炭疽病菌が分離さ
れた。

4月26日 トマト 宇都宮市

年内からしおれ症状は確認されて
いたが、10日ぐらい前から葉枯症
状がでてきた。

主茎に褐変が見られる。植物組織
からLAMP法でかいよう病に陽性反
応あり。NA培地で培養し、コロ
ニーからPCRを行ったところ、か
いよう病に陽性反応あり。以上か
らトマトかいよう病と判断した。

5月8日 シクラメン 日光市

4月中旬から葉柄が地際部から褐
変・葉がしおれ、褐変部分が腐敗
する。品種「リップルオレン
ジ」、「ドリームピンク」に発生
した。
（品種「ロココ」に上位葉の黄化
が見られた。）

「リップルオレンジ」の葉柄及び
塊茎に腐敗があり、検鏡により細
菌泥の漏出を観察した。ＮＡ培地
で培養したコロニーからマルチプ
レックスPCR法により診断した結
果、葉腐細菌病菌が検出された。
(「ロココ」は葉の黄化以外の症
状はなく、病害ではないと考えら
れる。)

5月17日 たまねぎ 那須烏山市

ほ場に点在するように葉が黄化し
て枯れていく症状が見られる。黄
化は葉先から進んでいる。比較的
排水の悪いほ場である。

黄化の部位を顕鏡したが、病原菌
はみられず、湿潤状態に置くと、
Alternariaが見られたが、症状
が一致しないので病原とは特定で
きなかった。また、組織分離を
行ったが、病原菌は検出されな
かった。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

5月19日
トルコギキョ
ウ

壬生町

同じほ場内に、株が萎縮し葉が縮
れて花茎が伸びない個体（品種：
ﾐﾝｸﾘｯﾌﾟｽ）と、花茎は伸びるが葉
と花茎にコルク化する個体（品
種：ﾐﾝｸｸﾞﾘｰﾝ）の2種類の症状が
でた。

コルク化した個体からはアザミウ
マ成虫の死虫、萎縮した個体から
はアザミウマ幼虫が発見された。
虫が発見されていること、典型的
な被害の症状からアザミウマによ
る食害と判断した。同定のため飼
育したが、幼虫は死亡。

5月23日 いちご 真岡市

育苗床で親苗の数株が枯れる症状
がある。親から発生するランナー
も枯れる。

クラウン部の導管に褐変がみられ
る。イムノストリップPyto陽性。
ほ場での症状が一致することから
イチゴ疫病と判断した。

5月29日 トマト 宇都宮市

台木グリーンガード穂木ｃＦ桃太
郎はるか。３月頃から下葉の黄
化。草勢の低下し、まだら果の発
生あり。

導管は、穂木ではごくわずかに褐
変が見られ、台木では褐変の程度
が激しい。髄も褐変しており、色
は黒に近く、木質化している。組
織培養の結果Fusariumが検出さ
れ、PCRの結果萎凋病と判断し
た。

5月29日 トマト 宇都宮市

台木グリーンガセーブ穂木桃太郎
ホープ。３月頃から下葉の黄化。
草勢の低下し、まだら果の発生あ
り。

導管の褐変はあるが、髄に褐変は
無い。一部、主根の発生部位付近
に黒変あり。根の一部にはネコブ
センチュウの被害あり。組織培養
したが、病原菌が検出できなかっ
た。組織の褐変の程度が進んでい
たことが要因と考えられる。

5月30日 トマト 宇都宮市

麗容＋ブロック。１週間ぐらい前
から萎れがでてきた。下葉は枯れ
る。

導管周辺の褐変あり。髄は下の方
は褐変している。穂木の導管周辺
は褐変しているが、台木よりは褐
変の程度は軽い。主根発生部付近
に黒変あり。組織分離の結果、
Fusariumが検出され、PCRの結果
萎凋病で判断した。

6月1日 小麦 －

県内巡回において、穂の黄化（特
に中央部から先端部）が散見され
る小麦（品種：ゆめかおり）ほ場
が見られた。

穂の黄化の症状から、病害の可能
性として考えられたのは、コムギ
黄葉病（ウイルス病）かコムギふ
枯病（糸状菌）であり、まず組織
分離を行ったが、コムギふ枯病の
病原菌は確認されなかった。コム
ギ黄葉病は、同定法が電顕による
観察のみとのことで、当センター
では対応できず。なお、穂の黄化
の症状から、病害以外の可能性も
あると考えられた。

6月1日 きゅうり 下野市

葉脈間の黄化、えそ斑点症状が５
月頃から確認され、５月下旬に
なって劇症化。新葉は症状なし。
オンシツコナジラミは激発、ミナ
ミキイロアザミウマは多発で、ほ
ぼすべての株で両者が見られる。

イムノストリップでCMV陽性、
ZYMV、CGMMV陰性。RT-PCRでBPYV
陽性、MYSV一部の株で陽性、
CCYV、KGMMVは陰性。ウイルスの
混合感染により劇症化していたと
考えられる。

6月4日 いちご 鹿沼市

親株床での萎れ症状。秋定植のナ
イアガラ育苗（ＲＷ粒状綿）。

株によって症状は様々であった。
導管部に褐変があるものと、中心
部に褐変がみられるものもあっ
た。検鏡で炭疽病菌は確認でき
る。イムノストリップでRs、Phyt
は陰性。組織分離を行ったが、萎
黄病菌は分離されなかった。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

6月4日 なし 宇都宮市

「にっこり」のジョイント栽培に
おいて、定植３年目の木の幹(３
年前に伸びた部分)の「芽」やそ
の周辺がコブ状に盛り上がる。樹
皮にひび割れや変色等の症状はな
い。

既知の病害に類似症状はなく、組
織分離では病原菌らしきものは分
離できなかった（アルタナリア菌
は若干出た）。病害ではないと思
われる。

6月5日 いちご 鹿沼市

親株床での萎れ症状。秋定植のナ
イアガラ育苗（ＲＷ粒状綿）。

株によって症状は様々であった。
導管部に褐変があるものと、中心
部に褐変がみられるものもあっ
た。イムノストリップでRs、Phyt
は陰性。組織分離を行ったが、萎
黄病菌は分離されなかった。

6月5日 レタス －

収穫後、葉のふちに腐れ症状、ま
た葉に褐色の斑点症状もある。

細菌が分離されAPIにより検定し
たが、病原は判定できなかった。
また菌も分離されたが、特定の病
原菌とは判定できなかった。

6月6日 シクラメン
上都賀農振管
内

葉のしおれ、葉柄基部の褐変。 塊茎上部に腐敗、細菌泥が認めら
れた。NA培地で細菌を培養後、コ
ロニーPCRで検定した結果、葉腐
細菌病菌を検出した。組織分離で
は糸状菌が分離されなかった。

6月8日 かぼちゃ 南那須

６月上旬から葉に淡いモザイク症
状が確認された。

イムノストリップでCMV、ZYMVが
陰性、Potyは陽性。RT-PCRでWMV
が陽性。よってWMVと判定した。

6月8日 きく 大田原市

キクの片側の葉が枯れる。（生産
者は半身萎凋病ではないかとのこ
と）

葉縁から枯れる。境は明瞭で黄変
部なし。茎、葉柄の導管部に褐変
なし。細菌泥なし。組織分離の結
果糸状菌は分離できなかった。

6月12日 麦 宇都宮市

小麦を栽培しているほ場にて大量
発生。隣接施設へ入り込み、死亡
した虫は悪臭を放つ。

形態から、マルガタゴミムシの一
種と判定した。

6月13日 なす 佐野市

５月下旬頃から新葉が内側にまき
花が着花しない症状が確認。側枝
でも同様の症状が続く。

イムノストリップでCMV、TMV陰
性。RT-PCRでBBWV、CMV陰性。病
原は特定されなかった。

6月13日 トマト 市貝町
ＲＷ栽培、６月10日定植。１株の
葉に、えそ症状が確認された。

RT-PCRでCSNV、TSWVは陰性。えそ
症状の病原は特定されなかった。

6月13日 きゅうり 下野市

露地キュウリ４月下旬定植。黄化
えその疑いの症状の株が１株。害
虫はアザミウマ、アブラムシ、コ
ナジラミ、ハダニが散見される。

イムノストリップでCMV陰性。RT-
PCRでは、BPYV、MYSV、ZYMV、
KGMMV、CCYV全て陰性。

6月15日 トマト 芳賀町

５月下旬からまだら果発生。南側
から北側にもでるようになった。
ネコブセンチュウ、コナジラミ
類、灰色かび病、疫病など様々な
病害虫が発生している。

イムノストリップでCMV陽性。栽
培管理上での肥切れ、潅水不足な
どもみられウイルスだけの症状で
はないが、ウイルス感染も重なっ
ている。

6月19日 りんどう 宇都宮市

４月上旬にセル苗を定植した品種
「るりおとめ」に葉の黄化、立ち
枯れ症状が発生。上位葉に葉脈間
の黄化あり、根の伸びが悪い。

葉の黄化・枯死する部位は株によ
り様々でえそ、斑点、モザイク等
の症状は見られない。根に根腐れ
等の症状は見られない。ポリポッ
トに移植し経過を観察する。

6月19日 ねぎ 大田原市

４月下旬定植。葉の黄色のストラ
イプ状にすじ条になった。

イムノストリップでTSWV、Poty陰
性。RT-PCRでPoty陰性。よって、
ウイルスによる症状とは断定でき
なかった。
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6月19日 ねぎ 大田原市

４月定植と、次の作型の両方で、
葉に黄色のストライプ状のすじと
萎縮の症状がある。

イムノストリップでTSWV、Poty陰
性。RT-PCRでPoty陰性。よって、
ウイルスによる症状とは断定でき
なかった。

6月26日 トマト 塩谷町

３月末定植。ハウス内の一部の畝
（比較的出入り口に近い部分）で
葉の黄化と果実のまだら症状がみ
られ、症状は悪化してきた。

主茎の導管部分は褐変している。
組織培養した結果、フザリウム属
が分離された。PCRを行ったとこ
ろ、根腐萎凋病と判断した。

6月26日 トマト 壬生町

葉の黄化があり、フザリウム株腐
れ病のような症状がある。

根はセンチュウの被害あり。根及
び主茎を組織分離した所、
Fusarium solaniが分離され、症
状も一致することからトマトフザ
リウム株腐病と判断した。

6月27日
ファレノプシ
ス

栃木市
葉の色が抜ける（ぼんやりとした
モザイク状）。

イムノストリップでの検定の結果
CMV陽性、CymMVとORSV陰性。

6月27日 なし 鹿沼市

幼果（直径５cm程度）のていあ部
を中心に黒褐色のシミ状の斑点が
見られる、ほ場内の特定の場所に
あるわけではない、薬斑ではない
とのこと。

黒変部分の組織分離により
Cladosporium属菌類似の菌を分
離した。

6月27日 ばら 宇都宮市
ばら（品種：ﾕｶｶｯﾌﾟ）の花弁に甲
虫の食害が出ている。

形態的特徴から、ルリマルノミハ
ムシと判断した。

6月29日 メロン 栃木市

収穫間近のハウスで、葉の黄化が
ある。発生は一定の栽培ベットに
見られる。

イムノストリップでCMVの反応色
は薄いが陽性、CGMMV、ZYMVは陰
性。またRT-PCRでは、MYSV、
CCYV、BPYVが陰性。CMVは感染し
ていが、樹勢も低下していること
から、葉の黄化が進んでいること
も考えられる。

6月29日
ぶどう（シャ
インマスカッ
ト）

日光市

雨よけ栽培のシャインマスカット
において果粒の奇形化が確認され
た。果粒を切開すると、内部に蛹
の寄生が認められる。福島県の特
殊報にあるブドウミタマバエに似
ている。

上地奈美博士（農研機構果樹茶業
研究部門生産・流通研究領域虫害
ユニット）に同定を依頼した結
果、ブドウミタマバエ(仮
称)Asphondylia sp.と判明し
た。

7月2日
ぶどう（シャ
インマスカッ
ト）

栃木市

品種「シャインマスカット」の収
穫20日前の果房の枝梗の付け根
(果実側)が茶黒色に変色している
（房枯病と症状が類似していると
のこと）。

黒変部分の組織分離により
Cladosporium属菌類似の菌を分
離した。房枯病菌､晩腐病菌は分
離されなかった。室温及び低温で
保管した果実に腐敗は認められな
い。房枯病では無いと思われる。

7月3日 しょうが 下野市

ほ場の南側や低い場所で、倒伏が
見られる。症状が見られるほ場の
み未熟堆肥を投入した。

イムノストリップRsは陰性。細菌
が分離され、APIにより診断した
が、特定の病原細菌ではなかっ
た。未熟の堆肥の投入が影響して
いるとも考えられた。

7月3日 夏秋なす 栃木市

葉が黄変することなくしおれる症
状がほ場内に点在している。

台木の導管は褐変してるが穂木で
は褐変が見られなかった。イムノ
ストリップでRs、Phytは陰性。組
織分離をすると、Fusarium属菌
が検出された。Fusarium
oxysporumと確認されたので、ナ
ス半枯病と判断した。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

7月5日 夏秋なす 真岡市

葉が黄変することなくしおれる症
状がほ場内に点在している。

イムノストリップでRs、Phytは陰
性。組織分離を行った結果、特定
の病原菌は分離されなかった。

7月6日 きゅうり 小山市

露地栽培のきゅうり。ほ場の中で
１株だけだが、斑点状のウイルス
によるモザイク症状が確認され
た。特に害虫は確認されていな
い。

イムノストリップでは、CMV、
ZYMVは陽性、CGMMVは陰性。RT-
PCRではBPYV、MYSVが陰性。よっ
てアブラムシ類によって媒介され
るCMV、ZYMVによる症状と判定し
た。

7月6日 ゆうがお 壬生町

６月上旬頃に株元に黄化症状がみ
られ、症状がひどい株は黄化から
枯死にいたる。葉はふちから黄
変、枯れる症状があり、つるにも
褐変がみられる。

枯れたつるに黒色の小粒がみら
れ、顕鏡したが、つる枯病に特徴
的な分生子は確認できなかった。
また、葉、親つる、茎の褐変部位
からはNigorosporaが分離され
た。ゆうがおの病原と思われる菌
は分離されなかった。

7月18日 水稲 大田原市

本田の水稲株に、イネばか苗病ら
しき病徴（葉や葉鞘の黄化、地上
部の節からの不定根）が見られ
た。

サンプル稲株の経過観察により、
株元の葉鞘部分に白色の粉状物が
確認された。組織分離により白～
紫色のコロニーが形成、小型分生
胞子が確認され、イネばか苗病と
判定した。

7月19日
シクラメン
（F1ハイライ
ト）

宇都宮市

一番西側のベンチのみで葉の黄
化、萎れ症状が発生。品種はハイ
ライトのみで発生しているが、隣
のベンチの株は正常。他の病気、
害虫の発生は見られない。毎年、
数株で同じ症状の発生が見られる
が今年は発生時期が早い。

検鏡により細菌泥を観察。症状と
併せて葉腐細菌病と診断した。

7月24日 いちご 小山市

圃場内で部分的に萎れ症状があ
る。

クラウン部は褐変なし。組織分離
を行ったが、病原菌は検出されな
かった。

7月24日
しょうが（竹
しょうが）

下野市

２件、圃場内で枯れる症状。サン
プルＡは腐敗臭がする。サンプル
Ｂは症状より糸状菌の可能性が考
えられる。

サンプルＡからは、細菌が分離さ
れ、API20により同定を試みた
が、病原細菌ではなかった。サン
プルＢからは組織分離したが、特
定の病原菌は分離されなかった。
よって２件ともに、病原は特定で
きなかった。

7月25日
いちご（スカ
イベリー）

日光市

７月中旬から親株が枯れる株が見
え始めた。子苗には目立った症状
はない。約１割の株で点在して枯
れる。

イムノストリップで、Rs、Phyt陰
性。導管に褐変はみられた。組織
分離したが、病原菌が分離されな
かった。病原は特定できなかっ
た。

7月30日 ぶどう 市貝町

巨峰計の品種で「葉焼け症状」に
類似した症状が見られる。

検鏡、組織分離培養、いずれも菌
糸や胞子、菌泥等見られない。病
害では無いと思われる。

7月30日 いちご 鹿沼市

親株から子苗へ連続して萎れてい
く症状が見られる。養液栽培。

根は褐変しているが、部分的で、
培地の下方に集中して褐変してい
る株もあった。導管に褐変は見ら
れない。イムノストリップでPhyt
は陰性。組織分離では病原菌は分
離されなかった。根の部分的な褐
変の仕方からは、培地内での高温
による障害の可能性も考えられ
た。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

7月31日 きく（神馬） 上三川町

親株床で、生育不良が部分的にあ
る。その中には萎れ、下葉が枯れ
上がる株もある。圃場内の水はけ
の悪い場所に多い。

根は褐色で、地際部は褐変も見ら
れる。イムノストリップでPhyt陽
性。症状、発生状況も一致するこ
とから、疫病と判定した。

7月31日
水稲（とちぎ
の星）

矢板市

株単位で上位2～3葉に褐変症状が
見られる。止め葉には見られな
い。ほ場6枚中、発生は1枚のみ。
別の生産者のとちぎの星は、4枚
全て出ている。

症状から、イネ条葉枯（すじはが
れ）病が疑われた。症状部分を中
心に検鏡したが、特に病原菌は見
当らなかった。組織分離により灰
～黒色のコロニーが形成したもの
の、組織分離2週間を経過して
も、イネ条葉枯病らしき分生子が
確認できなかった。

8月3日 トマト 宇都宮市

葉に白化症状が生じ、葉裏に橙色
のハダニが高密度で発生してい
た。

採取したハダニを横浜植物防疫所
に同定依頼した結果、ミツユビナ
ミハダニと赤色型のナミハダニの
混発であることが判明した。（特
殊報）

8月6日 アスパラガス 宇都宮市

株養成中の株が褐変し、枯れるよ
うな症状になる。

褐変部位から組織分離を行った
が、病原菌は分離されず、病原の
特定はできなかった。

8月6日 にら 栃木市

７月下旬以降圃場の一部が外葉か
ら枯れていき、症状がひどいもの
は株全体が枯れる。地表面に菌核
菌糸は見当たらない。

根部には菌核があり、白絹病の菌
核と大きさ色などは一致する。白
い菌糸も表面に確認されるので白
絹病と判断した。

8月13日
水稲（コシヒ
カリ）

河内管内

葉や茎に、黄色いハローを伴う楕
円形の褐色斑点が見られる。灰色
低地土の80ａのほ場の一部で発生
し、ごま葉枯病の症状に似るが、
畦畔際の株には萎縮や強い枯れが
見られること、及びほ場の中の株
では斑点のみであるため、除草剤
の飛散等によるものではないか？

楕円褐変部を10か所程度検鏡した
ところ、ごま葉枯病菌
(Cochliobolus miyabeanus )の70
㎛前後で倒棍棒形をした10個程度
の隔壁を有する分生胞子と、束生
した数本の分生子柄が確認できる
ことから、ごま葉枯病と判定し
た。

8月13日 なす 栃木市

８月上旬より萎れる症状が見られ
たが、台風後に多発。外観は半身
萎凋に近い萎れ方。

イムノストリップでRs陽性。導管
は褐変している。よって青枯病と
判断した。

8月13日 なす 壬生町

台風後、数本葉色が淡くなる症状
が圃場内に点在してきた。症状が
進むと萎れる。

イムノストリップでRs陽性（反応
はうすいが陽性）。導管は褐変し
ている。よって青枯病と判断し
た。

8月13日 いちご 宇都宮市

子苗に葉の奇形がみられる。しお
れなどの症状はない。

症状が軽いものはクラウンの導管
が褐変しておらず、組織分離をし
ても病原菌は分離されなかった。
葉に奇形の症状があるものはクラ
ウン部の導管は褐変しており、組
織分離をするとフザリウムが検出
され、PCRで病原性を確認した
所、萎黄病と判断した。

8月21日
いちご（なつ
おとめ）

塩谷町

８月中旬から、出荷した果実がゼ
リー状に腐敗する症状が見られる
ようになった。２年株で出荷中。
本圃では灰色かびは散見される。

ほ場から収穫前の熟度の異なる果
実を採取し、熟度別に別容器に保
管したところ、着色した果実から
ウジ状の幼虫が発生・加害し腐敗
した。この幼虫を飼育し羽化させ
形態観察したところ、オウトウ
ショウジョウバエ及びニセオウト
ウショウジョウバエの混発である
ことが判明した。（特殊報）
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

8月21日 パパイア 足利市

7月下旬立枯症状確認され始め
る。株元が水浸状に腐敗し、腐敗
部からは異臭を放つ。

イムノストリップ診断で
Phytophthora陽性（反応はやや
うすかった）組織分離（WA培地）
でPhytophthora菌分離。軟腐病
と診断。

8月21日
ばら（カル
ピィデュー
ム）

足利市

7月上旬、株下葉が徐々に黄化し
落葉し始める。7月中旬、茎の枯
死が見られるようになる。

イムノストリップ診断で
Phytophthora陽性（茎、根）。
組織分離（WA培地）で
Phytophthora菌分離（茎、
根）。疫病と診断。

8月27日
きゅうり（ゆ
うみ）

小山市

8月7日頃から萎れ株が散見し始め
る。その後発祥が拡大しており、
現在は数十本から100本近くで症
状が見られる。発生は点在もある
が、数株まとまっての連続的な発
生か所もいくつもある。萎れ初期
は、葉が垂れ下がる程度だが、最
終的には全身萎凋し枯死に至る。

根の褐変や導管の褐変などの症状
はみられない。イムノストリップ
Rs陰性。組織分離を茎、根で行っ
たが病原菌は分離されなかった。
過剰潅水によるチローシスの可能
性が考えられた。

8月27日 きく 真岡市

キクの葉の一部が枯れる症状。ハ
ガレセンチュウの症状に似てい
る。

葉と土をベールマン検査したとこ
ろ、植物寄生性のセンチュウは発
見されなかった。このため、原因
は不明とした。

8月27日 トマト 足利市

養液栽培の育苗中で地際部に褐変
症状。症状が重いものは、くびれ
や割れが生じて、倒れてしまう。

根に褐変はなし。導管部も褐変な
し。茎の外側の褐変のみ。組織分
離をすると、Fusarium属菌が分
離されたが、病徴と一致しないこ
とから、病原とは判断できなかっ
た。

8月29日 コスモス 栃木市

８月中旬から、頂芽の枯れるよう
な症状が見られ始めた。全体の１
割程度で発生している。

葉の枯れ込み症状、検鏡により病
原菌（Alternaria菌)の分生子を
確認したことから葉枯病と診断。

8月29日
カーネーショ
ン（スピネ
ル）

栃木市

葉にスリップスの吸害痕あり。全
体の５％程度に発生が見られる。

イムノストリップ診断によりCNV
陽性。ウイルス病と診断。アザミ
ウマ類によると思われるカスリ状
の症状もある。

8月29日 とうがらし 日光市

実に褐変が見られる。一部はリン
グ状になり陥没したように見え
る。

高湿度条件で病斑部にピンク色の
分生子塊が確認され、顕微鏡で分
生子を確認及び病徴の特徴が一致
することから炭疽病と判断した。

8月29日 ねぎ 宇都宮市

外葉の枯死下垂。根の枯死・脱落
（紅色に変色あり）何婦病、紅色
根腐病、リゾクトニアによる葉腐
れ症状もあると思われる（褐色の
菌核を確認）

鉢上げして経過観察後、白絹病の
菌核が多数形成されたため、主な
要因と考えられる。

8月30日

きゅうり（穂
木:艶香、台
木:パワー
ｚ）

日光市

葉はモザイク様症状があるが軽
微。果実が退緑し、まだら症状に
なる。

イムノストリップでは、CMV、
ZYMVが陽性、CGMMVは陰性。RT-
PCRでは、BPYV、MYSV、KGMMV、
CCYVが陰性、ZYMVは陽性。
よって、CMVとZYMMVが混合感染
し、果実への症状も重症化したと
判断した。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

8月31日 トマト 大平町

成長点の萎縮症状が点在している
のを確認。圃場内にはアブラムシ
は確認されている。

イムノストリップでCMV、TMV、
Potyが陰性。RT-PCRでTospovirus
が陰性。持ち込まれた株は健全に
近い外観であったので、圃場内の
症状が確認される株では感染して
いる可能性はあるが、持ち込まれ
た株がウイルス病の可能性は低い
と考えられる。

9月3日
水稲（ヒメノ
モチ）

鹿沼市

鹿沼市酒野谷地区のほ場、登熟後
期の水稲穂で、籾が茶黒色に汚れ
る症状が見られた。被害穂には不
稔籾が多く確認された。
品種：ヒメノモチ

登熟後期の水稲穂で、籾が茶黒色
に汚れる症状が見られた。被害穂
には不稔籾が多く確認された。被
害穂のうち、特に不稔籾に汚れ症
状が確認された。不稔籾に二次的
に雑菌が入り、汚れ症状が発生し
たのもと思われる。不稔の発生原
因としては、品種がヒメノモチ
（極早生）で周囲のほ場の中でも
出穂が早かったことと、穂の中で
不稔の発生がまばらであったこ
と、山間の地域であることから、
斑点米カメムシ類の吸汁害による
可能性が高いと推察された。

9月4日
水稲（ゆうだ
い21）

那須塩原市

水稲穂の一部に枯れ症状が見られ
た。イネ縞葉枯病かどうか診断し
てほしい。

症状はイネ縞葉枯病とは異なるも
のと推察された。その後実施した
簡易ELISA検定（RSV）において陰
性。イネ縞葉枯病ではないと診断
した。

9月5日 しょうが 栃木市

立ちしょうが。根茎に陥没したよ
うな症状。強い腐敗臭はない。陥
没部分の組織に軟化は見られず、
固くへこんでいるような感じ

組織分離をしたがフザリウムが分
離。ショウガの内部の褐変などフ
ザリウムの病害の特徴が見られな
いので、病原とは判断できなかっ
た。細菌が１種類分離されAPIで
同定したが、病原細菌とは判定で
きなかった。

9月6日 なす 那珂川町

成長点の葉に奇形が見られる。害
虫は特にいない。症状が見られる
圃場ではほぼすべての株でみられ
るが、近隣でも症状が全くみられ
ない圃場もある。

顕微鏡で確認したが、病害、虫害
の可能性は低いと考えられる。農
振事務所で、施要された鶏糞堆
肥、豚ぷん堆肥のきぬさやいんげ
んを用いたクロピラリドの生物検
定を行ったが陰性だった。堆肥の
ECが1.7ms/c㎡、0.7ms/c㎡と高
く、化成肥料も他等していたた
め、塩類集積の影響と考えられ
る。

9月6日 いちご 上河内

苗で萎黄病の疑いの症状。 フザリウムが分離され、いちごへ
の病原性を確認したが、陽性だっ
たので、萎黄病と判断した。

9月6日 あじさい
上都賀農振管
内

鉢植えのアジサイの茎の地際部、
葉柄、葉身に水浸状の腐敗が見ら
れ萎れる。

茎根腐病(Pythium属菌)に類似の
症状。葉、茎の組織分離。念のた
めイムノストリップ診断Phyt：
－。細菌泥見られず。卵菌類が分
離された。

9月7日 なす さくら市

複数年連作の夏秋なすほ場におい
て、ほ場入り口付近に３株程度、
全体の萎れと葉の枯れ上がりが見
られる。

生長点付近の20㎝を２本持ち帰
り、まとめてイムノストリップRs
で検査したところ陽性のため、青
枯病と判断。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

9月11日 トマト 芳賀町

ウイルス様症状が散見され十数株
程度抜いて処理ずみ。

TYLCVがPCRで陽性。症状も一致す
ることから、黄化葉巻病と診断し
た。

9月12日
きく（ガーデ
ンマム　ジ
ジ）

下野市

７月10日鉢上げのポットマムで８
月15日ごろから葉の黄化、凋れが
発生し、その後立ち枯れ症状が見
られた。

根部が黒変、地際部の茎の断面に
褐変あり。イムノストリップ
Phyt：＋のため疫病と診断した。

9月13日 トマト 大平町

成長点に黄化の症状が散見され
る。

TYLCVがPCRで陽性。症状も一致す
ることから、黄化葉巻病と診断し
た。

9月13日 ねぎ 小山市

軟白部にすじ条の褐変があり、症
状がひどいものは亀裂が入り、割
れている。またその下の表皮にも
褐変が見られるものもある。

褐変部位の顕鏡では菌糸などは見
えない。褐変部位を組織分離して
も、病原菌は分離されなかった。
生理的な症状と考えられた。

9月14日 トマト 宇都宮市
下葉の一部が枯れて、萎れる症
状。

イムノストリップで、かいよう病
陽性。

9月18日 きゅうり 小山市

葉の白化、縮葉、が圃場内に点在
している。

イムノストリップで、CMV、
CGMMV、ZYMV陰性。
RT-PCRで、BPYV、MYSV、KGMMV、
CCYV、すべて陰性。病原の特定は
出来なかった。

9月18日 いちご
上都賀農振管
内

一部の葉に枯れる症状。葉鞘の褐
変が見られる。

顕鏡すると、炭疽病菌が観察され
た。炭疽病と診断した。

9月19日 トマト 宇都宮市

下葉から枯れて萎れる症状が散
見。

イムノストリップでRs陽性。Cmm
は陰性。菌泥も確認され、症状も
一致することから、青枯病と判断
した。

9月20日
きく（精の一
世）

大田原市

７月上旬に定植した「精の一世」
で、下の方の葉が萎れた。程度が
軽い株は夜間には凋れが直る。

根に褐変あり。イムノストリップ
Rs:－、Phyt：＋のため疫病と診
断した。

9月21日 うめ 日光市

ほぼ放任園となっているウメの老
木全体からクビアカツヤカミキリ
のフラスのようなものが出てい
る。木の根元にフラスが積もって
いる状況。

写真のみでは判断が困難であった
ため、現場でフラスを確認した。
木の上部はキクイムシ類の食害が
確認され、木の樹幹部分からは食
害中のオオゾウムシ幼虫が見つ
かった。

9月21日 ねぎ 大田原市

ネギの葉の上の方まで小黒点が付
着している。

小黒点の中はオレンジ色の粒々が
入っていて、顕微鏡で確認し、病
原菌ではないと判断した。また、
大きさ、形状から害虫の卵でもな
い。

9月26日
ばら（グラン
オマージュ）

小山市
根腐れ、立ち枯れ イムノストリップPhyt陽性。疫病

と診断。

9月26日
ばら（バン
ビーナ）

小山市
根腐れ、立ち枯れ イムノストリップPhyt陽性。疫病

と診断。

9月27日 いちご 日光市

苗で葉が黄化、根の褐変症状があ
る。

クラウン部に褐変はわずかに見ら
れる。根は褐変しているが、掘り
起こしてから持ち込まれるまで日
数が経過していたため、根も乾燥
しており、褐変の程度が判別しに
くかった。組織分離を行ったが、
病原菌は検出されず、特定の病害
とは診断できなかった。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

10月3日

トマト（麗
紀、台木：
バックアタッ
ク）

真岡市

８月定植のRW栽培。特定の畝に集
中して萎れる株が数株続いた。

導管の外側が薄く茶色に褐変あ
り。導管には褐変なし。葉の付近
で髄が崩壊していて、スカスカし
た感じの部位あり。イムノスト
リップとPCRでCmm陰性。組織分離
したが、病原菌は検出できなかっ
た。

10月9日
トマト(マイ
ロック､台木:
アシスト)

栃木市
成長点に黄化の症状が散見される
わずかだが黄化症状がある。

PCRで確認したところ、TYLCVが陽
性。黄化葉巻病と診断した。

10月9日 トマト 芳賀町
成長点に葉の黄化の症状。 PCRではTYLCV陰性。黄化葉巻病で

はない。

10月9日 トマト 上三川町
成長点に葉の黄化とモザイク症状 PCRで確認したところ、TYLCVが陽

性。黄化葉巻病と診断した。

10月9日 トマト 宇都宮市
成長点に葉の黄化とモザイク症状 PCRで確認したところ、TYLCVが陽

性。黄化葉巻病と診断した。

10月9日 トマト 真岡市
成長点に葉の黄化の症状。 PCRではTYLCV陰性。黄化葉巻病で

はない。

10月9日 トマト 鹿沼市
成長点に葉の黄化とモザイク症状 PCRで確認したところ、TYLCVが陽

性。黄化葉巻病と診断した。

10月15日

トマト(桃太
郎ワンダー､
麗容､麗旬､ミ
ニトマト[千
果])

塩谷町

果実がまだらに着色する症状。成
長点などの葉には症状がない。

葉裏にタバココナジラミが多く付
着していた。成長点にウイルスに
よる症状はないことから、タバコ
コナジラミによる吸汁害と考えら
れた。

10月16日
トルコギキョ
ウ

下都賀農振管
内

葉に白斑 イムノストリップ診断。TSWV､
INSV､IYSV､CMVいずれも陰性。

10月17日 きゅうり 下野市

葉にモザイク症状。 イムノストリップで、CMV、
CGMMV、ZYMV陰性。
RT-PCRで、BPYV、KGMMV、CCYV陰
性。MYSV陽性なので、黄化えそ病
と判断した。

10月17日 きゅうり 小山市

葉にモザイク症状。 イムノストリップで、CMV、
CGMMV、ZYMV陰性。
RT-PCRで、BPYV、MYSV、KGMMV、
CCYV、すべて陰性。病原の特定は
出来なかった。

10月18日 いちご －
苗のランナーに黒くくぼんだ部が
ある。

組織分離を行ったが、病原菌は検
出できなかった。

10月18日
にら（ゆめみ
どり）

大田原市

８月中旬以降に白斑の症状があ
る。症状でる前にアザミウマの発
生あり（１年株）。近隣にも似
通った症状が見られる。

イムノストリップでIYSVが陽性。
IYSVによるニラえそ条斑病と判断
した。

10月18日
にら（ゆめみ
どり）

大田原市

８月中旬以降に白斑の症状があ
る。症状でる前にアザミウマの発
生が例年より多かった（１年株と
２年株）。

イムノストリップでIYSVが陽性。
IYSVによるニラえそ条斑病と判断
した。

10月19日
いちご（とち
おとめ）

宇都宮市

イチゴの花にハエらしきものがた
くさん集まるが、何の虫か（訪花
昆虫か害虫か）調べてほしい。
ほ場には有機の液肥を入れてい
る。

形態から、ニクバエ科の一種と判
定した。
有機質の液肥に集まってきたもの
と見られる。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

10月23日
いちご（スカ
イベリー）

大田原市

角斑細菌病に似る葉の枯れ込み
や、生長点の萎縮、チャノホコリ
ダニの症状に似る生長点の萎縮、
花の枯死が見られる。

葉面をナイフ刃先でこそぐと、表
皮と一体化した皮膜が見られ、葉
の展開に伴うと思われる皮膜の亀
裂が認められる。皮膜にはあると
ころと無いところのムラもある。
防除履歴に還元澱粉糖化物である
気門封鎖剤のエコピタがあり、こ
の剤は、「カーネーションでは、
葉面のワックス層を溶かすことが
あるため注意」との注意事項があ
る。サンプル搬入６日後には、正
常な新葉が展開したことから、散
布時の濃度や薬量等が不明ではあ
るが、気門封鎖剤の影響ではない
かと考えられる。10月29日の時点
でサンプル３株とも新葉が展開し
回復しているため、病害虫では無
いと考えられる。

10月23日
いちご（とち
おとめ）

大田原市

メセンチュウ様の症状に似る生長
点の萎縮が、３株程度連続で発生
している。

新芽（生長点）から二度分離した
が、メセンチュウは確認されな
い。葉の表面には明確な特徴は見
られず、経過観察後、１株は新葉
が展開し、もう１株はだ全体的に
いじけているものの、新葉が正常
に出てきているため、一時的な症
状で、病害虫によるものでは無い
と考えられる。

10月26日
しゅんぎく
（究極の春
菊）

下野市

葉や茎に褐色で不整系のややくぼ
んだ斑点が見られる。また、葉先
から褐変した症状も見られる。

顕鏡で観察したが、病原菌は観察
されなかった。また組織分離をし
たが、病原菌は分離されなかっ
た。

10月26日 いちご さくら市

葉の奇形が見られる株が数株点在
する。

クラウンの褐変程度はわずかであ
るが、フザリウムが検出されコロ
ニーPCRからイチゴに病原性のあ
るフザリウムであることが確認さ
れたので萎黄病と診断した。

10月26日 いちご 高根沢町

葉の奇形が見られる株が数株点在
する。

クラウンの褐変程度はわずかであ
るが、フザリウムが検出されコロ
ニーPCRからイチゴに病原性のあ
るフザリウムであることが確認さ
れたので萎黄病と診断した。

10月29日
トルコギキョ
ウ（セレブイ
エロー）

佐野市

下位葉が萎れる。根の先端部が褐
変腐敗している。

茎の維管束は褐変していない。
茎、根とも細菌泥は観察されな
い。褐変部につながる太い根断面
の中心は褐変している(イムノス
トリップ診断Rs陰性)。組織分離
によりF.oxysporumによる立枯病
と診断した。

10月30日 りんどう
上都賀農振管
内

立ち枯れ。 地際部が腐敗。根は脱落。腐敗し
た茎に白色の菌叢・鎌形分生子あ
り。組織内に卵胞子なし。細菌泥
なし。組織分離によりF.solani
による立枯病と診断した。

11月1日 きゅうり 下野市など
モザイク症状が散見される。 RT-PCRの結果、MYSV陽性が２圃

場、陰性が１圃場。

11月1日 トマト 芳賀町

モザイク症状の株があり、TYLCV
に感染しているのか確認してほし
い。

PCRで確認し、TYLCVは陰性であっ
た。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

11月6日

トマト（麗
容、台木：グ
リーンフォー
ス）

小山市

地際に褐変症状がある。地上部に
萎れ症状はない。

根は白く、褐変などは見られな
い。地際の褐変の範囲はわずかで
あるが、茎内部に褐変はなく、表
面のみに症状がある。組織分離し
フザリウム属（oxysorum）が分
離されが、症状と一致しないこと
から、分離されたフザリウムは病
原ではないと考えられた。

11月8日
シネラリア
（桂華）

小山市

葉にモザイク症状が出ている。 イムノストリップ診断でINSV(え
そ斑紋病)陽性、TSWV陰性。シネ
ラリアえそ斑紋病と診断。

11月8日 シネラリア 小山市

プラグ苗。葉にモザイク症状が出
ている。

病徴は確認できない。イムノスト
リップ診断でINSV、TSWVいずれも
陰性。

11月16日 シネラリア 宇都宮市

プラグ苗を10月16日にポットへ定
植、1週間後から葉の葉脈部分が
黄色く変色する症状が発生。被害
が大きいものは、下葉が枯れ、根
張りが悪くなっている。また、新
葉には症状が見られないが、生育
と共に症状が発生している。鉢上
げしたポットほぼ100％の割合で
発生。次いで取り寄せたプラグ苗
についてもポットへ定植後、数
ポットで症状が見られ始めてい
る。虫は小バエが見られた以外は
発生なし。

モザイク様の葉のイムノストリッ
プ診断でTSWV、INSV、CMVいずれ
も陰性｡茎の維管束は褐変してい
ない。経過観察では、新しく展開
した葉に症状は現れない。(２株
中１株は地際部が細くくびれ、褐
変している。組織分離を行うが病
原菌らしきもの出なかった)

11月20日 シネラリア 小山市

葉に輪紋症状が発生した。葉の裏
にアザミウマの幼虫の発生を認め
ている。

えそ斑のある葉のイムノストリッ
プ診断でINSV陽性。シネラリアえ
そ斑紋病と診断

11月21日

トルコギキョ
ウ（ホルテマ
リン、ミンク
リップス他）

芳賀町

下位葉を中心にすす状の斑紋があ
る。葉裏に多い。

病徴、検鏡による分生子の形状か
らトルコギキョウ斑点病と推定。
本県未発生のため横浜植物防疫所
に同定依頼、斑点病と診断。

11月28日
きく（オルリ
ナ）

芳賀町

本品種のみに発生。まばらに数株
ずつ発生。草丈は正常なものより
10cm程度低い。上半分に症状が認
められる。葉の黄化・萎縮、葉と
茎の一部に壊疽、茎の髄部に褐変
と空洞が見られる。アザミウマ
類、アブラムシの発生は見られな
い。着蕾、電照後に症状が出た。

黄化した葉のイムノストリップ診
断でTSWV陽性。キクえそ病と診断

11月28日
水稲（あさひ
の夢）

上三川町

鬼怒川右岸（上三川町）の灰色低
地土ほ場で発生。ほ場を歩くとズ
ボンの裾に粘液が付着する。連続
した５ほ場全てで再生株に発生。
全面ではなく部分的だが、その割
合はほ場によって異なる。収穫前
の発病状況は不明。

稲株サンプルの組織培養により、
黄色の粘ちょう性コロニーが分離
され、アピ20NEキットにより同定
を試みた結果、Xanthomonas
campestrisの可能性が高い結果
が得られた。ほ場における粘液塊
の発生の状況とから、イネ白葉枯
病である可能性が高いと判定し
た。

11月28日 ミニトマト 栃木市

萎れ症状の株が点在していたが、
その後畝づたいに広がっていって
いる感じ。

イムノストリップRs、Cmmは陰
性。導管は褐変しており、上部の
髄はスカスカになっている。根も
褐変している。組織分離をする
と、フザリウムが検出され、菌叢
からPCRを行い、トマト根腐萎凋
病と判定した。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

12月3日

クリスマス
ローズ（チェ
リッシュシ
リーズ）

大田原市

10月頃、症状(萎縮･モザイク)を
発見した。この品種だけ発生して
いる。夏季にハダニ、スリップス
が発生した。イムノストリップ診
断でCMVは陰性だった。(遺伝的な
原因の可能性もあり、種苗会社に
照会中。種苗会社で4種のウイル
ス調べて陰性だったとのこと)

モザイク症状が認められる。えそ
症状はない。モザイク様の葉のイ
ムノストリップ診断でTSWV、
INSV、CMV、Poty、TMVいずれも陰
性｡PCR診断でCarlavirus検出され
ない。原因不明

12月4日
いちご（とち
おとめ）

壬生町

葉の奇形、葉色が黄化しているも
のもある。クラウンは部分的に赤
褐色になっている。根も褐変があ
る。

組織分離したところ、フザリウム
オキシスポラムが分離された。
PCRでいちごに対する病原性を確
認し、陽性だったので、萎黄病と
判定した。

12月7日 しゅんぎく 下野市
葉に褐色で不整系のややくぼんだ
斑点が見られる。

組織分離したが、病原菌が検出さ
れず、病原は特定できなかった。

12月7日 きく（神馬） 壬生町

定植～草丈30cm程度では、症状が
確認出来ず、花芽分化以降下葉か
ら黄化症状が発生。親株にも葉の
黄化が見られる。症状は株の半分
に見られる。ベットの所々（坪
状）に発症している。半身萎凋病
が疑われる。

導管褐変は明瞭ではない。組織分
離によりVerticillium菌を分離
した。半身萎凋病と判定した。

12月11日
六条大麦
（シュンラ
イ）

那須塩原市

葉先の黄化等 第１葉～２葉（下位葉）の黄化が
見られた。麦種子を厚播きし、比
較的生育旺盛の部分に発生が多
かった。症状から、病害ではなく
寒害と見られた。

12月17日
いちご（とち
おとめ）

茂木町

がくに紫色から褐色の褐変がみら
れ、症状が進むと、がく１枚すべ
てが褐変してしまう。

顕鏡したが、病原は確認できな
かった。また組織分離をしたが、
病原菌は分離されなかった。

12月20日
にら（ミラク
ル）

栃木市

夏は白絹病出てない。有機ゴール
ドをまいたところだけ発生。すて
刈りをした時に、株元に白い粒が
あるのに気がついた。

顕鏡でSclerotium属の菌核と判
断されるが、ニラ白絹病の
Sclerotium rolfsiiと判定する
ことはできなかった。地表面やニ
ラに付着している様子は聞き取り
の中ではなかったので、土壌中に
ある菌核なのかニラの病原なのか
の判定が出来なかった。

12月20日 トマト 壬生町

株元から10㎝以内の所の芽かき痕
の所に褐変症状がある。かん水
チューブの水がはねる位置にあ
る。フザリウム株腐れの疑い。

組織分離し、フザリウムソラニが
分離され、フザリウム株腐病と判
断した。

12月20日
いちご（とち
おとめ）

栃木市

マルチ張り以降から萎れる症状が
散見。振興事務所でクラウンを
切ってみたが、炭疽病の菌が顕鏡
で観察されなかったので確認した
い。

イムノストリップPhyt陽性。また
組織分離でPhytophtoraが分離さ
れた。根の褐変は激しい症状だ
が、中心柱は褐変していないこと
から根腐病ではなく疫病と判断し
た。

12月21日

トマト（麗
容、台木：
バックアタッ
ク）

足利市

葉の黄化症状がハウス内に点在し
ている。苦土欠のような下位葉だ
けの症状ではなく、中位葉まで黄
化症状が広がっている。ToCVの疑
い。

RT-PCRの結果、ToCV陰性であっ
た。生理障害の可能性も考えられ
る。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

12月26日 トマト 宇都宮市

しおれはないが、葉に一部黄化、
枯れの症状がある。かいようか確
認したい。

イムノストリップcmm陰性。葉し
かサンプルがなかったので、主茎
の導管は確認できなかったが、葉
柄の導管に褐変なし。かいよう病
ではないと考えられた。

12月28日
こんにゃく
（みやままさ
り）

鹿沼市

新芋でのひび割れ・くぼみの症状
が例年より多く発生。局所的では
なく全体的に発生している。生育
期間中は特に異常は見られなかっ
た。

芋を切開した断面は特に異常は見
られなかった。顕鏡では菌が確認
できなかった。組織分離で細菌が
分離されたため、APIで検定を
行った。検定の結果、病原性の細
菌は確認されなかった。原因不
明。
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７　病害虫侵入警戒調査

１）チチュウカイミバエ侵入警戒調査

　我が国未発生のチチュウカイミバエの発生を警戒するため、侵入の危険性が高いと推察される

地点において、早期発見のため誘引トラップを設置して調査した。

　表１　調査期間、調査場所及び誘引状況

4～11月 大田原市戸野内 果樹栽培地 1 0

〃 芳賀町稲毛田 果樹栽培地 1 0

〃 宇都宮市簗瀬町 宇都宮市中央卸売市場 1 0

〃 宇都宮市瓦谷町 果樹栽培地 1 0

〃 栃木市大塚町 果樹栽培地 1 0

〃 小山市下河原田 栃木県南公設卸売市場 1 0

合計 6 6 0

２）りんご火傷病発生警戒調査

　りんご及びなしの発生予察調査において、りんご火傷病を調査項目として加え、定期的に産地の

発生警戒調査を行った。

　表２　調査期間、調査場所及び誘引状況

5～8月 矢板市長井 りんご  2 0

〃 宇都宮市石那田町 りんご  2 0

〃 大田原市湯津上 なし  2 0

〃 那須烏山市中山 なし  1 0

〃 高根沢町大谷 なし  1 0

〃 市貝町続谷 なし  1 0

〃 芳賀町稲毛田 なし  2 0

〃 芳賀町上稲毛田 なし  1 0

〃 宇都宮市平出町 なし  1 0

〃 宇都宮市板戸町 なし  2 0

〃 鹿沼市栃窪 なし  1 0

〃 小山市荒井 なし  1 0

〃 小山市南飯田 なし  1 0

〃 佐野市下羽田町 なし  1 0

〃 佐野市村上町 なし  1 0

合計 14 - 20 0

設置期間 調査場所 トラップ設置場所

調査期間 調査場所

6

調査樹種
発生葉率
（％）

誘殺数

調査
地点数

設置数
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第３章　予察調査
　１　病害虫発生予察調査における地域区分図
　　１）市町と県地域区分図

　　２）農業振興事務所担当地域区分図
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　２　予察調査ほ場及び乾式予察灯等の設置状況

　　１）普通作物病害虫発生予察ほ場

　　　（１）水　稲

調査地点 作型 作付品種

那須町沼野井 早植 コシヒカリ

那須塩原市埼玉 早植 なすひかり

那須塩原市東赤田 早植 コシヒカリ

大田原市戸野内 早植 コシヒカリ（直播）

大田原市桧木沢 早植 コシヒカリ

大田原市親園 早植 コシヒカリ

大田原市蛭畑 早植 コシヒカリ

那珂川町小川 早植 コシヒカリ

那須烏山市滝田 早植 コシヒカリ

那須烏山市福岡 早植 コシヒカリ（直播）・コシヒカリ

塩谷町玉生 早植 コシヒカリ

矢板市矢板 早植 コシヒカリ

さくら市上河戸 早植 コシヒカリ

さくら市蒲須坂 早植 コシヒカリ

高根沢町花岡 早植 コシヒカリ

茂木町飯 早植 あさひの夢

市貝町市塙 早植 コシヒカリ

益子町北中 早植 コシヒカリ・あさひの夢

芳賀町祖母井 早植 コシヒカリ

真岡市亀山 早植 コシヒカリ

真岡市青田 早植 とちぎの星

宇都宮市逆面町 早植 コシヒカリ

宇都宮市横山町 早植 コシヒカリ

宇都宮市雀宮町 早植 コシヒカリ

上三川町上三川 早植 コシヒカリ

日光市小林 早植 コシヒカリ

日光市木和田島 早植 コシヒカリ

鹿沼市酒野谷 早植 コシヒカリ

鹿沼市久野 早植 コシヒカリ

下野市小金井 早植・普通植 コシヒカリ・とちぎの星

小山市小薬 早植 夢あおば・とちぎの星

小山市石ノ上 早植 とちぎの星

壬生町助谷 早植 コシヒカリ

栃木市西方町本郷 早植 コシヒカリ

栃木市惣社町 普通植 とちぎの星

栃木市大平町真弓 早植・普通植 コシヒカリ、あさひの夢

栃木市藤岡町富吉 早植 コシヒカリ、あさひの夢

佐野市堀米町 普通植 とちぎの星

足利市県町 普通植 あさひの夢

　

地域名

県北部

那須

塩谷
南那須

県中部

芳賀

河内

上都賀

県南部

下都賀

安足
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　　　（２）麦　類

調査地点 作付品種 麦種

大田原市南金丸 ニューサチホゴールデン 二条大麦

大田原市実取 ニューサチホゴールデン 二条大麦

那須烏山市大桶 シュンライ 六条大麦

塩谷町大久保 シュンライ 六条大麦

さくら市松山新田 イワイノダイチ 小麦

さくら市葛城 シュンライ 六条大麦

高根沢町石末 サチホゴールデン 二条大麦

芳賀町下高根沢 シュンライ 六条大麦

芳賀町西高橋 タマイズミ 小麦

真岡市根本 サチホゴールデン 二条大麦

宇都宮市芦沼町 ゆめかおり 小麦

宇都宮市平出町 サチホゴールデン 二条大麦

上都賀 鹿沼市楡木 シュンライ 六条大麦

小山市卒島 アスカゴールデン 二条大麦

小山市小袋 イワイノダイチ 小麦

壬生町中泉 シュンライ 六条大麦

栃木市大塚町 ニューサチホゴールデン 二条大麦

栃木市藤岡町蛭沼 さとのそら 小麦

佐野市並木町 サチホゴールデン 二条大麦

足利市　百頭町 サチホゴールデン 二条大麦

　　　（３）大　豆

調査地点 作付品種

那須塩原市鍋掛 里のほほえみ

大田原市南金丸 里のほほえみ

大田原市実取 里のほほえみ

那須烏山市三箇 里のほほえみ

塩谷町大宮 里のほほえみ

矢板市安沢 里のほほえみ

高根沢町大谷 里のほほえみ

益子町生田目 里のほほえみ

芳賀町下延生 里のほほえみ

宇都宮市海道町 里のほほえみ

宇都宮市平出町 里のほほえみ

上都賀 日光市木和田島 里のほほえみ

小山市福良 里のほほえみ

小山市小袋 里のほほえみ

栃木市寄居町 里のほほえみ

地域名

県北部

県中部

那須

塩谷
南那須

芳賀

河内

下都賀

安足

地域名

県南部

那須

県中部

塩谷
南那須

芳賀

河内

県南部 下都賀
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　　２）野菜病害虫発生予察ほ場

　　　（１）いちご

調査地点 作付品種

大田原黒羽向町 とちおとめ

大田原市実取 とちおとめ

那珂川町馬頭北向田 とちおとめ

さくら市富野岡 とちおとめ

高根沢町大字石末 とちおとめ

真岡市田島 とちおとめ

真岡市西沼 とちおとめ

真岡市田島 とちおとめ

真岡市物井 とちおとめ

真岡市大根田 とちおとめ

真岡市古山 とちおとめ

真岡市砂ヶ原 とちおとめ

真岡市長沼 とちおとめ

宇都宮市上小倉 とちおとめ・スカイベリー

宇都宮市羽牛田 とちおとめ・スカイベリー

上三川町上神主 とちおとめ

鹿沼市塩山町 とちおとめ

鹿沼市磯町 とちおとめ

鹿沼市野沢町 とちおとめ

下野市仁良川 とちおとめ・スカイベリー

小山市福良 とちおとめ・スカイベリー

小山市小薬 とちおとめ

壬生町七ツ石 とちおとめ

栃木市西方町元 とちおとめ

栃木市西方町本城 とちおとめ

栃木市国府町 とちおとめ

栃木市寄居町 とちおとめ

栃木市大平町牛久 とちおとめ

佐野市小中町 とちおとめ

佐野市小中町 とちおとめ・スカイベリー

足利市山川町 とちおとめ・スカイベリー

足利市県町 とちおとめ

塩谷
南那須

上都賀

下都賀

河内

地域名

県北部

那須

安足

県南部

芳賀
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　　　（２）トマト

調査地点 作型

大田原市湯津上蛭田 促成

大田原市余瀬 夏秋

大田原市美原 夏秋

塩谷南那須 那珂川町和見 促成

芳賀町稲毛田 促成長期どり

真岡市西田井 促成長期どり

宇都宮市芦沼町 夏秋

宇都宮市下金井町 夏秋

宇都宮市鐺山町 促成長期どり

上三川町上郷 促成長期どり

上三川町東蓼沼 促成

鹿沼市上日向 促成

鹿沼市上日向 促成

野木町南赤塚 促成長期どり

小山市小薬 促成長期どり

小山市喜沢 夏秋

小山市武井 夏秋

壬生町安塚 促成

栃木市田村町 促成長期どり

足利市野田町 促成

足利市県町 促成

　　　　　

　　　（３）きゅうり

調査地点 備考

宇都宮市柳田町

宇都宮市柳田町

下野市上古山

下野市薬師寺

下野市田中

小山市東黒田

小山市卒島

安足 佐野市伊保内町

　

　　　（４）に　ら

調査地点 備考

大田原市奥沢

大田原市蛭田

塩谷南那須 さくら市箱森新田

真岡市下籠谷

真岡市久下田

河内 上三川町上蒲生

鹿沼市上日向

鹿沼市塩山町

下野市磯部

栃木市惣社町

下都賀

安足

県南部 下都賀

那須

河内

芳賀

上都賀

県中部

上都賀

県中部 河内

地域名

県北部
那須

県中部

芳賀

県南部
下都賀

地域名

県北部

地域名
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　　　（５）な　す

調査地点 作型

那須 大田原市荒井 夏秋

那珂川町小口 夏秋

さくら市下河戸 夏秋

真岡市上大沼 夏秋

真岡市中 夏秋

河内 宇都宮市鐺山町 夏秋

上都賀 鹿沼市上石川 夏秋

下都賀 下野市国分寺町 夏秋

安足 佐野市小見町 夏秋

　　　（６）ねぎ(巡回調査地点） 　

調査地点 調査ほ場数

県北部 那須 大田原市平沢 ２圃場

県中部 河内 宇都宮市新里町 ２圃場

下野市川名子 ２圃場

小山市福良 ２圃場

　　　（７）たまねぎ（巡回調査地点） 　

調査地点 調査ほ場数

芳賀 真岡市長沼 ２圃場

宇都宮市鐺山町、真岡市下大曽 ２圃場

上三川町東蓼沼 ２圃場

県南部 下都賀 下野市川島、仁良川 ２圃場

　　　（８）きゃべつ(巡回調査地点) 　

調査地点 調査ほ場数

小山市田間 ２圃場

野木町川田 ３圃場

　　　（９）レタス(巡回調査地点) 　

調査地点 調査ほ場数

小山市武井 ２圃場

野木町川田 ２圃場

県南部 下都賀

地域名

県南部 下都賀

芳賀

地域名

県南部 下都賀

県中部
河内

地域名

県南部

地域名

地域名

県北部 塩谷
南那須

県中部
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　　３）果樹、花き病害虫発生予察ほ場

　　　（１）な　し

調査地点 備考

大田原市湯津上

大田原市湯津上

那須烏山市中山

高根沢町大谷

市貝町続谷

芳賀町稲毛田

芳賀町稲毛田

芳賀町上稲毛田

宇都宮市平出町

宇都宮市板戸町

宇都宮市板戸町

上都賀 鹿沼市栃窪

小山市荒井

小山市南飯田

佐野市下羽田町

佐野市村上町

　　　（２）ぶどう

調査地点 備考

県中部 河内 宇都宮市満美穴町

栃木市大平町富田

栃木市大平町西山田

栃木市岩舟町静

栃木市岩舟町曲ヶ島

　　　（３）りんご

調査地点 備考

矢板市長井

矢板市長井

宇都宮市石那田町

宇都宮市石那田町

　　　（４）き　く

調査地点 備考

大田原市鹿畑 輪ぎく

大田原市戸野内 スプレー菊

塩谷町大久保 スプレー菊

塩谷町大宮 スプレー菊

真岡市飯貝 スプレー菊

真岡市飯貝 スプレー菊

真岡市飯貝 スプレー菊

芳賀

河内

塩谷
南那須

県中部 河内

地域名

地域名

地域名

県北部

那須

県北部
塩谷
南那須

県中部

地域名

県南部 下都賀

県中部 芳賀

安足

県北部
塩谷
南那須

県南部

下都賀

那須
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　　４）乾式予察灯設置状況

　　　（１）白熱予察灯（６０Ｗ白熱灯）

調査地点

県北部 那須 大田原市戸野内

県中部 河内 宇都宮市瓦谷町（農試本場）

小山市小薬

栃木市大塚町(いちご研究所)

　　５）フェロモントラップ設置状況

　　　（１）ニカメイガ（病害虫防除員（※）を含む）

調査地点 調査期間 対象作物

芳賀 市貝町赤羽※

宇都宮市瓦谷町（農試本場）

上三川町大字梁※

下野市田中※

小山市小薬

　　　（２）クモヘリカメムシ（病害虫防除員（※）を含む）

調査地点 調査期間 対象作物

県北 塩谷南那須矢板市玉田※ ６月～８月

芳賀町稲毛田（冨士山自然公園） ６月～９月

茂木町飯※ ６月～８月

河内 宇都宮市瓦谷町(農試本場） ６月～９月

県中

県南部 下都賀

芳賀

（設置方法）
武田式乾式トラップ粘着シートの粘着しない面を合わせた両面粘着シート両面にフェロモン
剤を１つずつ付け、シートを高さ約１ｍに粘着面が垂直になるように設置

稲

地域名 調査期間

５月～９月

県南部 下都賀

(調査対象害虫）
セジロウンカ、トビイロウンカ、ヒメトビウンカ、ツマグロヨコバイ、イナズマヨコバイ、ニカメイ
ガ、コブノメイガ、イネミズゾウムシ、クモヘリカメムシ、ホソハリカメムシ、アカヒゲホソミドリカ
スミカメ、アカスジカスミカメ、コガネムシ類

地域名

県中部

５月～８月 稲
河内

（設置方法）
フェロモン剤を取り付けた武田式乾式トラップを高さ約１ｍに水平に設置

地域名
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　　４）乾式予察灯設置状況

　　　（１）白熱予察灯（６０Ｗ白熱灯）

調査地点

県北部 那須 大田原市戸野内

県中部 河内 宇都宮市瓦谷町（農試本場）

小山市小薬

栃木市大塚町(いちご研究所)

　　５）フェロモントラップ設置状況

　　　（１）ニカメイガ（病害虫防除員（※）を含む）

調査地点 調査期間 対象作物

芳賀 市貝町赤羽※

宇都宮市瓦谷町（農試本場）

上三川町大字梁※

下野市田中※

小山市小薬

　　　（２）クモヘリカメムシ（病害虫防除員（※）を含む）

調査地点 調査期間 対象作物

県北 塩谷南那須矢板市玉田※ ６月～８月

芳賀町稲毛田（冨士山自然公園） ６月～９月

茂木町飯※ ６月～８月

河内 宇都宮市瓦谷町(農試本場） ６月～９月

県中

県南部 下都賀

芳賀

（設置方法）
武田式乾式トラップ粘着シートの粘着しない面を合わせた両面粘着シート両面にフェロモン
剤を１つずつ付け、シートを高さ約１ｍに粘着面が垂直になるように設置

稲

地域名 調査期間

５月～９月

県南部 下都賀

(調査対象害虫）
セジロウンカ、トビイロウンカ、ヒメトビウンカ、ツマグロヨコバイ、イナズマヨコバイ、ニカメイ
ガ、コブノメイガ、イネミズゾウムシ、クモヘリカメムシ、ホソハリカメムシ、アカヒゲホソミドリカ
スミカメ、アカスジカスミカメ、コガネムシ類

地域名

県中部

５月～８月 稲
河内

（設置方法）
フェロモン剤を取り付けた武田式乾式トラップを高さ約１ｍに水平に設置

地域名
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　　　（３）ホソヘリカメムシ（病害虫防除員（※）を含む）

調査地点 調査期間 対象作物

那須 那須塩原市下中野※

塩谷南那須さくら市長久保※

芳賀町稲毛田（冨士山自然公園）

益子町大字上山※

河内 宇都宮市瓦谷町(農試本場）

上都賀 日光市木和田島※

県南部 下都賀 栃木市大塚町(いちご研究所）

　　　（４）チャバネアオカメムシ（病害虫防除員（※）を含む）

調査地点 調査期間 対象作物

那須 那須烏山市興野※

塩谷南那須 矢板市平野※

芳賀 芳賀町稲毛田（冨士山自然公園） ４月～９月

宇都宮市古賀志町※ ５月～９月

宇都宮市瓦谷町(農試本場） ４月～９月

県南部 安足 佐野市上羽田※ ５月～９月

　　　（５）ハスモンヨトウ（病害虫防除員（※）を含む）

調査地点 調査期間 対象作物

那須 大田原市実取※

塩谷南那須塩谷町大久保※

芳賀 芳賀町下延生※

河内 宇都宮市瓦谷町(農試本場） ４月～１１月

上都賀 鹿沼市佐目町※ ６月～１０月

栃木市大塚町(いちご研究所） ４月～１１月

栃木市大平町※

小山市小薬※

野木町佐川野※

安足 足利市瑞穂野町※

　　　（６）オオタバコガ（病害虫防除員（※）を含む）

調査地点 調査期間 対象作物

那須 那須町稲沢※

塩谷南那須那珂川町久那瀬※

芳賀 真岡市茅堤※

宇都宮市瓦谷町(農試本場） ４月～１１月

上三川町上三川※

壬生町壬生乙※

栃木市大塚町(いちご研究所） ４月～１１月

大豆、トマト、
きゅうり、な
す、いちご、は
くさい、きゃべ
つ、だいこん、
レタス、さとい
も、ねぎ

６月～１０月

県中部

県北部

県中部
大豆５月～９月

県北部

地域名

なし

河内

(設置方法）
フェロモン剤を取り付けたコガネコール・マダラコール用誘引器（黄色）を高さ約１ｍになるよ
うに設置

５月～９月

６月～１０月

下都賀

６月～１０月

地域名

（設置方法）
武田式乾式トラップ粘着シートの粘着しない面を合わせた両面粘着シート両面にフェロモン
剤を１つずつ付け、シートを高さ約１ｍに粘着面が垂直になるように設置

地域名

芳賀

県北部

県中部

県南部
下都賀

(設置方法）
フェロモン剤を取り付けたファネルトラップを高さ約１ｍに設置

地域名

県中部
河内

県北部
６月～１０月

トマト、なす、レ
タス

県南部

(設置方法）
フェロモン剤を貼り付けた武田式乾式トラップを高さ約１ｍに水平に設置
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　　　（７）コナガ

調査地点 調査期間 対象作物

県中部 河内 宇都宮市瓦谷町(農試本場）

県南部 下都賀 栃木市大塚町(いちご研究所）

　　　（８）ナシヒメシンクイ、リンゴコカクモンハマキ（病害虫防除員（※）を含む）

調査地点 調査期間 対象作物

高根沢町亀梨※（ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲのみ） ４月～１０月

那須烏山市滝

河内 宇都宮市下田原町

芳賀 芳賀町稲毛田（冨士山自然公園）
（ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲのみ）

　　　（９）チチュウカイミバエ

調査地点 調査期間 対象作物

県北部 那須 大田原市戸野内

芳賀 芳賀町稲毛田（冨士山自然公園）

宇都宮市瓦谷町(農試本場）

宇都宮市簗瀬町（青果市場）

栃木市大塚町(いちご研究所）

小山市下川原田（青果市場）

　　６）粘着板設置状況

　　　（１）黄色粘着板（有翅アブラムシ類）

調査地点 調査期間 対象作物

県北部 那須 大田原市戸野内 ４月～１０月

県中部 河内 宇都宮市瓦谷町(農試本場）

県南部 下都賀 栃木市大塚町（いちご研究所）

県中部

はくさい、キャ
ベツ、だいこん

４月～１１月

県南部

県北部 塩谷南那須

なし、りんご

地域名

(設置方法）
フェロモン剤を貼り付けた武田式乾式トラップを高さ約１ｍに水平に設置

地域名

３月～１０月
（ﾘﾝｺﾞｺｶｸﾓﾝﾊ
ﾏｷは５～１０

月）

（設置方法）
誘引剤を取り付けたスタイナー型トラップを高さ約１ｍに設置

地域名

大豆、なし、り
んご、トマト、
きゅうり、な
す、いちご、は
くさい、きゃべ
つ、だいこん、
レタス、さとい
も、たまねぎ、
ねぎ、ゆうが
お、きく

（設置方法）
黄色粘着板を粘着面が高さ約１ｍになるように水平に設置

４月～１１月

下都賀

（設置方法）
フェロモン剤を貼り付けた武田式乾式トラップをなし園内の高さ約１ｍに水平に設置

地域名

４月～１１月 果樹類等
県中部

河内
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　　　（７）コナガ

調査地点 調査期間 対象作物

県中部 河内 宇都宮市瓦谷町(農試本場）

県南部 下都賀 栃木市大塚町(いちご研究所）

　　　（８）ナシヒメシンクイ、リンゴコカクモンハマキ（病害虫防除員（※）を含む）

調査地点 調査期間 対象作物

高根沢町亀梨※（ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲのみ） ４月～１０月

那須烏山市滝

河内 宇都宮市下田原町

芳賀 芳賀町稲毛田（冨士山自然公園）
（ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲのみ）

　　　（９）チチュウカイミバエ

調査地点 調査期間 対象作物

県北部 那須 大田原市戸野内

芳賀 芳賀町稲毛田（冨士山自然公園）

宇都宮市瓦谷町(農試本場）

宇都宮市簗瀬町（青果市場）

栃木市大塚町(いちご研究所）

小山市下川原田（青果市場）

　　６）粘着板設置状況

　　　（１）黄色粘着板（有翅アブラムシ類）

調査地点 調査期間 対象作物

県北部 那須 大田原市戸野内 ４月～１０月

県中部 河内 宇都宮市瓦谷町(農試本場）

県南部 下都賀 栃木市大塚町（いちご研究所）

県中部

はくさい、キャ
ベツ、だいこん

４月～１１月

県南部

県北部 塩谷南那須

なし、りんご

地域名

(設置方法）
フェロモン剤を貼り付けた武田式乾式トラップを高さ約１ｍに水平に設置

地域名

３月～１０月
（ﾘﾝｺﾞｺｶｸﾓﾝﾊ
ﾏｷは５～１０

月）

（設置方法）
誘引剤を取り付けたスタイナー型トラップを高さ約１ｍに設置

地域名

大豆、なし、り
んご、トマト、
きゅうり、な
す、いちご、は
くさい、きゃべ
つ、だいこん、
レタス、さとい
も、たまねぎ、
ねぎ、ゆうが
お、きく

（設置方法）
黄色粘着板を粘着面が高さ約１ｍになるように水平に設置

４月～１１月

下都賀

（設置方法）
フェロモン剤を貼り付けた武田式乾式トラップをなし園内の高さ約１ｍに水平に設置

地域名

４月～１１月 果樹類等
県中部

河内
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　　　（２）青色粘着板（アザミウマ類）

調査地点 調査期間 対象作物

県北部 那須 大田原市戸野内

芳賀 真岡市飯貝

河内 宇都宮市瓦谷町(農試本場） ４月～１１月

下野市上古山 ４月～１０月

栃木市大塚町（いちご研究所） ４月～１１月

４月～１０月

県中部

（設置方法）
青色粘着板を粘着面の中央が高さ約１ｍになるように垂直に設置

地域名

ぶどう、きゅう
り、なす、いち
ご、たまねぎ、
ねぎ、きく

県南部 下都賀
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３　各種調査結果

　１）水稲病害虫調査結果

　（１）病害虫発生予察ほ場における病害虫の発生状況

調査日：（７月上旬）6月26日～7月6日 （７月中旬）7月9日～13日 （８月上旬）7月30日～8月10日
　　　　（８月下旬～９月）8月20日～9月5日　　

　① 葉いもち  　（発生株率％）
時　　期 地　域 ３０年 平年 ２９年 ２８年 ２７年 ２６年 ２５年 ２４年 ２３年 ２２年 ２1年 ２０年

平　均 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.1 0.2 0.1
７月上旬 北　部 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

中　部 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0
南　部 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.5 0.5
平　均 1.1 1.0 0.4 2.1 0.3 0.3 0.2 0.0 0.3 1.3 3.0 2.2

７月中旬 北　部 0.0 0.7 0.2 1.4 0.7 0.1 0.0 0.0 0.0 0.3 0.5 4.0
中　部 3.1 1.0 0.8 1.0 0.2 0.6 0.6 0.0 0.7 0.2 6.0 0.1
南　部 0.0 1.5 0.3 4.8 0.0 0.0 0.0 0.1 0.4 4.2 2.7 2.5
平　均 0.5 2.3 0.7 5.3 4.3 1.7 1.4 0.1 0.4 0.3 5.9 3.0

８月上旬 北　部 0.1 1.7 0.3 3.9 4.3 0.2 1.4 0.0 0.1 0.0 0.4 6.7
　 中　部 1.1 1.1 1.6 0.6 0.2 0.6 2.0 0.0 0.5 0.4 4.7 0.6

南　部 0.3 4.8 0.1 14.1 10.0 5.5 0.5 0.4 0.8 0.5 15.8 0.8
注）平年値は過去10年間のデータの平均値

　② 穂いもち（発病穂率） 　（発生穂率％）
時　　期 地　域 ３０年 平年 ２９年 ２８年 ２７年 ２６年 ２５年 ２４年 ２３年 ２２年 ２１年 ２０年

平　均 0.0 0.3 0.1 0.1 0.1 1.0 0.2 0.0 0.1 0.1 0.3 0.6
８月下旬　 北　部 0.0 0.6 0.1 0.3 0.3 3.6 0.5 0.0 0.0 0.0 0.1 1.3
　～９月 中　部 0.1 0.1 0.2 0.0 0.1 0.0 0.3 0.0 0.1 0.1 0.3 0.3

南　部 0.0 0.1 0.0 0.0 0.3 0.1 0.1 0.0 0.1 0.0 0.6 0.1
注）平年値は過去10年間のデータの平均値

　③ 穂いもち（被害度）
時　　期 地　域 ３０年 平年 ２９年 ２８年 ２７年 ２６年 ２５年 ２４年 ２３年 ２２年 ２１年 ２０年

平　均 0.02 0.13 0.08 0.06 0.09 0.55 0.10 0.00 0.03 0.03 0.14 0.21
８月下旬　 北　部 0.01 0.32 0.06 0.14 0.21 2.01 0.22 0.00 0.01 0.02 0.06 0.48
　～９月 中　部 0.03 0.07 0.15 0.00 0.05 0.02 0.13 0.00 0.05 0.05 0.12 0.10

南　部 0.00 0.07 0.00 0.02 0.11 0.02 0.09 0.00 0.03 0.04 0.31 0.03
注）平年値は過去10年間のデータの平均値

　被害度＝ａ＋０．６６ｂ＋０．２６ｃ
　　　 ａ：穂首いもち発病穂率
　　　 ｂ：１／３以上の枝梗発病穂率
　　　 ｃ：１／３未満の枝梗発病穂率

　
　　葉いもち（８月上旬） 穂いもち（８月下旬～９月上旬）

注）平成２３年１０月１日の栃木市合併(旧西方町)により、２４年から西方町データを県南部扱い
　　として平年値を再計算した。２３年以前は上都賀郡のため県中部に含まれる。
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　④ 紋枯病 　（発生株率％）
時　　期 地　域 ３０年 平年 ２９年 ２８年 ２７年 ２６年 ２５年 ２４年 ２３年 ２２年 ２１年 ２０年

平　均 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.2 0.2 0.3
７月上旬 北　部 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

　 中　部 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.6 0.6 0.8
南　部 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
平　均 0.7 0.6 0.1 0.9 1.0 0.3 0.3 0.0 0.4 1.7 1.3 0.2

７月中旬 北　部 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.4 0.3 0.8 0.1
　 中　部 0.3 0.6 0.0 0.4 0.0 0.4 0.1 0.0 0.1 1.9 2.7 0.4

南　部 2.2 1.3 0.5 2.8 3.8 0.5 0.7 0.0 0.7 3.4 0.1 0.0
平　均 2.3 2.4 2.2 2.4 2.9 0.2 1.8 0.8 2.3 3.4 5.0 3.5

８月上旬 北　部 0.4 1.4 0.6 0.8 2.6 0.2 1.1 1.6 1.5 1.0 3.2 1.6
　 中　部 1.0 2.8 4.5 1.1 1.4 0.0 1.6 0.0 1.2 6.0 6.1 5.6

南　部 7.1 3.5 1.2 6.6 5.5 0.5 3.2 0.6 5.2 3.2 6.1 3.5
平　均 10.4 7.0 15.4 4.9 6.6 3.3 3.1 3.7 5.8 6.2 11.3 9.6

８月下旬　 北　部 5.3 7.4 15.3 7.8 8.3 3.2 1.2 6.3 7.3 6.9 11.7 6.2
　～９月 中　部 14.5 6.9 17.2 0.2 1.4 1.6 8.2 2.2 6.1 7.9 14.0 10.4

　 南　部 12.2 7.3 12.9 7.0 11.5 5.7 4.7 4.4 3.3 3.3 6.8 13.4
注）平年値は過去10年間のデータの平均値

　⑤ 縞葉枯病 　（発生株率％）
時　　期 地　域 ３０年 平年 ２９年 ２８年 ２７年 ２６年 ２５年 ２４年 ２３年 ２２年 ２１年 ２０年

平　均 0.3 0.5 0.4 0.5 0.8 1.5 1.1 0.2 0.1 0.1 0.1 0.0
７月上旬 北　部 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.04 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

　 中　部 0.2 0.4 0.3 0.5 1.0 1.4 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
南　部 0.9 1.3 1.2 1.0 1.9 4.0 3.1 0.7 0.5 0.3 0.5 0.0
平　均 0.7 1.0 1.4 0.8 1.7 1.7 1.8 0.9 0.6 0.1 0.3 0.2

７月中旬 北　部 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
　 中　部 0.6 0.8 1.3 1.3 1.5 1.9 1.2 0.4 0.0 0.0 0.2 0.0

南　部 1.6 2.5 3.4 1.2 4.5 3.9 5.2 2.9 2.3 0.4 0.9 0.7
平　均 2.6 2.0 1.7 1.6 2.5 4.5 5.6 1.5 2.0 0.3 0.2 0.4

８月上旬 北　部 0.9 0.3 0.4 0.1 0.4 0.8 0.7 0.1 0.0 0.2 0.0 0.0
　 中　部 3.1 1.7 2.5 1.1 2.4 4.0 5.4 1.1 0.3 0.1 0.1 0.0

南　部 4.6 5.1 2.4 4.4 5.7 10.7 13.4 4.1 7.2 0.7 0.7 1.5
平　均 2.9 3.2 2.2 3.1 3.3 5.2 7.5 3.4 3.0 0.4 0.9 2.9

８月下旬　 北　部 1.3 0.4 0.0 0.3 1.3 1.2 0.6 0.0 0.1 0.1 0.0 0.1
　～９月 中　部 2.8 2.5 1.4 2.9 3.5 7.7 4.8 1.6 0.8 0.2 0.3 1.5

　 南　部 5.2 8.4 6.7 7.4 6.1 7.8 21.6 10.9 10.5 1.0 3.1 9.1
注）平年値は過去10年間のデータの平均値

　　　　 　縞葉枯病（７月中旬） 縞葉枯病（８月下旬～９月上旬）

程度 無 散見 中・多・甚

発生株率(%) 0 １未満 1～10 11～20 21以上

記号 × △ ○ ▲ ●

Ｒ：抵抗性品種の作付

少
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　⑥ 稲こうじ病 　（発生穂率％）
時　　期 地　域 ３０年 平年 ２９年 ２８年 ２７年 ２６年 ２５年 ２４年 ２３年 ２２年 ２１年 ２０年

平　均 0.8 2.2 2.8 1.6 0.1 0.5 1.6 0.3 2.6 2.5 7.1 2.9
８月下旬　 北　部 0.4 3.5 2.1 1.6 0.1 0.6 4.6 0.0 5.0 2.6 13.2 5.0
　～９月 中　部 1.6 2.1 4.6 1.9 0.0 1.4 1.6 0.3 1.7 3.5 4.1 2.1

南　部 0.3 0.8 1.2 1.3 0.2 0.2 0.3 0.0 0.3 1.1 1.7 1.3
注）平年値は過去10年間のデータの平均値

　⑦ イネドロオイムシ 　（発生株率％）
時　　期 地　域 ３０年 平年 ２９年 ２８年 ２７年 ２６年 ２５年 ２４年 ２３年 ２２年 ２１年 ２０年

平　均 0.2 0.8 0.6 0.3 0.5 0.2 0.9 0.4 0.6 2.0 0.8 1.5
７月上旬 北　部 0.1 1.0 0.2 0.2 0.5 0.0 1.0 0.4 1.0 3.5 1.8 1.5

　 中　部 0.5 1.1 1.5 0.5 0.8 0.6 1.4 0.7 0.6 1.9 0.3 2.7
南　部 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

注）平年値は過去10年間のデータの平均値

　⑧ イネツトムシ 　（発生株率％）
時　　期 地　域 ３０年 平年 ２９年 ２８年 ２７年 ２６年 ２５年 ２４年 ２３年 ２２年 ２１年 ２０年

平　均 0.0 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.3 0.1 0.0
７月上旬 北　部 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0

　 中　部 0.0 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0
南　部 0.0 0.1 0.0 0.2 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.4 0.1 0.1
平　均 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1

７月中旬 北　部 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.2 0.1
　 中　部 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.2

南　部 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.2 0.1 0.1
平　均 0.2 0.3 0.0 0.1 0.4 0.2 1.1 0.1 0.2 0.8 0.3 0.3

8月上旬 北　部 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0
　 中　部 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0

南　部 0.0 1.3 0.0 0.4 1.5 0.5 4.3 0.2 0.9 2.8 1.1 1.0
注）平年値は過去10年間データの平均値

　⑨ 心枯茎 　（発生株率％）
時　　期 地　域 ３０年 平年 ２９年 ２８年 ２７年 ２６年 ２５年 ２４年 ２３年 ２２年 ２１年 ２０年

平　均 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.1 0.5 0.0 0.1 0.2 0.2 0.0
７月上旬 北　部 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.1 0.1 0.3 0.1

　 中　部 0.1 0.3 0.0 0.0 0.2 0.3 1.2 0.1 0.2 0.4 0.1 0.0
南　部 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
平　均 0.1 0.3 0.1 0.1 0.0 0.3 0.5 0.1 0.4 0.3 0.4 0.3

７月中旬 北　部 0.1 0.2 0.1 0.0 0.0 0.2 0.3 0.1 0.4 0.0 0.5 0.5
　 中　部 0.2 0.5 0.3 0.2 0.0 0.5 1.1 0.2 0.8 0.9 0.5 0.2

南　部 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
平　均 0.1 0.2 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.4 0.5 0.1 0.2 0.1

８月上旬 北　部 0.1 0.2 0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 0.2 1.1 0.1 0.2 0.1
　 中　部 0.1 0.2 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.8 0.2 0.1 0.3 0.2

南　部 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0
注）平年値は過去10年間のデータの平均値

　⑩ 白穂 　（発生穂率％）
時　　期 地　域 ３０年 平年 ２９年 ２８年 ２７年 ２６年 ２５年 ２４年 ２３年 ２２年 ２１年 ２０年

平　均 0.02 0.02 0.02 0.01 0.00 0.03 0.04 0.05 0.02 0.01 0.02 0.02
８月下旬　 北　部 0.01 0.03 0.03 0.02 0.02 0.05 0.04 0.01 0.02 0.02 0.03 0.03
　～９月 中　部 0.04 0.03 0.01 0.00 0.00 0.06 0.11 0.06 0.04 0.01 0.02 0.02

南　部 0.02 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01 0.00 0.01 0.01 0.00 0.01 0.00

（２）育苗箱における病害の発生状況 　（発生箱率％）
３０年 平年 ２９年 ２８年 ２７年 ２６年 ２５年 ２４年 ２３年 ２２年 ２１年 ２０年
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.02 0.00
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01 0.03 0.01
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
0.01 0.03 0.01 0.01 0.00 0.01 0.01 0.04 0.16 0.00 0.10 0.03

注１）調査日：4月12、16日

注２）平年値は過去10年間のデータの平均値

病害名
苗立枯病
ムレ苗
細菌病
ばか苗病
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　⑥ 稲こうじ病 　（発生穂率％）
時　　期 地　域 ３０年 平年 ２９年 ２８年 ２７年 ２６年 ２５年 ２４年 ２３年 ２２年 ２１年 ２０年

平　均 0.8 2.2 2.8 1.6 0.1 0.5 1.6 0.3 2.6 2.5 7.1 2.9
８月下旬　 北　部 0.4 3.5 2.1 1.6 0.1 0.6 4.6 0.0 5.0 2.6 13.2 5.0
　～９月 中　部 1.6 2.1 4.6 1.9 0.0 1.4 1.6 0.3 1.7 3.5 4.1 2.1

南　部 0.3 0.8 1.2 1.3 0.2 0.2 0.3 0.0 0.3 1.1 1.7 1.3
注）平年値は過去10年間のデータの平均値

　⑦ イネドロオイムシ 　（発生株率％）
時　　期 地　域 ３０年 平年 ２９年 ２８年 ２７年 ２６年 ２５年 ２４年 ２３年 ２２年 ２１年 ２０年

平　均 0.2 0.8 0.6 0.3 0.5 0.2 0.9 0.4 0.6 2.0 0.8 1.5
７月上旬 北　部 0.1 1.0 0.2 0.2 0.5 0.0 1.0 0.4 1.0 3.5 1.8 1.5

　 中　部 0.5 1.1 1.5 0.5 0.8 0.6 1.4 0.7 0.6 1.9 0.3 2.7
南　部 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

注）平年値は過去10年間のデータの平均値

　⑧ イネツトムシ 　（発生株率％）
時　　期 地　域 ３０年 平年 ２９年 ２８年 ２７年 ２６年 ２５年 ２４年 ２３年 ２２年 ２１年 ２０年

平　均 0.0 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.3 0.1 0.0
７月上旬 北　部 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0

　 中　部 0.0 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0
南　部 0.0 0.1 0.0 0.2 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.4 0.1 0.1
平　均 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1

７月中旬 北　部 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.2 0.1
　 中　部 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.2

南　部 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.2 0.1 0.1
平　均 0.2 0.3 0.0 0.1 0.4 0.2 1.1 0.1 0.2 0.8 0.3 0.3

8月上旬 北　部 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0
　 中　部 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0

南　部 0.0 1.3 0.0 0.4 1.5 0.5 4.3 0.2 0.9 2.8 1.1 1.0
注）平年値は過去10年間データの平均値

　⑨ 心枯茎 　（発生株率％）
時　　期 地　域 ３０年 平年 ２９年 ２８年 ２７年 ２６年 ２５年 ２４年 ２３年 ２２年 ２１年 ２０年

平　均 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.1 0.5 0.0 0.1 0.2 0.2 0.0
７月上旬 北　部 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.1 0.1 0.3 0.1

　 中　部 0.1 0.3 0.0 0.0 0.2 0.3 1.2 0.1 0.2 0.4 0.1 0.0
南　部 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
平　均 0.1 0.3 0.1 0.1 0.0 0.3 0.5 0.1 0.4 0.3 0.4 0.3

７月中旬 北　部 0.1 0.2 0.1 0.0 0.0 0.2 0.3 0.1 0.4 0.0 0.5 0.5
　 中　部 0.2 0.5 0.3 0.2 0.0 0.5 1.1 0.2 0.8 0.9 0.5 0.2

南　部 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
平　均 0.1 0.2 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.4 0.5 0.1 0.2 0.1

８月上旬 北　部 0.1 0.2 0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 0.2 1.1 0.1 0.2 0.1
　 中　部 0.1 0.2 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.8 0.2 0.1 0.3 0.2

南　部 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0
注）平年値は過去10年間のデータの平均値

　⑩ 白穂 　（発生穂率％）
時　　期 地　域 ３０年 平年 ２９年 ２８年 ２７年 ２６年 ２５年 ２４年 ２３年 ２２年 ２１年 ２０年

平　均 0.02 0.02 0.02 0.01 0.00 0.03 0.04 0.05 0.02 0.01 0.02 0.02
８月下旬　 北　部 0.01 0.03 0.03 0.02 0.02 0.05 0.04 0.01 0.02 0.02 0.03 0.03
　～９月 中　部 0.04 0.03 0.01 0.00 0.00 0.06 0.11 0.06 0.04 0.01 0.02 0.02

南　部 0.02 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01 0.00 0.01 0.01 0.00 0.01 0.00

（２）育苗箱における病害の発生状況 　（発生箱率％）
３０年 平年 ２９年 ２８年 ２７年 ２６年 ２５年 ２４年 ２３年 ２２年 ２１年 ２０年
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.02 0.00
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01 0.03 0.01
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
0.01 0.03 0.01 0.01 0.00 0.01 0.01 0.04 0.16 0.00 0.10 0.03

注１）調査日：4月12、16日

注２）平年値は過去10年間のデータの平均値

病害名
苗立枯病
ムレ苗
細菌病
ばか苗病
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（３）再生稲における黄萎病、縞葉枯病の発生状況 　

 ① 黄萎病（再生稲） （発生ほ場率％）
地　　　域 ３０年 平年 ２９年 ２８年 ２７年 ２６年 ２５年 ２４年 ２３年 ２２年 ２１年 ２０年 １９年
平　均 3.6 5.5 2.7 1.8 2.8 3.5 10.5 5.0 6.7 4.4 6.3 11.6 7.1
北　部 4.8 4.8 2.3 4.1 4.0 2.0 4.8 2.8 5.0 4.9 6.5 11.7 4.6
中　部 4.8 9.0 4.3 1.3 3.3 7.0 19.2 9.8 12.7 6.6 10.4 15.7 10.9
南　部 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.2 0.9

注１）調査日：10月1～15日

注２）平年値は過去10年間のデータの平均値

 ②縞葉枯病（再生稲） （発生株率％）
地　　　域 ３０年 平年 ２９年 ２８年 ２７年 ２６年 ２５年 ２４年 ２３年 ２２年 ２１年 ２０年
平　均 5.6 7.3 7.5 9.8 6.9 13.5 14.1 6.4 6.6 2.6 2.9 2.9
北　部 2.7 0.6 1.0 1.1 1.6 1.1 0.9 0.1 0.4 0.2 0.0 0.0
中　部 5.4 4.8 5.2 11.4 4.8 8.7 11.8 3.4 2.1 0.1 0.5 0.4
南　部 10.3 21.2 20.3 21.7 18.7 41.1 34.5 20.2 27.1 7.9 11.4 9.1

注１）調査日：10月1～15日

注２）平年値は過去10年間のデータの平均値

        縞葉枯病（再生稲）　　
　

程度 無 散見 中・多・甚

発生株率(%) 0 １未満 1～10 11～20 21以上

記号 × △ ○ ▲ ●

Ｒ：抵抗性品種の作付

少

国土地理院承認平１４総複第１４９号
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（４）アメダスデータによるいもち病感染好適日の出現状況

○準感染好適条件：好適条件に準ずる気象条件
　　　準感染好適条件１：湿潤時間は１０時間以上であるが、前５日間の平均気温が２０℃未満
　　　準感染好適条件２：湿潤時間は１０時間以上であるが、前５日間の平均気温が２５℃以上
　　　準感染好適条件３：湿潤時間は１０時間以上であるが、湿潤時間中の平均気温が１５～２５℃の範囲外
　　　準感染好適条件４：湿潤時間が湿潤時間中の平均気温ごとに必要な時間数より短い

   日付 那須 黒磯 大田原 塩谷 真岡 宇都宮 今市 鹿沼 小山 佐野
 6/01 ○3 － ○4 ○4 ○4 － ○3 ○4 － －
 6/02 － － － － － － － － － －
 6/03 － － － － － － － － － －
 6/04 － － － － － － － － － －
 6/05 － － － － － － － － － －
 6/06 － － － － － － － － － －
 6/07 － － ● ● ● ● ○1 ● ● ●
 6/08 － － － － － － － － － －
 6/09 － － － － － － － － － －
 6/10 － － － － － － － － － ●
 6/11 ○3 ○4 － ● ● － ○4 ● ● ○4
 6/12 － － － － － － ○4 － － －
 6/13 － － － － － － － － － －
 6/14 － － － － － － － － － －
 6/15 － － ○1 ○1 ○4 － ○3 － ○1 ●
 6/16 ○3 － － － － － ○3 － － －
 6/17 ○3 － ○3 ○3 － － ○3 ○3 － ○3
 6/18 － － － － － － － － － －
 6/19 ○3 ○4 － － － － － － － ○4
 6/20 － － ○3 － － － － － － －
 6/21 ○4 ○1 ○1 ○4 － － － － － －
 6/22 － － － － － － － － － －
 6/23 － － － － － － － － － －
 6/24 － ○1 ● ○4 － ● ○4 ● － ●
 6/25 － － － － － － － － － －
 6/26 － － － － － － － － － －
 6/27 － － － － － － － － － －
 6/28 － － － － － － － － － －
 6/29 － － － － － － － － － －
 6/30 － － － － － － － － － －
 7/01 － － － － － － － － － －
 7/02 － － － － － － － － － －
 7/03 － － － － － － － － － －
 7/04 － － － － － － － － － －
 7/05 ● － － － － － － － ○3 －
 7/06 － － － － － － － － － －
 7/07 ● ● ● ● ○2 ○2 ● ○2 ○2 ○2
 7/08 － － － － － － － － － －
 7/09 － － － － － － － － － －
 7/10 － － － － － － － ● － －
 7/11 ● － － － － － ● ● － －
 7/12 － － ○3 － － － － － － －
 7/13 － ● － － － － － － － －

●：感染好適条件  ○
1～4

：準感染好適条件  －：感染好適条件なし

●感染好適条件：湿潤時間中の平均気温が１５～２５℃であり、湿潤時間が湿潤時間中の平均気温
　　　　　　　　　　　ごとに必要な時間を満たし、当日を含めてその日以前５日間の日平均気温の平均
                        値が２０～２５℃の範囲にある

※上記条件であっても、3mを越える風や時間雨量3mmを越える雨があると湿潤時間の継続が打ち切り
   となり、感染好適条件でなくなる場合がある

感染好適条件が出現した日から７～１０日後に発病する可能性があります。また、好適日が
連続する時は多発条件となるので注意が必要です。ほ場をよく観察し、いもち病の発生状況
に応じて、適期に防除を行いましょう。

①BLASTAMによる葉いもち感染好適日の判定結果（平成30年度）
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 7/14 － － － － － － － － － －
 7/15 － － － － － － － － － －
 7/16 － － － － － － － － － －
 7/17 － － － － － － － － ○3 －
 7/18 － － － － － － － － － －
 7/19 － ○2 － － － － － ○3 － －
 7/20 － － － － － － － － － －
 7/21 － － － － － － － － － －
 7/22 － － － － － － － － － －
 7/23 － － － － － － － － － －
 7/24 － － － － － － － － － －
 7/25 － － － － － － － － － －
 7/26 ● － － － － － － － － －
 7/27 － － － － － － － － － －
 7/28 － － － － － － － － － －
 7/29 － － － － － － － － － －
 7/30 － － － ● － － － － － －
 7/31 － － － － － － － － － －
 8/01 － － － － － － － － － －
 8/02 － － － － － － － － － －
 8/03 － － － － － － － － － －
 8/04 － － － － － － － － － －
 8/05 － － － － － － － － － －
 8/06 － － － － － － ○2 － － －
 8/07 － － － － ○2 － － － ○2 －
 8/08 － － － － ○2 － － － － ○2
 8/09 － － － ● － － ● － － －
 8/10 － － － － － － － － － －
 8/11 － － － － － － － － － －
 8/12 － － － － － － ● ○3 ○3 －
 8/13 － － － － － － ● － － －
 8/14 － － － － ○3 － ○2 － － －
 8/15 － － － － － － － － － －
 8/16 － ○2 － － － － － － － －
 8/17 － － － ○2 － ○2 ● ○2 ○2 ○2
 8/18 － － － － － － － － － －
 8/19 － － － － － － － － － －
 8/20 － － － － － － － － － －
 8/21 － － － － － － － － － －
 8/22 － － － － － － － － － －
 8/23 － － － － － － － － － －
 8/24 － － － － － － － － － －
 8/25 ● － － － － － － － － －
 8/26 － － － ○2 ○2 － － － － －
 8/27 － － ○2 ○2 － － － ○2 － ○3
 8/28 － － － － － － － － ○2 ○2
 8/29 － ○2 － － － － ○2 － － ○2
 8/30 － － － － － － － － － －
 8/31 － － － － － － － － － －

年度 那須 黒磯 大田原 塩谷 真岡 宇都宮 今市 鹿沼 小山 佐野
H30 5 2 3 5 2 2 6 5 2 4
平年値 7.3 8.4 7.3 10 6.8 2.3 9.2 8.1 5.2 5.6
H29 13 15 8 10 5 4 18 5 2 4
H28 9 8 8 11 8 2 9 13 4 6
H27 8 11 10 11 11 3 8 10 10 9
H26 9 11 11 13 9 4 6 11 4 6
H25 6 9 6 8 5 5 9 12 3 9
H24 1 4 3 5 3 1 3 1 5 2
H23 2 7 4 5 4 0 9 7 3 5
H22 12 5 7 13 11 2 9 7 5 7
H21 9 7 8 11 8 1 9 8 10 4
H20 4 7 8 13 4 1 12 7 6 4
注）平年値は過去１０年間のデータの平均値

出典　一般社団法人　日本植物防疫協会

② BLASTAMによる葉いもち感染好適日の年次別発生状況（６月～８月）
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（５）ウンカ類、ヨコバイ類の越冬前密度

ウンカ類
幼虫

ヒメトビウ
ンカ成虫

その他ウン
カ類成虫

ヨコバイ類
幼虫

ツマグロヨ
コバイ成虫

イナズマヨ
コバイ成虫

その他のヨ
コバイ類成

虫
備考

19 11 2 16 7 0 16

本年平均値 90.5 52.4 9.5 76.2 33.3 0.0 76.2

平年値 83.8 2.5 2.6 69.0 29.8 3.9 55.3

903 63 15 1434 63 0 912

本年平均値 43.0 3.0 0.7 68.3 3.0 0.0 43.4

平年値 64.9 0.1 0.2 46.8 2.6 0.2 8.0

平年並 多 多 平年並 平年並 少 やや多

発生ほ場率の推移 単位：％
ウンカ類
幼虫

ヒメトビウ
ンカ成虫

その他ウン
カ類成虫

ヨコバイ類
幼虫

ツマグロヨ
コバイ成虫

イナズマヨ
コバイ成虫

その他のヨ
コバイ類成

虫

備考
（総調査ほ場数）

Ｈ２９ 76.2 4.8 0.0 47.6 9.5 0.0 38.1 21

Ｈ２８ 100.0 4.8 4.8 47.6 28.6 0.0 76.2 21

Ｈ２７ 100.0 4.8 4.8 57.1 19.0 4.8 71.4 21

Ｈ２６ 75.0 5.0 0.0 85.0 50.0 0.0 70.0 20

Ｈ２５ 85.0 0.0 0.0 75.0 30.0 0.0 25.0 20

Ｈ２４ 87.5 0.0 0.0 56.3 25.0 6.3 68.8 16

Ｈ２３ 88.2 0.0 0.0 88.2 47.1 11.8 41.2 17

Ｈ２２ 77.8 5.6 5.6 77.8 22.2 5.6 44.4 18

Ｈ２１ 100.0 0.0 11.1 72.2 50.0 11.1 72.2 18

Ｈ２０ 47.9 0.0 0.0 83.3 16.7 0.0 45.8 48

越冬密度の推移 単位：10㎡当たりの頭数
ウンカ類
幼虫

ヒメトビウ
ンカ成虫

その他ウン
カ類成虫

ヨコバイ類
幼虫

ツマグロヨ
コバイ成虫

イナズマヨ
コバイ成虫

その他のヨ
コバイ類成

虫

備考
（調査日の平均）

Ｈ２９ 12.0 0.1 0.0 5.1 0.3 0.0 2.6 11/18

Ｈ２８ 163.6 0.1 0.1 19.4 2.0 0.0 26.0 11/19

Ｈ２７ 99.3 0.1 0.4 86.7 4.6 0.3 9.4 11/21

Ｈ２６ 123.6 0.2 0.0 126.6 4.8 0.0 13.8 11/25

Ｈ２５ 37.4 0.0 0.0 24.8 1.8 0.0 2.1 11/25

Ｈ２４ 60.6 0.0 0.0 52.9 1.7 0.4 8.1 11/26

Ｈ２３ 33.0 0.0 0.0 34.2 2.8 0.7 3.0 11/26

Ｈ２２ 62.2 0.2 0.2 21.3 0.8 0.3 2.5 11/24

Ｈ２１ 31.5 0.0 1.5 52.5 6.2 0.7 6.2 11/18

Ｈ２０ 25.6 0.0 0.0 44.3 1.3 0.0 6.1 12/8

（６）大麦におけるヒメトビウンカ生息密度

ウンカ類
幼虫

ヒメトビウ
ンカ短翅成

虫

ヒメトビウ
ンカ長翅成

虫♀

ヒメトビウ
ンカ長翅成

虫♂

ヒメトビウ
ンカ成虫計

ヒメトビウ
ンカ計

19 0 4 2 5 19

本年平均値 100.0 0.0 21.1 10.5 26.3 100.0

平年値 100.0 12.6 36.5 23.5 41.7 100.0

1449 0 12 9 21 1470

本年平均値 76.3 0.0 0.6 0.5 1.1 77.4

平年値 241.1 0.9 4.0 3.5 8.4 249.5 平年値はH25～29年の平均

平年並 やや少 少 少 少 平年並

発生ほ場率の推移 単位：％
ウンカ類
幼虫

ヒメトビウ
ンカ短翅成

虫

ヒメトビウ
ンカ長翅成

虫♀

ヒメトビウ
ンカ長翅成

虫♂

ヒメトビウ
ンカ成虫計

ヒメトビウ
ンカ計

Ｈ２９ 100.0 10.5 5.3 0.0 10.5 100.0 19

Ｈ２８ 100.0 10.5 26.3 31.6 36.8 100.0 19

Ｈ２７ 100.0 16.7 77.8 38.9 77.8 100.0 18

Ｈ２６ 100.0 52.9 11.8 5.9 58.8 100.0 17

越冬密度の推移 単位：10㎡当たりの頭数
ウンカ類
幼虫

ヒメトビウ
ンカ短翅成

虫

ヒメトビウ
ンカ長翅成

虫♀

ヒメトビウ
ンカ長翅成

虫♂

ヒメトビウ
ンカ成虫計

ヒメトビウ
ンカ計

Ｈ２９ 212.1 1.3 0.2 0.0 1.4 213.5 5/19

Ｈ２８ 256.3 0.5 1.7 3.2 5.4 261.6 5/20

Ｈ２７ 255.0 0.8 10.2 7.3 18.3 273.3 5/22

Ｈ２６ 356.5 3.2 0.5 0.9 4.6 361.1 5/20

備考（調査日の平均）

備考（調査日の平均）

ほ場率

密　度

平成３０年１１月１２日～２１日調査
総調査ほ場数: 21ほ場

調査方法：背負型動力機を使用した吹き
出し法で0.3m×11mを吹き出しすくい取り
調査した。
※頭数合計は10㎡あたりの頭数に換算値
（×3）。
※密度＝頭数／10㎡
平年値はH20～29年の平均

平成３０年５月１０日～２３日調査

備考

発生ほ場数

概　　評

頭数合計

発生ほ場数(か所)

ほ場率

密　度

発生頭数（頭）

概　　評

総調査ほ場数: 1９ほ場

調査方法：背負型動力機を使用した吹き出し法で0.3m
×11mを吹き出しすくい取り調査した。
※頭数合計は10㎡あたりの頭数に換算値（×3）。
発生密度は麦上部、下部の合計値（頭／１０㎡）
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（７）ヒメトビウンカの縞葉枯ウイルス保毒虫率の経年変化

第一世代幼虫 (単位：%)

年度 H28 H29 H30
地点名 2016 2017 2018
大田原市親園 4.2 4.2 2.1
大田原市蛭畑 5.2 0.0 3.1
さくら市松山新田 6.3 3.1 6.3
高根沢町花岡 1.0 2.1 2.1
真岡市青田 15.6 10.4 15.6
宇都宮市横山町 7.3 6.3 5.2
宇都宮市雀宮 8.3 6.3 10.4
上三川町上三川 6.3 6.3 12.5
鹿沼市酒野谷 4.2 3.1 7.3
下野市小金井 11.5 4.2 4.2
下野市絹板 11.5 11.5 21.9
小山市小薬 4.2 11.5 5.2
小山市石ノ上 11.5 13.5 10.4
壬生町助谷 4.2 8.3 3.1
栃木市惣社町 3.1 2.1 3.1
栃木市大平町真弓 9.4 9.4 2.1
栃木市藤岡町富吉 7.3 2.1 3.1
佐野市堀米町 3.1 8.3 8.3
足利市上渋垂町 5.2 6.3 1.0

4.2 2.3 3.4
8.3 6.5 10.2
7.1 7.7 6.3
6.8 6.3 6.7

　　 検定方法：DAS-ELISA法　　検定数：96頭／１地点

県南部平均

県平均

注：検定サンプルは、平成30(2018)年5月10～23日に
　　 麦類ほ場から採集したヒメトビウンカ第一世代幼虫

県
北
部

県
中
部

県
南
部

県北部平均

県中部平均

越冬世代 (単位：%)

 H28
2016

 H29
2017

 H30
2018

大田原市戸野内 3.1 1.0 1.0
大田原市蛭畑 2.1 3.1 1.0
大田原市親園 5.2 5.2 4.2
那須烏山市滝田 4.2 5.2 3.1
さくら市蒲須坂 0.0 4.2 3.1
高根沢町花岡 2.1 5.2 6.3
真岡市青田 9.4 8.3 6.3
宇都宮市横山町 6.3 3.1 9.4
宇都宮市雀宮町 5.2 7.3 9.8
上三川町上三川 10.4 7.3 13.5
鹿沼市酒野谷 3.1 6.3 4.2
下野市絹板 10.4 13.5 13.5
下野市小金井 10.4 11.5 5.2
小山市小薬 2.1 1.0 8.3
小山市石ノ上 16.7 8.3 10.4
壬生町助谷 11.5 3.1 4.2
栃木市惣社町 6.3 4.2 5.2
栃木市大平町真弓 5.2 0.0 1.0
栃木市藤岡町富吉 9.4 9.4 5.4
佐野市堀米町 4.2 6.3 10.4
足利市上渋垂町 6.3 2.1 3.1

2.8 4.0 3.1
6.9 6.5 8.6
8.2 5.9 6.7
6.3 5.5 6.1

注：検定サンプルは、平成30(2018)年11月中～下旬に、水田畦
畔や休耕田のイネ科雑草等から採取したヒメトビウンカ越冬世代
幼虫

県中部

県南部

平均値

 検定方法：DAS-ELISA法　　検定数：96頭／１地点

　　　　　　　　　　　年度
地点名

県
北
部

県
中
部

県
南
部

県北部
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（８）イネミズゾウムシの発生状況
　　① 越冬成虫密度

平均
宇都宮市瓦谷町平

均
さくら市蒲須坂平

均

0.5 0.0 1.0

本年平均値 0.1 0.0 0.3

平年値 0.1 0.1 0.1 ※密度＝頭数／0.1㎡

概　　評 やや多 少 多 平年値はH20～29年の平均

発生密度の推移 単位：0.1㎡当たりのイネミズゾウムシ成虫数

平均
宇都宮市瓦谷町平

均
さくら市蒲須坂平

均

Ｈ２９ 0.1 0.0 0.3 6・4
Ｈ２８ 0.1 0.2 0.0 6・4
Ｈ２７ 0.0 0.0 0.0 6・4
Ｈ２６ 0.2 0.3 0.0 6・4
Ｈ２５ 0.3 0.5 0.0 6・4
Ｈ２４ 0.1 0.2 0.0 6・4
Ｈ２３ 0.1 0.0 0.3 6・4
Ｈ２２ 0.0 0.0 0.0 3・2
Ｈ２１ 0.0 0.0 0.0 13・4
Ｈ２０ 0.0 0.0 0.0 13・4

採集日：平成３０年２月９日
調査方法：0.1㎡（すくい取り用の枠を使用）内の表土１～２ｃｍを採取し、イネミズゾウムシ成虫数を調査した。
調査地点：宇都宮市瓦谷町　６０Ｗ予察灯周辺、さくら市蒲須坂　水稲病害虫発生予察ほ場の畦畔

　　② 本田発生状況
被害株数 成虫数

15 7

本年平均値 2.5 1.2

平年値 24.3 3.0

概　　評 少 やや少

発生密度の推移 単位：100株当たりの株数・頭数

発生株（株数） 成虫数

Ｈ２９．５ 12.5 1.7 12・600
Ｈ２８．５ 35.5 6.2 12・600
Ｈ２７．５ 29.8 4.7 12・600
Ｈ２６．５ 17.0 3.5 12・600
Ｈ２５．５ 49.0 5.7 12・600
Ｈ２４．５ 39.0 2.5 12・600
Ｈ２３．５ 5.0 0.5  8・400
Ｈ２２．５ 32.3 3.5  8・400
Ｈ２１．５ 13.3 0.8 16・800
Ｈ２０．５ 9.5 0.6 16・800

調査方法：畦畔から３～４ｍ内側の５０株における被害株率と、葉上に生育するイネミズゾウムシの成虫数を調査した。
調査地点：那須塩原市埼玉､大田原市親園､塩谷町玉生､さくら市蒲須坂､芳賀町祖母井､真岡市亀山の水稲病害虫発生予察ほ場（各地点２ほ場）

　　③誘殺数
　　　(60W予察灯)

平成３０年２月９日採集

総採取地点数:10か所

密　度

備考

各調査地点数（宇都宮市瓦谷町・さくら市蒲須坂）

備考

備考（総調査ほ場数・総調査株数）

密　度

成虫発生頭数

発生数 ５月下旬　平成３０年５月２２～２４日調査
総調査ほ場数:12か所
総調査株数:600株
調査株数：1ほ場50株
※密度＝株・頭数／100株
平年値はH20～29年の平均

月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

5-1 0 0 0 8 1 8 0 0 0 0 0 0
5-2 0 0 0 27 27 0 0 0 0 0 1 0
5-3 0 2 0 1 48 0 0 0 0 1 1 0
5-4 2 0 1 55 19 63 0 0 1 2 0 1
5-5 4 1 6 4 78 422 0 1 0 3 0 0
5-6 1 0 0 10 19 86 0 0 0 0 0 0
6-1 0 0 0 8 6 8 1 0 0 0 0 0
6-2 0 0 0 9 4 5 0 0 0 0 0 0
6-3 0 0 0 1 5 0 0 0 0 0 0 0
6-4 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0
6-5 1 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0
6-6 1 0 0 4 4 1 0 0 0 0 0 0
7-1 0 0 0 88 6 6 0 0 0 0 0 0
7-2 3 0 0 202 97 146 0 0 1 1 0 0
7-3 1 5 0 445 478 1,255 0 4 11 3 0 0
7-4 5 29 0 430 642 749 1 13 1 15 2 1
7-5 50 79 5 1,799 161 148 6 7 1 9 4 1
7-6 4 38 6 128 123 64 0 2 1 14 1 6
8-1 5 18 1 48 28 13 0 2 0 2 1 2
8-2 1 4 4 -※ 9 4 0 1 1 1 1 0
8-3 1 5 0 - 6 2 0 0 1 0 0 0
8-4 1 1 2 - 3 2 0 0 0 0 0 0
8-5 0 1 1 - 2 3 0 0 0 7 0 0
8-6 1 0 2 - 2 2 0 0 0 0 0 0
9-1 0 1 2 - 1 0 0 0 0 0 0 0
9-2 0 0 0 - 0 2 0 0 0 0 0 0
9-3 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-4 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-5 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
5月計 7 4 7 105 193 579 0 1 1 6 2 1
6月計 2 1 1 22 25 14 1 0 0 0 1 0
7月計 63 150 11 3,092 1,507 2,368 7 26 15 42 6 8
8月計 9 29 10 48 49 26 0 2 2 10 2 2
9月計 0 1 2 0 1 2 0 0 0 0 0 0
合計 81 184 31 3,267 1,776 2,989 8 30 18 58 11 11
※）宇都宮市瓦谷町予察灯は、故障の為８月第１半旬で調査終了とした。

宇都宮市瓦谷町 小山市 栃木市大塚町大田原市
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故障のため

調査終了
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（９）イネドロオイムシの発生状況
　　①  本田発生状況

発生株
（株数）

成虫数 卵塊数 幼虫数

3 2 0 1 ５月下旬　平成３０年５月２２～２４日調査

本年平均値 25.0 16.7 0.0 8.3

平年値 25.0 25.0 15.3 13.9

6.0 7.0 0.0 2.0

本年平均値 1.0 1.2 0.0 0.3

平年値 2.8 1.6 1.8 5.1

平年並 平年並 少 やや少

調査方法：畦畔から３～４ｍ内側（１０条付近）の５０株における被害株率と、葉上に生育するイネドロオイムシの虫数を調査した。

調査地点：那須塩原市埼玉､大田原市親園､塩谷町玉生､さくら市蒲須坂､芳賀町祖母井､真岡市亀山の水稲病害虫発生予察ほ場（各地点２ほ場）

（１０）ニカメイガの発生状況
　　① 越冬幼虫密度

幼虫寄生株 幼虫寄生茎

1 -

本年平均値 12.5 -

平年値 33.9 -

1 1

本年平均値 0.3 0.0

平年値 1.8 0.1

概　　評 やや少 -

発生ほ場率の推移
発生ほ場率
（％）

発生ほ場数 備考
（総調査ほ場数）

Ｈ２９ 12.5 1 8

Ｈ２８ 25.0 2 8

Ｈ２７ 12.5 1 8

Ｈ２６ 37.5 3 8

Ｈ２５ 37.5 3 8

Ｈ２４ 37.5 3 8

Ｈ２３ 55.6 5 9

Ｈ２２ 66.7 6 9

Ｈ２１ 30.8 4 13

Ｈ２０ 23.1 3 13

発生株率・茎率の推移
幼虫寄生株
（％）

幼虫寄生茎
（％）

備考
（総調査株数）

Ｈ２９ 0.3 0.0 400

Ｈ２８ 1.8 0.1 400

Ｈ２７ 0.5 0.0 400

Ｈ２６ 1.3 0.1 400

Ｈ２５ 3.0 0.2 400

Ｈ２４ 0.8 0.0 400

Ｈ２３ 3.1 0.2 450

Ｈ２２ 4.7 0.3 447

Ｈ２１ 1.2 0.1 650

Ｈ２０ 1.1 0.1 650

調査方法：稲株を採集し、茎内に寄生しているニカメイガ幼虫数を調査した。

概　　評

総調査地点数: 6（1地点2ほ場調査,計12ほ場）
総調査株数:600株
調査株数：1ほ場50株
平年値は過去5年の平均値

備考

発生率
（1ほ場稲株50株を採取し、ニカメイ
ガ幼虫数を調査）

総調査茎数:9,561茎

総調査株数: 400株

総調査ほ場数: 8か所

平成３０年２月８・９日採集

平年値はH20～29年の平均

ほ場率

発生ほ場数(か所)

発生数（株・本）

備考

ほ場率

密　度

発生ほ場数

発生数（株・頭）

※密度＝株・頭／50株
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（９）イネドロオイムシの発生状況
　　①  本田発生状況

発生株
（株数）

成虫数 卵塊数 幼虫数

3 2 0 1 ５月下旬　平成３０年５月２２～２４日調査

本年平均値 25.0 16.7 0.0 8.3

平年値 25.0 25.0 15.3 13.9

6.0 7.0 0.0 2.0

本年平均値 1.0 1.2 0.0 0.3

平年値 2.8 1.6 1.8 5.1

平年並 平年並 少 やや少

調査方法：畦畔から３～４ｍ内側（１０条付近）の５０株における被害株率と、葉上に生育するイネドロオイムシの虫数を調査した。

調査地点：那須塩原市埼玉､大田原市親園､塩谷町玉生､さくら市蒲須坂､芳賀町祖母井､真岡市亀山の水稲病害虫発生予察ほ場（各地点２ほ場）

（１０）ニカメイガの発生状況
　　① 越冬幼虫密度

幼虫寄生株 幼虫寄生茎

1 -

本年平均値 12.5 -

平年値 33.9 -

1 1

本年平均値 0.3 0.0

平年値 1.8 0.1

概　　評 やや少 -

発生ほ場率の推移
発生ほ場率
（％）

発生ほ場数 備考
（総調査ほ場数）

Ｈ２９ 12.5 1 8

Ｈ２８ 25.0 2 8

Ｈ２７ 12.5 1 8

Ｈ２６ 37.5 3 8

Ｈ２５ 37.5 3 8

Ｈ２４ 37.5 3 8

Ｈ２３ 55.6 5 9

Ｈ２２ 66.7 6 9

Ｈ２１ 30.8 4 13

Ｈ２０ 23.1 3 13

発生株率・茎率の推移
幼虫寄生株
（％）

幼虫寄生茎
（％）

備考
（総調査株数）

Ｈ２９ 0.3 0.0 400

Ｈ２８ 1.8 0.1 400

Ｈ２７ 0.5 0.0 400

Ｈ２６ 1.3 0.1 400

Ｈ２５ 3.0 0.2 400

Ｈ２４ 0.8 0.0 400

Ｈ２３ 3.1 0.2 450

Ｈ２２ 4.7 0.3 447

Ｈ２１ 1.2 0.1 650

Ｈ２０ 1.1 0.1 650

調査方法：稲株を採集し、茎内に寄生しているニカメイガ幼虫数を調査した。

概　　評

総調査地点数: 6（1地点2ほ場調査,計12ほ場）
総調査株数:600株
調査株数：1ほ場50株
平年値は過去5年の平均値

備考

発生率
（1ほ場稲株50株を採取し、ニカメイ
ガ幼虫数を調査）

総調査茎数:9,561茎

総調査株数: 400株

総調査ほ場数: 8か所

平成３０年２月８・９日採集

平年値はH20～29年の平均

ほ場率

発生ほ場数(か所)

発生数（株・本）

備考

ほ場率

密　度

発生ほ場数

発生数（株・頭）

※密度＝株・頭／50株
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ニカメイガ
　② 誘殺数
(60W予察灯)

　
月－半
旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

　 5-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 5-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 5-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 5-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 5-5 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0
　 5-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 8
　 6-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 6-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 6-3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
　 6-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 6-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
　 6-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 7-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 7-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
　 7-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 7-4 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 7-5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
　 7-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 8-1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 8-2 0 0 0 -※ 0 0 0 0 0 0 0 0
　 8-3 0 1 0 - 1 0 0 0 0 0 1 0
　 8-4 0 3 0 - 0 0 0 0 0 0 2 0
　 8-5 0 3 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　 8-6 0 2 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　 9-1 0 1 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　 9-2 0 2 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　 9-3 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　 9-4 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　 9-5 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　 9-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　5月計 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 8
　6月計 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1
　7月計 0 2 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0
　8月計 0 10 0 0 1 0 0 1 0 0 3 0
　9月計 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　合計 0 15 1 1 3 0 0 1 0 2 6 9
※）四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。
※）宇都宮市瓦谷町予察灯は、故障の為８月第１半旬で調査終了とした。

(ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ)

大田原市 宇都宮市瓦谷町 小山市 栃木市大塚町

月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

5-1 0 4 0 4 1 1 0 0 0 0 24 10 144 105 105
5-2 1 5 0 2 1 0 1 0 0 20 35 10 139 163 163
5-3 1 7 0 11 2 1 0 0 0 32 56 12 118 173 173
5-4 1 14 1 24 4 3 0 0 0 41 50 23 87 166 166
5-5 2 23 3 13 7 6 0 0 0 24 39 25 59 149 149
5-6 2 15 4 16 8 7 0 0 0 19 41 41 94 184 184
6-1 2 9 4 11 4 6 0 0 0 10 16 36 68 118 118
6-2 0 8 1 8 3 5 0 0 0 4 6 7 36 62 62
6-3 1 4 1 2 2 3 0 0 0 2 3 1 5 11 11
6-4 0 3 0 1 1 2 0 0 0 1 1 1 5 5 5
6-5 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2 3 4 1 1
6-6 0 0 0 1 1 3 0 0 0 0 1 1 1 1 1
7-1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 3 1 0 4 1 1
7-2 0 0 0 2 0 0 0 0 0 3 2 1 15 2 2
7-3 0 0 0 4 0 1 0 0 0 0 6 3 31 4 4
7-4 0 1 0 0 0 1 0 0 3 4 9 7 53 14 14
7-5 0 1 0 3 0 1 0 0 3 4 11 15 58 14 14
7-6 0 3 0 18 1 3 0 0 0 9 24 32 70 25 25
8-1 0 3 2 36 2 3 0 0 0 13 28 40 53 34 34
8-2 0 4 0 12 2 3 0 0 1 9 25 26 36 66 66
8-3 0 2 0 10 2 2 0 0 1 15 21 19 33 85 85
8-4 0 2 0 9 1 1 0 0 0 16 13 15 35 83 83
8-5 0 2 0 6 0 1 0 0 0 0 8 6 50 21 21
8-6 0 1 0 8 0 1 0 0 0 0 6 13 75 48 48
5月計 7 67 8 70 23 18 1 1 0 136 244 121 641 940 940
6月計 3 24 6 23 13 20 0 1 0 17 28 49 119 198 198
7月計 0 6 0 28 1 7 0 1 6 23 53 58 231 60 60
8月計 0 13 2 81 7 11 0 0 2 53 101 119 282 337 337
合計 10 110 16 202 43 56 1 3 8 229 425 347 1,273 1,535 1,535

※病害虫防除員による調査

宇都宮市瓦谷町 上三川町※ 小山市 市貝町※ 下野市※
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（１１）病害虫発生予察ほ場における害虫発生状況（すくいとり調査）
　　① ７月中旬

ウンカ類
幼虫

ヒメトビ
ウンカ
成虫

セジロウ
ンカ
成虫

ヨコバイ
類

幼虫

ツマグロ
ヨコバイ

成虫

イナズマ
ヨコバイ

成虫

イナゴ フタオビ
コヤガ幼

虫

イチモン
ジセセリ

幼虫

22 36 0 0 7 1 25 2 0 平成３０年７月９～１３日調査

本年平均値 56.4 92.3 0.0 0.0 17.9 2.6 64.1 5.1 0.0 総調査ほ場数：３９ほ場

平年値 51.1 83.4 8.1 12.8 45.9 2.0 53.0 20.7 4.6 （２０回振りすくい取り）

175 472 0 0 9 1 148 5 0 平年値はH20～29年の平均

本年平均値 4.5 12.1 0.0 0.0 0.2 0.0 3.8 0.1 0.0

平年値 21.3 16.7 0.1 0.2 1.4 0.0 6.3 0.9 0.1

平年並 平年並 少 少 やや少 やや少 平年並 やや少 少

発生地点率の推移
ウンカ類

幼虫
ヒメトビ
ウンカ
成虫

セジロウ
ンカ
成虫

ヨコバイ
類

幼虫

ツマグロ
ヨコバイ

成虫

イナズマ
ヨコバイ

成虫

イナゴ フタオビ
コヤガ幼

虫

イチモン
ジセセリ

幼虫

Ｈ２９．７ 69.2 97.4 0.0 0.0 30.8 0.0 64.1 5.1 2.6 39       　      

Ｈ２８．７ 23.1 87.2 20.5 2.6 33.3 2.6 41.0 20.5 2.6 39       　      

Ｈ２７．７ 71.8 79.5 2.6 10.3 25.6 0.0 53.8 2.6 2.6 39       　      

Ｈ２６．７ 68.4 81.6 0.0 31.6 34.2 0.0 55.3 2.6 0.0 38       　      

Ｈ２５．７ 89.7 100.0 0.0 20.5 53.8 7.7 53.8 25.6 0.0 39       　      

Ｈ２４．７ 64.1 69.2 10.3 15.4 51.3 0.0 59.0 28.2 0.0 39       　      

Ｈ２３．７ 69.2 92.3 0.0 25.6 46.2 5.1 46.2 41.0 2.6 39       　      

Ｈ２２．７ 35.0 82.5 42.5 20.0 85.0 0.0 47.5 47.5 2.5 40       　      

Ｈ２１．７ 20.8 75.0 0.0 2.1 50.0 4.2 50.0 33.3 2.1 48       　      

Ｈ２０．７ 0.0 69.2 5.1 0.0 48.7 0.0 59.0 0.0 30.8 39       　      

すくい取り頭数の推移
ウンカ類

幼虫
ヒメトビ
ウンカ
成虫

セジロウ
ンカ
成虫

ヨコバイ
類

幼虫

ツマグロ
ヨコバイ

成虫

イナズマ
ヨコバイ

成虫

イナゴ フタオビ
コヤガ幼

虫

イチモン
ジセセリ

幼虫

Ｈ２９．７ 3.5 18.5 0.0 0.0 0.7 0.0 7.4 0.1 0.0 7/12

Ｈ２８．７ 0.5 5.8 0.3 0.0 0.6 0.0 2.4 1.2 0.0 7/12

Ｈ２７．７ 14.5 8.7 0.0 0.3 0.6 0.0 4.6 0.0 0.0 7/10

Ｈ２６．７ 118.1 36.9 0.0 0.6 1.1 0.0 13.6 0.0 0.0 7/8

Ｈ２５．７ 37.9 28.2 0.0 0.3 1.3 0.1 8.2 1.2 0.0 7/10

Ｈ２４．７ 30.8 38.5 0.1 0.3 2.1 0.0 4.4 1.1 0.0 7/12

Ｈ２３．７ 5.8 14.0 0.0 0.5 1.8 0.2 4.0 2.0 0.0 7/13

Ｈ２２．７ 0.9 7.5 0.9 0.4 3.4 0.0 5.0 2.6 0.0 7/13

Ｈ２１．７ 1.0 6.9 0.0 0.0 0.8 0.0 6.2 0.7 0.0 7/13

Ｈ２０．７ 0.0 2.1 0.1 0.0 1.6 0.0 7.5 0.0 0.6 7/14

　　② ７月中旬（斑点米カメムシ類）

幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫

0 3 0 0 0 4 0 0 7 4

本年平均値 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0 10.3 0.0 0.0 17.9 10.3

平年値 0.0 2.5 0.0 1.2 0.4 4.0 0.3 2.5 9.7 6.7 総調査ほ場数:39ほ場

0 4 0 0 0 5 0 0 9 5 （２０回振りすくい取り）

本年平均値 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.2 0.1 平年値はH20～29年の平均

平年値 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1 0.2 0.1

少 やや多 少 少 少 やや多 少 少 やや多 やや多

発生地点率の推移

備考

幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 （総調査地点数）

Ｈ２９．７ 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0 12.8 0.0 0.0 17.9 12.8 39       　      

Ｈ２８．７ 0.0 2.6 0.0 0.0 0.0 5.1 0.0 0.0 7.7 5.1 39       　      

Ｈ２７．７ 0.0 2.6 0.0 2.6 0.0 7.7 2.6 5.1 17.9 12.8 39       　      

Ｈ２６．７ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 38       　      

Ｈ２５．７ 0.0 0.0 0.0 5.1 0.0 0.0 0.0 2.6 7.7 2.6 39       　      

Ｈ２４．７ 0.0 0.0 0.0 2.6 0.0 2.6 0.0 0.0 5.1 2.6 39       　      

Ｈ２３．７ 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 12.8 7.7 39       　      

Ｈ２２．７ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 5.0 10.0 10.0 40       　      

Ｈ２１．７ 0.0 2.1 0.0 2.1 4.2 4.2 0.0 4.2 12.5 10.4 48       　      

Ｈ２０．７ 0.0 2.6 0.0 0.0 0.0 2.6 0.0 0.0 5.1 2.6 39       　      

すくい取り頭数の推移

備考

幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 （調査日の平均）

Ｈ２９．７ 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.4 0.2 7/12

Ｈ２８．７ 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.2 0.1 7/12

Ｈ２７．７ 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.4 0.6 0.5 7/10

Ｈ２６．７ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7/8

Ｈ２５．７ 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 7/10

Ｈ２４．７ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 7/12

Ｈ２３．７ 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.2 0.1 7/13

Ｈ２２．７ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 7/13

Ｈ２１．７ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.3 0.3 7/13

Ｈ２０．７ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.1 7/14

平成３０年７月９～１３日
調査

ほ場率

発生ほ場数(か所)

すくいとり頭数合計（頭）

ほ場率

発生ほ場数(か所)

すくいとり頭数合計（頭）

概　　評

備考
（総調査地点数）

備考
（調査日の平均）

頭　数

頭　数

概　　評

斑点米カ
メムシ類
成幼虫

うち
カスミカメ
類成幼虫

アカスジカスミカメアカヒゲホソミドリ
カスミカメ

ホソハリカメムシクモヘリカメムシ

クモヘリカメムシ ホソハリカメムシ

クモヘリカメムシ 斑点米カ
メムシ類
成幼虫

うち
カスミカメ
類成幼虫

備考

備考

アカヒゲホソミドリ
カスミカメ

アカスジカスミカメ 斑点米カ
メムシ類
成幼虫

うち
カスミカメ
類成幼虫

ホソハリカメムシ アカヒゲホソミドリ
カスミカメ

アカスジカスミカメ

- 131 -



　　③ ８月上旬
ウンカ類

幼虫
ヒメトビ
ウンカ
成虫

セジロウ
ンカ
成虫

ヨコバイ
類

幼虫

ツマグロ
ヨコバイ

成虫

イナズマ
ヨコバイ

成虫

イナゴ フタオビ
コヤガ幼

虫

イチモン
ジセセリ

幼虫

コブノメ
イガ成虫 備考

78 77 0 33 56 0 50 4 9 0

本年平均値 100.0 98.7 0.0 42.3 71.8 0.0 64.1 5.1 11.5 0.0

平年値 89.7 93.6 27.1 62.1 76.0 4.0 52.0 14.9 13.1 0.0 総調査ほ場数:78ほ場

44,611 4,888 0 1,083 2,181 0 204 19 12 0 （２０回振りすくい取り）

本年平均値 571.9 62.7 0.0 13.9 28.0 0.0 2.6 0.2 0.2 0.0 平年値はH20～29年の平均

平年値 314.8 38.1 1.6 43.6 39.3 0.1 4.3 0.8 0.0 0.0

やや多 平年並 少 平年並 平年並 少 平年並 やや少 平年並 少

発生地点率の推移
ウンカ類

幼虫
ヒメトビ
ウンカ
成虫

セジロウ
ンカ
成虫

ヨコバイ
類

幼虫

ツマグロ
ヨコバイ

成虫

イナズマ
ヨコバイ

成虫

イナゴ フタオビ
コヤガ幼

虫

イチモン
ジセセリ

幼虫

コブノメ
イガ成虫 備考

（総調査地点数）

Ｈ２９．８ 83.3 76.7 3.3 60.0 60.0 0.0 70.0 0.0 3.3 0.0 30       　      

Ｈ２８．８ 86.7 96.7 13.3 53.3 60.0 0.0 46.7 0.0 0.0 0.0 30       　      

Ｈ２７．８ 96.7 100.0 43.3 70.0 76.7 0.0 56.7 0.0 0.0 - 30       　      

Ｈ２６．８ 90.0 76.7 0.0 80.0 73.3 0.0 60.0 0.0 0.0 - 30       　      

Ｈ２５．８ 93.3 100.0 6.7 76.7 80.0 0.0 60.0 10.0 0.0 - 30       　      

Ｈ２４．８ 93.3 96.7 20.0 76.7 73.3 0.0 66.7 20.0 3.3 - 30       　      

Ｈ２３．８ 83.3 83.3 6.7 76.7 76.7 3.3 63.3 53.3 3.3 - 30       　      

Ｈ２２．８ 96.7 100.0 100.0 93.3 100.0 0.0 83.3 53.3 10.0 - 30       　      

Ｈ２１．８ 50.0 80.0 30.0 80.0 80.0 3.3 80.0 16.7 10.0 - 30       　      

Ｈ２０．８ 66.7 86.7 26.7 50.0 66.7 0.0 73.3 13.3 3.3 - 30       　      

すくい取り頭数の推移
ウンカ類

幼虫
ヒメトビ
ウンカ
成虫

セジロウ
ンカ
成虫

ヨコバイ
類

幼虫

ツマグロ
ヨコバイ

成虫

イナズマ
ヨコバイ

成虫

イナゴ フタオビ
コヤガ幼

虫

イチモン
ジセセリ

幼虫

コブノメ
イガ成虫 備考

（調査日の平均）

Ｈ２９．８ 70.1 12.7 0.0 41.1 38.5 0.0 5.7 0.0 0.0 0.0 8/1

Ｈ２８．８ 37.7 14.2 0.1 85.7 52.0 0.0 2.6 0.0 0.0 0.0 8/1

Ｈ２７．８ 121.6 16.2 0.7 46.4 42.5 0.0 1.5 0.0 0.0 - 8/1

Ｈ２６．８ 47.8 9.2 0.0 19.4 18.5 0.0 2.5 0.0 0.0 - 8/1

Ｈ２５．８ 84.0 40.8 0.1 45.4 37.0 0.0 11.4 0.1 0.0 - 8/2

Ｈ２４．８ 91.9 23.2 0.2 47.2 30.4 0.0 3.8 0.2 0.0 - 8/2

Ｈ２３．８ 43.4 11.8 0.1 7.8 8.1 0.0 4.3 2.2 0.0 - 8/2

Ｈ２２．８ 262.4 47.7 13.5 202.9 165.4 0.0 10.0 9.3 0.3 - 8/2

Ｈ２１．８ 7.2 9.5 0.5 19.0 26.8 0.0 8.8 0.4 0.2 - 8/3

Ｈ２０．８ 7.9 10.2 1.3 19.1 31.5 0.0 3.5 0.2 0.0 - 8/4

　　④ ８月上旬（斑点米カメムシ類）

幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫

4 10 0 1 2 19 0 14 29 22

本年平均値 5.1 12.8 0.0 1.3 2.6 24.4 0.0 17.9 37.2 28.2

平年値 2.7 7.3 0.3 2.2 0.3 10.0 1.0 11.9 25.4 18.8 総調査ほ場数:78ほ場

88 31 0 1 2 52 0 27 201 81 （２０回振りすくい取り）

本年平均値 1.1 0.4 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.3 2.6 1.0 平年値はH20～29年の平均

平年値 0.1 0.2 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.5 1.2 0.8

多 やや多 少 やや少 平年並 多 少 やや多 やや多 やや多

発生地点率の推移

備考

幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 （総調査地点数）

Ｈ２９．８ 1.3 15.4 0.0 2.6 0.0 15.4 3.8 9.0 38.5 25.6 78       　      

Ｈ２８．８ 2.6 5.1 0.0 0.0 0.0 10.3 0.0 10.3 23.1 16.7 78       　      

Ｈ２７．８ 2.6 3.8 0.0 1.3 0.0 14.1 0.0 9.0 23.1 16.7 78       　      

Ｈ２６．８ 1.3 3.8 0.0 5.1 0.0 2.6 0.0 6.4 14.1 7.7 78       　      

Ｈ２５．８ 1.3 6.4 0.0 1.3 0.0 3.8 0.0 12.8 20.5 16.7 78       　      

Ｈ２４．８ 6.4 5.1 1.3 1.3 0.0 12.8 1.3 16.7 26.9 23.1 78       　      

Ｈ２３．８ 5.1 9.0 1.3 7.7 0.0 7.7 3.8 7.7 21.8 12.8 78       　      

Ｈ２２．８ 2.5 13.8 0.0 0.0 0.0 15.0 0.0 21.3 38.8 28.8 80       　      

Ｈ２１．８ 0.0 3.8 0.0 1.3 0.0 14.1 1.3 17.9 28.2 26.9 78       　      

Ｈ２０．８ 3.8 6.4 0.0 1.3 2.6 3.8 0.0 7.7 19.2 12.8 78       　      

すくい取り頭数の推移

備考

幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 （調査日の平均）

Ｈ２９．８ 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.2 1.0 0.6 8/1

Ｈ２８．８ 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.1 0.4 0.3 8/2

Ｈ２７．８ 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.2 1.3 0.9 8/1

Ｈ２６．８ 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.2 0.5 0.2 8/1

Ｈ２５．８ 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.6 0.4 8/3

Ｈ２４．８ 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.2 0.3 0.4 1.2 1.0 8/1

Ｈ２３．８ 0.3 0.3 0.0 0.1 0.0 0.3 0.1 1.8 2.9 2.2 8/2

Ｈ２２．８ 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.8 1.6 1.3 8/2

Ｈ２１．８ 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.4 1.3 1.2 8/3

Ｈ２０．８ 0.8 0.4 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.3 1.7 0.4 8/4

平成３０年７月３０～８月１
０日調査

平成３０年７月３０～８月
１日調査

ほ場率

発生ほ場数(か所)

ほ場率

発生ほ場数(か所)

概　　評

頭　数

すくいとり頭数合計（頭）

頭　数

うち
カスミカメ
類成幼虫

アカスジカスミカメ 斑点米カ
メムシ類
成幼虫

うち
カスミカメ
類成幼虫

クモヘリカメムシ ホソハリカメムシ アカヒゲホソミドリ
カスミカメ

クモヘリカメムシ ホソハリカメムシ アカヒゲホソミドリ
カスミカメ

アカスジカスミカメ 斑点米カ
メムシ類
成幼虫

備考

うち
カスミカメ
類成幼虫

クモヘリカメムシ ホソハリカメムシ アカヒゲホソミドリ
カスミカメ

アカスジカスミカメ 斑点米カ
メムシ類
成幼虫

すくいとり頭数合計（頭）

概　　評
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（１２）斑点米カメムシ類の発生状況
　　①イネ科雑草地における発生状況（６月下旬）

幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫

0 1 4 9 17 30 10 24 36 平成３０年６月１８・

本年平均値 0.0 2.6 10.3 23.1 48.7 82.1 28.2 64.1 97.4 １９日調査

平年値 0.8 14.5 10.0 41.2 56.2 90.1 52.9 75.1 99.4 総調査地点数:39

0 1 6 15 149 1,062 105 150 1,654 （イネ科雑草地、牧草地等

本年平均値 0.0 0.0 0.2 0.4 4.8 27.5 2.7 3.9 44.0 　における２０回振り

平年値 0.0 1.4 0.2 1.0 8.2 15.4 45.5 15.1 91.1 　すくい取り）

やや少 平年値はH20～29年の平均

発生地点率の推移

備考

幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 （総調査地点数）

Ｈ２９．７ 0.0 0.0 2.6 15.4 33.3 87.2 15.4 74.4 100.0 39       　　　        

Ｈ２８．７ 0.0 7.9 13.2 42.1 57.9 94.7 36.8 63.2 100.0 38       　　　        

Ｈ２７．７ 0.0 3.6 14.3 30.4 62.5 98.2 60.7 82.1 100.0 56       　　　        

Ｈ２６．７ 0.0 4.2 4.2 39.6 45.8 100.0 50.0 85.4 100.0 48       　　　        

Ｈ２５．７ 0.0 3.3 10.0 51.7 76.7 98.3 81.7 86.7 100.0 60       　　　        

Ｈ２４．７ 0.0 5.3 3.5 29.8 36.8 78.9 33.3 75.4 96.5 57       　　　        

Ｈ２３．７ 0.0 31.1 8.9 66.7 71.1 88.9 75.6 77.8 100.0 45       　　　        

Ｈ２２．７ 0.0 36.7 20.4 49.0 65.3 89.8 61.2 69.4 100.0 49       　　　        

Ｈ２１．７ 8.3 50.0 16.7 66.7 62.5 91.7 58.3 75.0 100.0 24       　　　        

Ｈ２０．７ 0.0 2.9 5.9 20.6 50.0 73.5 55.9 61.8 97.1 34       　　　        

すくい取り頭数の推移

備考

幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 （調査日の平均）

Ｈ２９．７ 0.0 0.0 0.0 0.2 3.3 11.3 1.1 5.3 24.7 6/20

Ｈ２８．７ 0.0 0.2 0.2 1.4 5.4 20.3 3.6 13.0 46.6 6/21

Ｈ２７．７ 0.0 0.0 0.2 0.7 6.4 36.6 20.4 15.9 83.9 6/24

Ｈ２６．７ 0.0 0.0 0.1 0.8 3.4 22.1 22.6 28.2 84.5 6/23

Ｈ２５．７ 0.0 0.2 0.2 1.0 15.1 23.2 113.0 31.4 187.6 6/26

Ｈ２４．７ 0.0 0.1 0.2 0.8 2.8 4.2 15.7 5.8 32.0 6/26

Ｈ２３．７ 0.0 1.0 0.2 1.9 22.8 9.7 192.0 12.3 243.9 6/27

Ｈ２２．７ 0.0 2.1 0.3 1.1 11.8 9.6 65.3 9.7 108.6 6/28

Ｈ２１．７ 0.1 10.2 0.2 2.2 5.2 11.2 11.7 23.3 68.7 6/29

Ｈ２０．７ 0.0 0.0 0.1 0.4 5.6 5.9 9.6 6.2 30.3 6/30

クモヘリカメムシ ホソハリカメムシ

クモヘリカメムシ ホソハリカメムシ

クモヘリカメムシ ホソハリカメムシ
斑点米カ
メムシ類

平年並 やや少少 やや少

頭　数

備考

斑点米カ
メムシ類

斑点米カ
メムシ類

アカヒゲホソミドリ
カスミカメ

アカスジカスミカメ

アカヒゲホソミドリ
カスミカメ

アカスジカスミカメ

アカヒゲホソミドリ
カスミカメ

アカスジカスミカメ

発生ほ場数(か所)

ほ場率

すくいとり頭数合計（頭）

概　　評

クモヘリカメムシのすくい取り頭数の状況

（６月下旬調査）

ホソハリカメムシのすくい取り頭数の状況

（６月下旬調査）

程度 無 やや少 少 平年並 やや多 多

平年比（％） 0 1～19 20～59 60～140 141～180 181～

記号 × △ ○ ◎ ▲ ●
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　　② イネ科雑草地における発生状況（７月中旬）

幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫

1 18 11 22 30 29 24 24 32 平成３０年７月９～

本年平均値 3.1 56.3 34.4 75.0 93.8 90.6 75.0 75.0 100.0 ～１３日調査

平年値 4.0 42.9 22.6 71.6 87.4 95.3 88.7 95.6 100.0 総調査地点数: 32

1 606 24 83 7,716 5,067 1,931 1,236 16,913 （イネ科雑草地、畦畔等

本年平均値 0.0 18.9 0.8 2.7 243.9 162.8 60.3 38.6 536.4 　における２０回振り

平年値 0.2 25.1 1.2 3.0 42.4 36.0 49.5 61.7 195.8 　すくい取り）

やや多 平年値はH20～29年の平均

発生地点率平年値計算表

備考

幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 （総調査地点数）

Ｈ２９．７ 0.0 33.3 39.4 69.7 81.8 90.9 84.8 97.0 100.0 33       　　　        

Ｈ２８．７ 0.0 38.7 9.7 83.9 96.8 100.0 83.9 87.1 100.0 31       　　　        

Ｈ２７．７ 0.0 16.7 9.5 38.1 90.5 97.6 83.3 100.0 100.0 42       　　　        

Ｈ２６．７ 0.0 22.9 11.4 54.3 74.3 100.0 94.3 100.0 100.0 35       　　　        

Ｈ２５．７ 0.0 48.5 36.4 87.9 90.9 100.0 97.0 100.0 100.0 33       　　　        

Ｈ２４．７ - 38.2 - 82.4 - 94.1 - 88.2 100.0 34       　　　        

Ｈ２３．７ - 63.2 - 89.5 - 100.0 - 100.0 100.0 19       　　　        

Ｈ２２．７ - 52.4 - 73.8 - 92.9 - 95.2 100.0 42       　　　        

Ｈ２１．７ 27.8 22.2 44.4 72.2 77.8 77.8 77.8 88.9 100.0 18       　　　        

Ｈ２０．７ 0.0 92.9 7.1 64.3 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 14       　　　        

すくい取り頭数平年値計算表

備考

幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 （調査日の平均）

Ｈ２９．７ 0.0 25.4 1.3 2.8 60.8 74.0 50.9 51.3 275.1 7/11

Ｈ２８．７ 0.0 20.5 0.2 2.3 94.0 55.9 74.7 35.9 288.2 7/12

Ｈ２７．７ 0.0 0.4 0.3 0.7 44.0 25.3 32.3 30.6 137.4 7/10

Ｈ２６．７ 0.0 0.9 0.3 1.5 23.2 26.9 54.4 35.0 142.0 7/9

Ｈ２５．７ 0.0 12.0 1.0 6.1 61.1 65.0 103.7 126.8 380.0 7/11

Ｈ２４．７ - 11.6 - 5.5 - 24.4 - 40.0 85.6 7/11

Ｈ２３．７ - 79.6 - 4.4 - 55.5 - 154.5 300.1 7/14

Ｈ２２．７ - 19.5 - 2.8 - 13.2 - 49.8 94.9 7/15

Ｈ２１．７ 1.7 8.9 4.4 2.4 13.5 6.6 30.4 23.7 98.6 7/14

Ｈ２０．７ 0.0 71.9 0.7 1.7 0.0 12.9 0.0 69.1 156.3 7/17

クモヘリカメムシ ホソハリカメムシ アカヒゲホソミドリ
カスミカメ

アカスジカスミカメ 斑点米カ
メムシ類
成虫

クモヘリカメムシ ホソハリカメムシ アカヒゲホソミドリ
カスミカメ

アカスジカスミカメ 斑点米カ
メムシ類
成虫

備考

頭　数

平年並 平年並 やや多 平年並

クモヘリカメムシ ホソハリカメムシ アカヒゲホソミドリ
カスミカメ

アカスジカスミカメ 斑点米カ
メムシ類
成虫

すくいとり頭数合計（頭）

概　　評

発生ほ場数(か所)

ほ場率

アカヒゲホソミドリカスミカメのすくい取り頭数の状況

（６月下旬調査）

アカスジカスミカメのすくい取り頭数の状況

（６月下旬調査）

程度 無 やや少 少 平年並 やや多 多

平年比（％） 0 1～19 20～59 60～140 141～180 181～

記号 × △ ○ ◎ ▲ ●
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クモヘリカメムシのすくい取り頭数の状況
（７月下中調査）

ホソハリカメムシのすくい取り頭数の状況
（７月中旬調査）

アカヒゲホソミドリカスミカメのすくい取り頭数の状況
（７月中旬調査）

アカスジカスミカメのすくい取り頭数の状況
（７月中旬調査）

程度 無 やや少 少 平年並 やや多 多

平年比（％） 0 1～19 20～59 60～140 141～180 181～

記号 × △ ○ ◎ ▲ ●
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　③ クモヘリカメムシの誘殺数
(ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ) 　

　
月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
4年
平均

H29年 H30年
過去
4年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

　5-1 - - - - - - - - - - - -
　5-2 - - - - - - - - - - - -
　5-3 - - - - - - - - - - - -
　5-4 - - - - - - - - - - - -
　5-5 - - - - - - - - - - - -
　5-6 - - - - - - - - - - - -
　6-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　6-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　6-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　6-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　6-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　6-6 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 2
　7-1 0 0 0 0 0 0 1 16 1 18 1 3
　7-2 1 0 0 0 0 0 2 17 6 22 3 3
　7-3 1 0 0 0 0 0 3 11 25 16 5 3
　7-4 2 0 1 0 0 0 6 5 8 6 7 1
　7-5 1 0 1 0 0 0 7 2 2 2 6 0
　7-6 2 1 2 0 0 0 9 8 2 1 4 0
　8-1 4 1 2 0 0 0 5 6 6 0 1 1
　8-2 0 0 0 0 0 0 1 1 3 0 0 1
　8-3 0 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0
　8-4 1 1 0 1 1 0 0 2 2 0 0 0
　8-5 6 0 0 1 1 1 0 4 12 0 0 0
　8-6 6 1 3 3 0 0 0 4 10 0 1 1
　9-1 2 1 3 3 1 0 - 0 0 - 1 1
　9-2 0 0 1 0 0 0 - 0 0 - 0 0
　9-3 1 0 1 0 1 0 - 0 0 - 0 0
　9-4 0 0 0 0 1 0 - 0 0 - 0 0
　9-5 0 0 0 0 0 0 - 0 0 - 0 0
　9-6 0 0 0 0 0 0 - 0 0 - 0 0
　5月計 - - - - - - - - - - - -
　6月計 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 1 2
　7月計 7 2 4 0 1 0 28 58 44 65 25 10
　8月計 17 3 5 5 2 1 7 17 35 0 2 3
　9月計 3 1 5 3 3 0 0 0 0 0 1 1
　合計 27 5 14 8 5 1 35 80 79 65 28 16
※四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。 ※病害虫防除員による調査

　
(60W予察灯)

月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

5-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-3 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
7-4 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
7-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8-2 0 0 0 -※ 0 0 0 0 0 0 0 0
8-3 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
8-4 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
8-5 0 0 0 - 1 0 0 0 0 0 0 0
8-6 0 0 0 - 1 0 0 0 0 0 0 0
9-1 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-2 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-3 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-4 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-5 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0

5月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7月計 2 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0
8月計 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
9月計 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
合計 2 0 0 0 4 1 0 0 1 0 0 0
※）宇都宮市瓦谷町予察灯は、故障の為８月第１半旬で調査終了とした。

宇都宮市瓦谷町 芳賀町稲毛田 茂木町※ 矢板市※

大田原市 宇都宮市瓦谷町 小山市 栃木市大塚町
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　④ ホソハリカメムシの誘殺数
(60W予察灯)

月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

5-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
6-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8-2 0 0 0 -※ 0 0 0 0 0 0 0 0
8-3 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
8-4 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
8-5 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
8-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-1 0 0 0 - 0 0 0 0 0 1 0 0
9-2 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-3 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-4 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-5 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0

5月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
6月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1
※）宇都宮市瓦谷町予察灯は、故障の為８月第１半旬で調査終了とした。

　⑤ アカヒゲホソミドリカスミカメの誘殺数
(60W予察灯)

月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

5-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
6-2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
6-3 0 0 0 0 1 0 0 4 0 0 0 0
6-4 0 2 0 0 0 0 0 3 0 0 1 0
6-5 0 2 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0
6-6 10 3 0 3 1 0 0 2 0 2 2 1
7-1 1 7 0 1 1 0 0 1 0 0 2 2
7-2 2 5 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0
7-3 0 6 0 0 2 0 0 0 0 0 1 0
7-4 41 10 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0
7-5 2 8 2 0 2 0 0 0 0 0 1 0
7-6 1 15 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
8-1 0 12 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
8-2 0 1 0 -※ 0 0 1 0 0 0 1 0
8-3 1 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
8-4 0 1 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
8-5 0 1 0 - 0 0 0 0 0 0 0 1
8-6 0 1 0 - 0 0 0 0 0 2 0 0
9-1 0 2 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-2 0 0 0 - 0 0 0 0 0 2 0 0
9-3 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-4 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-5 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0

5月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6月計 10 6 0 3 2 0 1 11 0 2 4 1
7月計 47 50 2 1 7 1 0 2 0 1 5 2
8月計 1 16 0 1 1 0 1 0 0 2 1 1
9月計 0 2 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0
合計 58 74 2 5 11 1 2 14 0 7 10 4
※）宇都宮市瓦谷町予察灯は、故障の為８月第１半旬で調査終了とした。

大田原市 宇都宮市瓦谷町 小山市 栃木市大塚町

大田原市 宇都宮市瓦谷町 小山市 栃木市大塚町
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故障のため

調査終了
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　⑥ アカスジカスミカメの誘殺数
(60W予察灯)

月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

5-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
7-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
7-2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-4 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8-2 0 1 0 -※ 0 0 0 0 0 0 0 0
8-3 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
8-4 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
8-5 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
8-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-1 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-2 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-3 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-4 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-5 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0

5月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
7月計 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
8月計 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9月計 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 0 4 0 0 1 0 0 0 0 0 1 3

※）宇都宮市瓦谷町予察灯は、故障の為８月第１半旬で調査終了とした。

大田原市 宇都宮市瓦谷町 小山市 栃木市大塚町
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（１３）水稲害虫の６０Ｗ予察灯による誘殺数
　① セジロウンカ

　
月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

　5-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　5-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　5-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　5-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　5-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　5-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　6-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　6-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　6-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　6-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　6-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　6-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　7-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　7-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　7-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　7-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　7-5 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
　7-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　8-1 0 3 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
　8-2 0 1 0 -※ 0 0 0 0 0 0 0 0
　8-3 0 0 0 - 1 0 0 1 0 0 1 0
　8-4 0 0 0 - 1 0 0 1 0 0 0 0
　8-5 0 1 0 - 1 1 0 1 0 0 0 0
　8-6 0 0 0 - 2 0 0 1 0 1 1 0
　9-1 0 0 0 - 2 0 0 0 0 0 1 0
　9-2 1 0 0 - 1 0 0 1 0 0 1 0
　9-3 0 1 0 - 1 0 0 1 0 0 7 0
　9-4 1 0 0 - 0 0 0 1 0 0 1 0
　9-5 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　9-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　5月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　6月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　7月計 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0
　8月計 0 6 0 0 6 1 0 4 0 1 2 0
　9月計 2 1 0 0 4 0 0 3 0 0 9 0
　合計 2 8 0 0 11 1 0 8 0 1 11 0
※）宇都宮市瓦谷町予察灯は、故障の為８月第１半旬で調査終了とした。

　② トビイロウンカ

月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

5-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
7-4 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
7-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8-2 0 0 0 -※ 0 0 0 0 0 0 0 0
8-3 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
8-4 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
8-5 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
8-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-1 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-2 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-3 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-4 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-5 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0

5月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7月計 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0
8月計 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 0 2 0 2 0 0 0 1 0 0 0 0
※）宇都宮市瓦谷町予察灯は、故障の為８月第１半旬で調査終了とした。

大田原市 宇都宮市瓦谷町 小山市 栃木市大塚町

大田原市 宇都宮市瓦谷町 小山市 栃木市大塚町
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　③ ヒメトビウンカ

　
月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

　5-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　5-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　5-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　5-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　5-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　5-6 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0
　6-1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0
　6-2 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 1
　6-3 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
　6-4 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
　6-5 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
　6-6 0 0 0 6 0 0 1 0 0 1 0 0
　7-1 0 0 0 5 1 0 0 0 0 2 0 0
　7-2 1 0 0 4 3 0 0 1 0 0 3 0
　7-3 0 2 0 8 2 2 0 3 1 5 5 1
　7-4 2 8 0 3 0 0 0 5 0 2 32 0
　7-5 1 3 0 1 2 0 0 3 0 0 28 0
　7-6 0 1 0 2 1 0 0 0 0 3 1 1
　8-1 0 8 0 4 0 0 1 2 0 11 5 1
　8-2 0 5 0 -※ 2 2 27 4 0 0 29 0
　8-3 2 0 0 - 2 0 0 3 0 2 2 0
　8-4 0 1 0 - 1 0 0 2 0 8 1 0
　8-5 0 1 0 - 1 0 0 2 0 6 1 0
　8-6 0 3 0 - 0 0 0 3 0 0 4 0
　9-1 0 1 0 - 2 0 0 13 0 1 17 0
　9-2 0 0 0 - 0 0 0 6 0 25 40 0
　9-3 0 2 0 - 0 0 0 12 0 0 32 0
　9-4 0 0 0 - 0 0 0 6 0 0 12 0
　9-5 0 0 0 - 0 0 0 1 0 1 1 0

9-6 0 0 0 - 0 0 0 1 0 0 0 0
5月計 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0
6月計 0 0 2 6 0 0 2 4 0 1 1 1
7月計 4 15 0 23 8 2 0 12 1 12 70 2
8月計 2 17 0 4 6 2 28 15 0 27 41 1
9月計 0 3 0 0 3 0 0 39 0 27 102 0
合計 6 36 2 33 16 4 30 72 3 67 215 4
※）宇都宮市瓦谷町予察灯は、故障の為８月第１半旬で調査終了とした。

小山市 栃木市大塚町大田原市 宇都宮市瓦谷町

故障のため

調査終了
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　④ ツマグロヨコバイ

　
月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

　 5-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 5-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 5-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 5-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 5-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 5-6 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 6-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 6-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 6-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 6-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 6-5 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
　 6-6 0 2 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0
　 7-1 2 9 0 9 23 2 0 0 0 0 1 0
　 7-2 0 10 2 13 26 0 0 1 0 0 1 0
　 7-3 2 21 0 19 13 0 0 1 0 0 3 0
　 7-4 10 37 1 46 11 0 0 3 0 0 7 1
　 7-5 6 23 13 76 17 7 0 1 0 0 9 0
　 7-6 0 41 2 17 29 0 0 1 0 6 3 0
　 8-1 0 95 0 24 75 1 0 0 0 7 7 0
　 8-2 0 10 0 -※ 123 0 16 1 0 0 7 0
　 8-3 0 9 0 - 27 0 1 0 0 16 2 0
　 8-4 0 4 0 - 13 1 0 0 0 6 1 0
　 8-5 0 6 0 - 22 15 0 0 0 14 1 0
　 8-6 0 17 2 - 79 25 0 2 0 4 29 1
　 9-1 0 14 1 - 1,119 5 0 46 0 32 295 0
　 9-2 0 5 0 - 1,362 5 0 13 0 382 1,066 0
　 9-3 0 60 0 - 1,716 0 0 50 0 19 1,663 0
　 9-4 0 8 0 - 395 0 0 10 0 23 376 0
　 9-5 0 0 0 - 47 0 0 0 0 8 6 0
　 9-6 0 0 0 - 2 0 0 0 0 0 9 0
　 5月計 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
　 6月計 0 2 0 0 8 0 0 1 0 0 1 0
　 7月計 20 141 18 180 119 9 0 7 0 6 24 1
　 8月計 0 140 2 24 338 42 17 4 0 47 47 1
　 9月計 0 88 1 0 4,641 10 0 119 0 464 3,416 0
　 合計 21 372 21 204 5,105 61 17 131 0 517 3,488 2
※）宇都宮市瓦谷町予察灯は、故障の為８月第１半旬で調査終了とした。

大田原市 宇都宮市瓦谷町 小山市 栃木市大塚町
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故障のため

調査終了
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　⑤ イナズマヨコバイ

　
月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 　

　 5-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 　
　 5-2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 　
　 5-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 　
　 5-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 　
　 5-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 　
　 5-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 　
　 6-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 　
　 6-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 　
　 6-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 　
　 6-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 　
　 6-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 　
　 6-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 　
　 7-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 　
　 7-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 　
　 7-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 　
　 7-4 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 　
　 7-5 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 　
　 7-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 　
　 8-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 　
　 8-2 0 0 0 -※ 0 0 8 0 0 0 1 0 　
　 8-3 0 0 0 - 0 0 0 0 0 4 1 0 　
　 8-4 0 0 0 - 0 0 0 1 0 0 1 0 　
　 8-5 0 0 0 - 0 0 0 1 0 1 1 1 　
　 8-6 0 0 0 - 0 1 0 1 0 0 185 0 　
　 9-1 0 1 0 - 3 2 0 39 0 48 958 0 　
　 9-2 0 0 0 - 4 0 1 3 0 971 509 0 　
　 9-3 0 2 0 - 5 0 0 1 0 86 693 0 　
　 9-4 0 0 0 - 1 0 0 3 0 51 1,269 0 　
　 9-5 0 0 0 - 0 0 0 0 0 26 126 0 　
　 9-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 56 0 　
　 5月計 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 1 0 　
　 6月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 　
　 7月計 1 0 0 1 1 0 0 2 0 0 2 0 　
　 8月計 0 1 0 0 1 1 8 3 0 5 189 1 　
　 9月計 0 3 0 0 13 2 1 47 0 1,182 3,611 0 　
　 合計 1 4 0 1 14 3 9 52 0 1,190 3,804 1 　

※）宇都宮市瓦谷町予察灯は、故障の為８月第１半旬で調査終了とした。

　⑥ コブノメイガ

月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

5-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-3 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
7-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8-2 0 0 0 -※ 0 0 0 0 0 0 0 0
8-3 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
8-4 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
8-5 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
8-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-1 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-2 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-3 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-4 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-5 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0

5月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7月計 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
8月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

※）宇都宮市瓦谷町予察灯は、故障の為８月第１半旬で調査終了とした。

大田原市 宇都宮市瓦谷町 小山市 栃木市大塚町

小山市 栃木市大塚町大田原市 宇都宮市瓦谷町
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　⑦ フタオビコヤガ

　
月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

　 5-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 5-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 5-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 5-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 5-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 5-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 6-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 6-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 6-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 6-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 6-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
　 6-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
　 7-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
　 7-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
　 7-3 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0
　 7-4 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0
　 7-5 0 2 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0
　 7-6 0 4 0 0 2 0 0 1 0 0 1 0
　 8-1 0 4 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0
　 8-2 0 1 0 -※ 1 0 0 2 0 0 1 0
　 8-3 0 0 0 - 0 0 0 1 0 0 0 0
　 8-4 0 0 0 - 0 0 0 1 0 1 0 0
　 8-5 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　 8-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　 9-1 0 0 0 - 0 0 0 1 0 0 0 0
　 9-2 0 0 0 - 0 0 0 0 0 1 0 0
　 9-3 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　 9-4 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　 9-5 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　 9-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　 5月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　 6月計 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0
　 7月計 0 7 0 0 3 0 0 3 0 0 6 0
　 8月計 0 6 0 0 3 0 0 7 0 1 2 0
　 9月計 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0
　 合計 0 14 0 0 6 0 0 12 0 2 9 0

※）宇都宮市瓦谷町予察灯は、故障の為８月第１半旬で調査終了とした。

小山市 栃木市大塚町大田原市 宇都宮市瓦谷町
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調査年
H30
年

過去
4年
平均

H29
年

H30
年

過去
4年
平均

H29
年

H30
年

過去
4年
平均

H29
年

H30
年

過去
4年
平均

H29
年

H30
年

過去
4年
平均

H29
年

5-1 - - - - - - - - - - - - - - -
5-2 - - - - - - - - - - - - - - -
5-3 0 0 0 - - - 0 0 0 - - - 3 1 1
5-4 0 0 1 0 0 0 1 1 0 - - - 7 4 4
5-5 1 0 0 0 0 0 5 4 1 - - - 9 18 5
5-6 2 1 0 0 1 0 3 13 0 - - - 6 43 13
6-1 2 2 1 0 1 1 1 10 0 - - - 2 20 15
6-2 0 2 3 0 1 0 - 5 0 2 9 2 0 9 7
6-3 0 1 1 1 1 0 - 5 0 0 6 3 0 3 2
6-4 0 1 1 1 1 0 - 1 0 0 2 2 0 1 1
6-5 0 1 1 2 0 0 - 0 0 3 1 1 1 2 1
6-6 2 0 0 5 0 0 - - - 13 2 0 54 12 3
7-1 - 0 0 4 1 0 - - - 18 9 3 59 28 9
7-2 - 1 1 4 3 1 - - - 21 25 7 52 48 24
7-3 - 3 3 2 5 4 - - - 18 26 9 11 40 48
7-4 - 2 2 0 5 2 - - - 7 21 5 4 23 23
7-5 - 1 1 0 3 1 - - - 11 7 3 18 4 4
7-6 - 1 0 3 1 1 - - - 26 11 5 57 3 2
8-1 - 4 - 9 2 3 - - - 34 32 10 85 8 3
8-2 - 3 - 14 2 1 - - - 81 43 10 46 9 5
8-3 - 3 - 8 2 1 - - - 47 29 9 25 9 7
8-4 - 4 - 3 3 3 - - - 21 15 9 11 5 6
8-5 - 2 - 2 3 4 - - - 6 10 5 14 5 5
8-6 - 1 - 3 2 3 - - - 37 5 3 31 3 2
9-1 - 1 - 1 1 1 - - - 37 8 1 30 2 1
9-2 - 2 - 1 1 0 - - - 33 11 1 26 4 1
9-3 - 3 - 1 1 0 - - - 11 15 9 0 6 9
9-4 - 2 - 0 1 0 - - - 7 8 6 0 5 6
9-5 - 0 - 0 1 0 - - - 4 5 1 0 3 2
9-6 - 0 - 0 0 0 - - - 0 3 1 0 0 0

5月計 3 2 1 0 1 0 9 18 1 - - - 25 66 23
6月計 4 6 7 9 4 1 1 20 0 18 21 8 57 46 29
7月計 - 7 7 13 18 9 0 0 0 101 99 32 201 146 110
8月計 - 15 0 39 13 15 0 0 0 226 133 46 212 38 28
9月計 - 7 0 3 4 1 0 0 0 92 49 19 56 20 19
合計 7 36 15 64 40 26 10 38 1 437 302 105 551 316 209

※四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。

調査場所：県中部：宇都宮市瓦谷町（農業試験場）の麦ほ場１か所、水稲ほ場１か所の計２か所
　　　　　県南部：栃木市大塚町（いちご研究所）の麦ほ場１か所、水稲ほ場１か所の計２か所
　　　　　　　　　小山市小薬（予察調査ほ定点）の水稲ほ場１か所　　　　　　　　合計５か所　

          成虫数を計数した。

調査期間：2018年5月中旬～9月下旬

（１４）ヒメトビウンカの黄色粘着板による誘殺数

調査方法：黄色粘着板（ホリバー：長辺26㎝×短辺10㎝、アリスタライフサイエンスＫ.Ｋ．）を
　　　　　長辺が縦になるように支柱に固定した。設置高は粘着板中央部がほ場土面より1.5mとなる
　　　　　ようにし、畦畔際に約３m間隔で５枚設置した。文字等の印刷面を南あるいは西向きと
          した。粘着板の回収間隔は概ね１週間毎とし、 粘着板両面に付着したヒメトビウンカ

麦 水稲 水稲
宇都宮市瓦谷町 小山市小薬栃木市大塚町

麦 水稲
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　　　　　　　　　小山市小薬（予察調査ほ定点）の水稲ほ場１か所　　　　　　　　合計５か所　
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２）麦類病害調査結果
 
（１）病害発生予察ほ場における病害年次別発生状況

①　４月中旬 （発生ほ場率　％）
麦種・年度 調査月日 ほ場数 うどんこ病 赤かび病 斑葉病 黒節病

小麦 10 0.0 0.0 - 0.0
ニ条 18 0.0 0.0 55.6 16.7
六条 12 0.0 0.0 0.0 0.0

H30 4/9～11 40 0.0 0.0 33.3 10.0

平年値 2.0 0.0 3.7 31.4

H29 4/11～13 40 0.0 0.0 20.0 25.0

H28 4/11～13 40 12.5 0.0 7.5 52.5

H27 4/8～10 40 0.0 0.0 0.0 60.0

H26 4/9～11 40 0.0 0.0 0.0 2.5

H25 4/10,12,16 40 0.0 0.0 0.0 0.0

H24 4/9～11 40 0.0 0.0 0.0 30.0

H23 4/8,11～13 40 0.0 0.0 0.0 50.0

H22 4/15,16 40 5.0 0.0 0.0 -

H21 4/13,14,15 40 2.5 0.0 0.0 -

H20 4/14,15,16 40 0.0 0.0 0.0 -
＊調査茎数　ほ場あたり50茎

②　５月上旬 （発生ほ場率　％）
麦種・年度 調査月日 ほ場数 うどんこ病 赤かび病 斑葉病 黒節病

小麦 10 40.0 0.0 - 0.0
ニ条 18 0.0 0.0 77.8 0.0
六条 12 0.0 0.0 0.0 0.0
H30 5/1,2 40 10.0 0.0 46.7 0.0

平年値 8.5 0.4 6.2 13.2
H29 5/1,2 40 0.0 0.0 22.5 5.0
H28 5/6 40 15.0 0.0 10.0 10.0
H27 5/7,8 40 0.0 0.0 12.5 15.0
H26 5/7,8 40 0.0 0.0 0.0 30.0
H25 5/7,8 40 12.5 0.0 0.0 0.0
H24 5/6,7,9,10 40 5.0 0.0 0.0 5.0
H23 5/6,9,10 40 2.5 0.0 0.0 37.5
H22 5/6,7 46 21.7 4.3 0.0 -
H21 5/7,8 40 10.0 0.0 0.0 -
H20 5/7,8 48 18.8 0.0 0.0 -

＊調査茎数　ほ場あたり50茎

（２）麦類縞萎縮病発生状況

①　大麦縞萎縮病 ②　小麦縞萎縮病

年度 調査月日 調査圃場数 年度 調査月日 調査圃場数

H30 3/8 1310 H30 4/9～11 345
平年値 平年値
H29 3/1,2 1340 H29 4/10,11 397
H28 3/8,9 1388 H28 4/11～13 420
H27 3/9 1302 H27 4/9～11 425
H26 3/10 1314 H26 4/9～11 461
H25 3/8,11 1176 H25 4/10～12 589
H24 3/7,12 1406 H24 4/9～11 392
H23 3/9,10,11 1302 H23 4/8,11～13 459
H22 3/8,9 2348
H21 3/6,11,16 1932
H20 3/5,12,14 1677

（３）赤かび病発生状況

調査月日 ほ場数
発生ほ
場率

（％）

発生茎
率

（％）

調査月
日

ほ場数
発生ほ
場率

（％）

発生穂
率

（％）

調査月
日

ほ場数
発生ほ
場率

（％）

発生穂
率

（％）
小麦 10 0.0 0.0 10 10.0 0.0 36 55.6 0.3
ニ条 18 0.0 0.0 18 0.0 0.0 0 - -
六条 12 0.0 0.0 12 8.3 0.0 19 26.3 0.1
H30 5/1,2 40 0.0 0.0 5/10 40 5.0 0.0 5/22～25 55 45.5 0.2

平年値 0.4 0.0 10.1 0.0 25.7 0.2
H29 5/1,2 40 0.0 0.0 5/11 40 0.0 0.0 5/23,24,29,30 43 16.3 0.0
H28 5/6 40 0.0 0.0 5/14 40 12.5 0.0 5/24～30 40 22.5 0.0
H27 5/6 40 0.0 0.0 5/12 40 2.5 0.0 5/26～28 26 15.4 0.0
H26 5/7,8 40 0.0 0.0 5/13,14 34 0.0 0.0 5/26～28 26 15.4 0.0
H25 5/7,8 40 0.0 0.0 5/14,15 40 0.0 0.0 5/29,31 45 6.7 0.0
H24 5/6,7,9,10 40 0.0 0.0 5/17,18,21 38 63.2 0.1 5/28～30 64 82.8 0.5
H23 5/6,9,10 40 0.0 0.0 5/16,17 45 0.0 0.0 5/23,24 39 5.1 0.05
H22 5/6,7 46 4.3 0.2 5/17,18 55 0.0 0.0 5/25,26 43 39.5 0.3
H21 5/7,8 55 0.0 0.0 5/13,14 72 11.1 0.03 5/25,26,27 43 16.3 0.2
H20 5/7,8,9 48 0.0 0.0 5/12,14,16 67 11.9 0.03 45 44.4 0.5

＊調査数　５月上旬：ほ場あたり50茎　５月中・下旬：100穂

麦種

年度

５月上旬 ５月中旬

5/1,2 5/10
5/22～
25

発生ほ場率(%)

0.4

0.7

0.7
0.0

５月下旬

0.0
0.0 23.3

13.3

2.9

0.4 0.8
0.8 5.0
0.7 6.4

4/9～11

5/1,2

0.9 11.0

発生ほ場率(%)

1.6 0.3

2.8 11.1
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３）大豆病害虫調査結果

（１）病害虫発生予察ほ場における病害虫発生状況

　　① ８月
 

べと病
(発生株数)

カメムシ類
成虫

（頭数）

カメムシ類
幼虫

（頭数）

ハスモン
ヨトウ

(発生の有無)

その他
チョウ目幼虫
（頭数）

フタスジヒメ
ハムシ

（頭数）

アブラムシ類
(発生株数) 備考

15 7 0 6 18 0 5 平成３０年８月１３～１５日調査

本年平均値 50.0 23.3 0.0 20.0 60.0 0.0 16.7 総調査ほ場数: 30か所

平年値 83.3 18.1 2.3 29.1 62.3 15.7 60.2 総調査株数: 750株

242 11 0 - 62 0 13 （調査株数：1ほ場25株）

本年平均値 8.1 0.4 0.0 - 2.1 0.0 0.4 平年値はH20～29年の平均

平年値 14.3 0.2 0.1 - 2.0 0.3 3.8

平年並 やや多 少 平年並 平年並 少 やや少

※ハスモンヨトウは卵塊、幼虫のいる白変葉、幼虫の有無を調査
※べと病の平年値は、平成27(2015)年～29(2017)年の3ヶ年平均

発生地点率の推移
べと病

(発生株数)
カメムシ類

成虫
（頭数）

カメムシ類
幼虫

（頭数）

ハスモン
ヨトウ

(発生の有無)

その他
チョウ目幼虫
（頭数）

フタスジヒメ
ハムシ

（頭数）

アブラムシ類
(発生株数)

備考
（調査日の平均・総調査地点数

・その他）

Ｈ２９ 93.3 40.0 0.0 26.7 76.7 6.7 40.0 8/15・30・-里のほほえみ：30ほ場

Ｈ２８ 86.7 16.7 0.0 43.3 63.3 3.3 56.7 8/15・30・-里のほほえみ：30ほ場

Ｈ２７ 70.0 3.3 0.0 23.3 53.3 16.7 33.3 8/12・30・-里のほほえみ：30ほ場

Ｈ２６ 30.0 10.0 0.0 26.7 60.0 10.0 26.7 8/12・30・-里のほほえみ：22ほ場

Ｈ２５ 13.3 23.3 3.3 10.0 60.0 20.0 63.3 8/15・30・-里のほほえみ：6ほ場

Ｈ２４ 3.3 43.3 10.0 36.7 83.3 26.7 63.3 8/15・30・-里のほほえみ：2ほ場

Ｈ２３ 0.0 10.0 6.7 46.7 80.0 6.7 100.0 8/15・30・-

Ｈ２２ 10.0 6.7 0.0 33.3 80.0 16.7 80.0 8/16・30・-

Ｈ２１ 0.0 10.0 0.0 23.3 40.0 6.7 76.7 8/17・30・-

Ｈ２０ 0.0 17.6 2.9 20.6 26.5 44.1 61.8 8/4・34・-

発生頭数の推移
べと病

(発生株数)
カメムシ類

成虫
（頭数）

カメムシ類
幼虫

（頭数）

ハスモン
ヨトウ

(発生の有無)

その他
チョウ目幼虫
（頭数）

フタスジヒメ
ハムシ

（頭数）

アブラムシ類
(発生株数) 備考（調査日の平均）

Ｈ２９ 14.9 0.5 0.0 - 2.4 0.2 1.0 8/15・

Ｈ２８ 16.3 0.1 0.0 - 1.7 0.0 1.8 8/15・

Ｈ２７ 11.6 0.1 0.0 - 1.6 0.4 0.4 8/12・

Ｈ２６ 2.6 0.1 0.0 - 0.7 0.2 0.7 8/12・

Ｈ２５ 0.9 0.1 0.0 - 1.7 0.2 2.3 8/15・

Ｈ２４ 0.0 1.0 0.5 - 1.1 0.6 4.1 8/15・

Ｈ２３ 0.0 0.1 0.4 - 4.2 0.1 14.4 8/15・

Ｈ２２ 0.0 0.1 0.0 - 5.7 0.2 6.7 8/16・

Ｈ２１ 0.0 0.1 0.0 - 0.7 0.1 3.8 8/17・

Ｈ２０ 0.0 0.0 0.0 - 0.5 0.6 2.7 8/4・

　　②９月
 

べと病
(発生株数)

カメムシ類
成虫

（頭数）

カメムシ類
幼虫

（頭数）

ハスモン
ヨトウ

(発生の有無)

その他
チョウ目幼虫
（頭数）

フタスジヒメ
ハムシ

（頭数）

アブラムシ類
(発生株数) 備考

28 11 2 14 8 5 21 平成３０年９月３～６日調査

本年平均値 93.3 36.7 6.7 46.7 26.7 16.7 70.0 総調査ほ場数: 30か所

平年値 78.9 27.9 8.1 51.2 42.7 28.6 69.6 総調査株数: 750株

470 16 1 - 109 11 157 （調査株数：1ほ場25株）

本年平均値 15.7 0.5 0.0 - 3.6 0.4 5.2 平年値はH20～29年の平均

平年値 15.9 0.2 0.3 - 1.1 1.5 6.7

平年並 やや多 やや少 平年並 やや多 やや少 平年並

　※ハスモンヨトウは卵塊、幼虫のいる白変葉、幼虫の有無を調査

※べと病の平年値は、平成27(2015)年～29(2017)年の3ヶ年平均
発生地点率の推移

べと病
(発生株数)

カメムシ類
成虫

（頭数）

カメムシ類
幼虫

（頭数）

ハスモン
ヨトウ

(発生の有無)

その他
チョウ目幼虫
（頭数）

フタスジヒメ
ハムシ

（頭数）

アブラムシ類
(発生株数)

備考
（調査日の平均・総調査地点数

・その他）

Ｈ２９ 43.3 13.3 6.7 50.0 16.7 10.0 73.3 9/4・30・-里のほほえみ：30ほ場

Ｈ２８ 93.3 36.7 3.3 26.7 16.7 26.7 73.3 9/5・30・-里のほほえみ：30ほ場

Ｈ２７ 100.0 33.3 0.0 36.7 50.0 26.7 76.7 8/31・30・-里のほほえみ：30ほ場

Ｈ２６ 73.3 23.3 3.3 43.3 40.0 13.3 96.7 9/1・30・-里のほほえみ：22ほ場

Ｈ２５ 13.3 36.7 3.3 40.0 36.7 33.3 76.7 9/3・30・-里のほほえみ：6ほ場

Ｈ２４ 6.7 40.0 23.3 66.7 56.7 46.7 63.3 9/4・30・-里のほほえみ：2ほ場

Ｈ２３ 13.3 26.7 6.7 83.3 56.7 23.3 53.3 9/5・30・-

Ｈ２２ 26.7 30.0 16.7 83.3 80.0 40.0 26.7 9/13・30・-

Ｈ２１ 0.0 0.0 12.1 48.5 12.1 30.3 69.7 9/14・33・-

Ｈ２０ 0.0 38.9 5.6 33.3 61.1 36.1 86.1 9/1・36・-

発生頭数の推移
べと病

(発生株数)
カメムシ類

成虫
（頭数）

カメムシ類
幼虫

（頭数）

ハスモン
ヨトウ

(発生の有無)

その他
チョウ目幼虫
（頭数）

フタスジヒメ
ハムシ

（頭数）

アブラムシ類
(発生株数) 備考（調査日の平均）

Ｈ２９ 10.0 0.0 0.4 - 0.3 0.7 7.0 9/4・

Ｈ２８ 12.7 0.1 0.7 - 0.2 0.6 5.7 9/5・

Ｈ２７ 24.9 0.4 0.0 - 1.5 1.4 6.7 8/31・

Ｈ２６ 18.3 0.1 0.0 - 0.6 0.4 11.3 9/1・

Ｈ２５ 1.6 0.1 0.0 - 0.5 4.2 11.1 9/3・

Ｈ２４ 1.7 0.6 0.4 - 1.2 2.3 5.1 9/4・

Ｈ２３ 0.7 0.2 0.0 - 1.1 1.3 3.0 9/5・

Ｈ２２ 3.7 0.5 0.8 - 4.5 1.3 1.8 9/13・

Ｈ２１ 0.0 0.0 0.5 - 0.2 1.7 3.3 9/14・

Ｈ２０ 0.0 0.1 0.1 - 1.4 1.2 11.9 9/1・

発生ほ場数(か所)

概　　評

ほ場率

頭率
株率

頭数又は株数合計（頭、株）

発生ほ場数(か所)

ほ場率

頭率
株率

頭数又は株数合計（頭、株）

概　　評
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　　③８月（ハスモンヨトウ）
 

白変葉
（株数）

卵塊数 若齢幼虫コロ
ニー数

中老齢幼虫数

発生ほ場数(か所) 2 0 0 6 平成３０年８月１３～１５日調査

本年平均値 6.7 0.0 0.0 20.0 総調査ほ場数: 30か所

平年値 12.5 2.5 12.1 20.8 総調査株数: 750株

6 0 0 11 （調査株数：1ほ場25株）

本年平均値 0.2 0.0 0.0 0.4

平年値 0.1 0.0 0.1 1.2

平年並 少 少 平年並

発生地点率の推移

白変葉
（株数）

卵塊数 若齢幼虫コロ
ニー数

中老齢幼虫数

Ｈ２９．８ 10.0 0.0 6.7 20.0 8/15・30       　      

Ｈ２８．８ 13.3 3.3 13.3 40.0 8/15・30       　      

Ｈ２７．８ 6.7 3.3 3.3 20.0 8/12・30       　      

Ｈ２６．８ 26.7 3.3 6.7 26.7 8/12・30       　      

Ｈ２５．８ 0.0 0.0 0.0 10.0 8/15・30       　      

Ｈ２４．８ 6.7 0.0 13.3 26.7 8/15・30       　      

Ｈ２３．８ 26.7 3.3 33.3 26.7 8/15・30       　      

Ｈ２２．８ 20.0 0.0 13.3 23.3 8/16・30       　      

Ｈ２１．８ 6.7 0.0 16.7 3.3 8/17・30       　      

Ｈ２０．８ 8.8 11.8 14.7 11.8 8/4・34       　      

発生頭数・株数の推移 単位：25株当たり頭数・株数

白変葉
（株数）

卵塊数 若齢幼虫コロ
ニー数

中老齢幼虫数

Ｈ２９．８ 0.0 0.0 0.0 0.6 8/15

Ｈ２８．８ 0.1 0.0 0.1 1.4 8/15

Ｈ２７．８ 0.0 0.0 0.0 0.9 8/12

Ｈ２６．８ 0.3 0.0 0.1 2.0 8/12

Ｈ２５．８ 0.0 0.0 0.0 0.4 8/15

Ｈ２４．８ 0.1 0.0 0.2 2.2 8/15

Ｈ２３．８ 0.1 0.0 0.2 1.0 8/15

Ｈ２２．８ 0.2 0.0 0.1 3.1 8/16

Ｈ２１．８ 0.0 0.0 0.0 0.1 8/17

Ｈ２０．８ 0.0 0.0 0.0 0.1 8/4

　　④９月（ハスモンヨトウ）
 

白変葉
（株数）

卵塊数 若齢幼虫コロ
ニー数

中老齢幼虫数

発生ほ場数(か所) 5 0 1 12 平成３０年９月３～６日調査

本年平均値 16.7 0.0 3.3 40.0 総調査ほ場数: 30か所

平年値 24.1 3.4 23.1 36.0 総調査株数: 750株

0 0 1 97 （調査株数：1ほ場25株）

本年平均値 0.0 0.0 0.0 3.2

平年値 0.2 0.0 0.2 2.7

やや少 少 少 平年並

発生地点率の推移

白変葉
（株数）

卵塊数 若齢幼虫コロ
ニー数

中老齢幼虫数

Ｈ２９．９ 33.3 6.7 13.3 23.3 9/4・30       　      

Ｈ２８．９ 3.3 0.0 0.0 26.7 9/5・30       　      

Ｈ２７．９ 13.3 0.0 6.7 33.3 8/31・30       　      

Ｈ２６．９ 26.7 3.3 26.7 23.3 9/1・30       　      

Ｈ２５．９ 13.3 0.0 13.3 30.0 9/3・30       　      

Ｈ２４．９ 36.7 3.3 46.7 56.7 9/4・30       　      

Ｈ２３．９ 50.0 3.3 53.3 53.3 9/5・30       　      

Ｈ２２．９ 46.7 3.3 43.3 70.0 9/13・30       　      

Ｈ２１．９ 15.2 0.0 27.3 21.2 9/14・33       　      

Ｈ２０．９ 2.8 13.9 0.0 22.2 9/1・36       　      

発生頭数・株数の推移 単位：25株当たり頭数・株数

白変葉
（株数）

卵塊数 若齢幼虫コロ
ニー数

中老齢幼虫数

Ｈ２９．９ 0.5 0.1 0.1 1.2 9/4

Ｈ２８．９ 0.2 0.0 0.0 2.8 9/5

Ｈ２７．９ 0.1 0.0 0.1 0.6 8/31

Ｈ２６．９ 0.2 0.1 0.2 0.3 9/1

Ｈ２５．９ 0.0 0.0 0.0 1.8 9/3

Ｈ２４．９ 0.2 0.0 0.4 5.9 9/4

Ｈ２３．９ 0.3 0.0 0.9 2.5 9/5

Ｈ２２．９ 0.7 0.1 0.4 10.6 9/13

Ｈ２１．９ 0.1 0.0 0.0 0.6 9/14

Ｈ２０．９ 0.0 0.0 0.0 0.6 9/1

概　　評

ハスモンヨトウ
備考

（調査日の平均・総調査地点数）

ハスモンヨトウ
備考（調査日の平均）

備考（調査日の平均）

ハスモンヨトウ
備考

ほ場率

頭数又は株数合計（頭、株）

頭率
株率

頭率
株率

頭数又は株数合計（頭、株）

概　　評

ハスモンヨトウ

ハスモンヨトウ

備考
（調査日の平均・総調査地点数）

備考

ハスモンヨトウ

ほ場率
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ハスモンヨトウ中老齢幼虫の発生状況
（９月上旬調査）

程度 無 やや少 少 平年並 やや多 多

平年比（％） 0 1～19 20～59 60～140 141～180 181～

記号 × △ ○ ◎ ▲ ●
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（２）病害虫発生予察ほ場における被害粒発生状況
 

ＳＭＶ ＳＳＶ

15 7 15 0 0 15 10 0 1 3 11 12

本年平均値 - 46.7 100.0 0.0 0.0 100.0 66.7 0.0 6.7 20.0 73.3 80.0

平年値 - 63.3 97.8 4.7 0.0 93.3 68.0 16.0 21.3 15.3 85.3 77.3 総調査ほ場数:15か所

11,312 12 874 0 0 1,245 132 0 10 5 116 107 総調査株数:150株

本年平均値 71.6 0.1 5.5 0.0 0.0 7.9 0.8 0.0 0.1 0.0 0.7 0.7

平年値 80.3 1.2 12.3 0.1 0.0 3.7 1.5 0.1 0.1 0.1 2.1 1.1 調査株数：10株

- やや多 多 平年並 少 やや多 平年並 少 少 やや多 平年並 やや多 平年値はH20～29年の平均

　※ＳＭＶ：ダイズモザイクウイルス、ＳＳＶ：ダイズ萎縮ウイルス

　調査方法：１地点（１ほ場）から１０株無作為に採取し室内で乾燥後、粒径5.5㎜未満を除く全粒を調査した。

　　　　　　発生粒率は全粒（病害虫以外の被害粒等も含む）に対する比率。

発生地点率の推移 単位：％

ＳＭＶ ＳＳＶ

Ｈ２９ - 93.3 100.0 6.7 0.0 100.0 73.3 0.0 0.0 20.0 80.0 100.0 15か所-里のほほえみ：15ほ場

Ｈ２８ - 40.0 100.0 13.3 0.0 86.7 80.0 13.3 6.7 13.3 86.7 93.3 15か所-里のほほえみ：15ほ場

Ｈ２７ - 13.3 93.3 0.0 0.0 100.0 80.0 0.0 0.0 6.7 86.7 66.7 15か所-里のほほえみ：15ほ場

Ｈ２６ - 33.3 66.7 0.0 0.0 93.3 60.0 0.0 20.0 20.0 73.3 80.0 15か所-里のほほえみ：11ほ場

Ｈ２５ - 66.7 26.7 0.0 0.0 86.7 66.7 13.3 26.7 0.0 73.3 53.3 15か所-里のほほえみ：3ほ場

Ｈ２４ - 66.7 6.7 13.3 0.0 100.0 73.3 20.0 0.0 53.3 93.3 86.7 15か所-里のほほえみ：1ほ場

Ｈ２３ - 73.3 0.0 0.0 0.0 93.3 46.7 20.0 13.3 0.0 86.7 40.0 15か所

Ｈ２２ - 73.3 0.0 6.7 0.0 100.0 53.3 26.7 26.7 20.0 93.3 86.7 15か所

Ｈ２１ - 100.0 13.3 6.7 0.0 93.3 73.3 53.3 60.0 13.3 93.3 80.0 15か所

Ｈ２０ - 73.3 0.0 0.0 0.0 80.0 73.3 13.3 60.0 6.7 86.7 86.7 15か所

発生粒率の推移 単位：％

ＳＭＶ ＳＳＶ

Ｈ２９ 55.7 3.1 17.6 0.0 0.0 8.0 1.3 0.0 0.0 0.1 0.9 2.0 10/25

Ｈ２８ 69.9 0.1 13.1 0.2 0.0 2.2 2.4 0.0 0.0 0.1 2.2 2.1 10/21

Ｈ２７ 84.0 0.0 6.3 0.0 0.0 1.7 2.1 0.0 0.0 0.0 1.4 0.5 10/16

Ｈ２６ 90.2 0.1 4.8 0.0 0.0 1.8 0.5 0.0 0.1 0.1 1.0 0.4 10/20

Ｈ２５ 89.3 0.1 2.1 0.0 0.0 1.8 0.6 0.0 0.1 0.0 3.3 0.5 10/18

Ｈ２４ 78.0 0.2 0.3 0.2 0.0 9.8 1.0 0.1 0.0 0.3 2.5 0.4 10/15

Ｈ２３ 88.2 0.4 0.0 0.0 0.0 3.9 1.3 0.1 0.0 0.0 2.2 0.2 10/18

Ｈ２２ 72.8 1.6 0.0 0.0 0.0 4.8 1.8 0.3 0.2 0.0 3.0 2.8 10/19

Ｈ２１ 85.3 5.4 0.0 0.3 0.0 2.2 0.7 0.6 0.2 0.0 2.4 0.7 10/19

Ｈ２０ 90.0 0.9 0.0 0.0 0.0 1.4 2.9 0.0 0.3 0.0 1.7 1.5 10/7

フタス
ジヒメ
ハムシ

腐敗粒
（フザ
リウム
属菌
等）

備考
（総調査地点数）

健全粒 紫斑病 べと病
モザイク病

カメム
シ類

マメシ
ンクイ
ガ

備考
（採取日の平均）

腐敗粒
（フザ
リウム
属菌
等）

その他
チョウ
目害虫

備考

マメシ
ンクイ
ガ

シロイ
チモジ
マダラ
メイガ

サヤム
シガ類

その他
チョウ
目害虫

腐敗粒
（フザ
リウム
属菌
等）

シロイ
チモジ
マダラ
メイガ

サヤム
シガ類

フタス
ジヒメ
ハムシ

健全粒 紫斑病 べと病
モザイク病

フタス
ジヒメ
ハムシ

マメシ
ンクイ
ガ

シロイ
チモジ
マダラ
メイガ

サヤム
シガ類

その他
チョウ
目害虫

カメム
シ類

健全粒 紫斑病 べと病
モザイク病

カメム
シ類

ほ場率

粒率

発生ほ場数(か所)

発生粒数（粒）

概　　評

総調査粒数:16,019粒

平成３０年１０月９日～２３日
採取
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（３）吸実性カメムシ類のフェロモントラップによる誘殺数
　ホソヘリカメムシ
(ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ)

月－
半旬

H30年
過去
5年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

5-1 4 5 10 0 3 3 1 3 2
5-2 2 3 6 0 2 2 0 1 1
5-3 3 1 2 2 2 1 1 0 0
5-4 5 1 0 4 1 4 4 1 0
5-5 7 0 0 2 1 3 0 1 1
5-6 5 0 0 3 3 4 0 1 0
6-1 3 1 0 2 3 4 0 1 0
6-2 0 1 1 1 1 0 0 1 1
6-3 4 1 0 1 2 1 1 0 1
6-4 3 1 0 7 1 2 2 0 1
6-5 5 2 1 10 1 2 3 1 2
6-6 18 2 1 5 2 4 6 0 1
7-1 5 1 2 18 3 3 5 1 2
7-2 2 2 4 22 4 2 4 2 5
7-3 27 5 5 9 4 1 2 2 6
7-4 15 5 14 2 4 6 4 2 3
7-5 14 5 14 2 5 9 3 2 1
7-6 18 2 6 2 5 9 5 3 5
8-1 0 2 4 0 4 5 7 4 8
8-2 7 1 2 3 3 3 1 4 11
8-3 5 1 2 3 2 2 6 7 16
8-4 3 1 0 3 5 1 9 10 17
8-5 6 1 1 0 6 0 3 8 18
8-6 3 2 4 3 7 6 1 7 12
9-1 2 2 5 7 6 7 2 7 6
9-2 6 4 8 10 3 6 3 6 6
9-3 10 6 16 11 2 3 5 4 4
9-4 8 5 11 7 2 3 3 3 4
9-5 6 4 3 4 2 3 2 2 4
9-6 12 6 3 6 1 0 1 2 4
5月計 26 9 18 11 12 17 6 6 4
6月計 33 8 3 26 11 13 12 3 6
7月計 81 20 45 55 24 30 23 10 22
8月計 24 8 13 12 26 17 27 40 82
9月計 44 26 46 45 15 22 16 23 28
合計 208 71 125 149 88 99 84 81 142
※四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。

(ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ※)

月－
半旬

H30年
過去
4年
平均

H29年 H30年
過去
4年
平均

H29年 H30年
過去
4年
平均

H29年 H30年
過去
4年
平均

H29年

5-1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 5 1
5-2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0
5-3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0
5-4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2
5-5 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1
5-6 1 1 2 0 0 0 0 1 0 0 1 1
6-1 2 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1
6-2 3 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0
6-3 1 2 1 0 0 0 0 1 0 1 1 1
6-4 1 2 2 0 0 0 0 0 0 0 1 1
6-5 1 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-6 6 3 2 0 0 0 1 0 0 1 0 1
7-1 3 2 2 0 0 0 0 1 0 1 1 2
7-2 3 3 2 0 0 0 0 0 0 1 1 2
7-3 4 6 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0
7-4 10 9 8 0 0 0 0 0 0 3 1 1
7-5 7 10 18 0 0 0 0 0 0 2 1 1
7-6 6 14 27 0 0 0 1 1 0 1 1 1
8-1 9 9 18 0 0 0 0 1 1 1 2 1
8-2 13 11 28 0 0 0 0 2 4 1 2 1
8-3 12 11 26 0 0 0 0 2 4 1 3 1
8-4 9 6 9 0 0 0 0 1 2 3 3 1
8-5 4 5 5 0 0 0 2 0 1 1 3 2
8-6 5 3 3 0 0 1 0 0 1 1 1 2
9-1 4 2 1 0 0 1 0 0 0 3 2 1
9-2 4 3 4 0 0 0 0 0 0 4 2 1
9-3 3 2 1 0 0 0 0 0 0 3 3 2
9-4 3 2 1 0 0 0 0 0 0 3 2 2
9-5 2 1 0 0 0 1 0 0 0 2 1 1
9-6 0 2 1 0 0 0 0 0 0 3 1 1
5月計 3 4 4 0 0 0 1 2 0 0 12 5
6月計 14 11 10 0 0 0 2 2 0 3 2 4
7月計 33 43 59 0 0 0 1 2 0 9 3 7
8月計 52 44 89 0 0 1 2 6 13 8 14 8
9月計 16 10 8 0 1 2 0 0 0 18 11 8
合計 118 111 170 0 1 3 6 11 13 38 42 32

※病害虫防除員による調査

那須塩原市

宇都宮市瓦谷町 栃木市大塚町芳賀町稲毛田

日光市 益子町 さくら市
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（４）コガネムシ類の予察灯による誘殺数
　① オオクロコガネ
(60W予察灯)

　
月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

　5-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　5-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　5-3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1
　5-4 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1
　5-5 2 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0
　5-6 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
　6-1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
　6-2 1 1 0 3 0 3 0 0 1 0 0 0
　6-3 1 2 6 0 1 0 0 0 0 0 0 1
　6-4 3 6 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1
　6-5 11 11 4 3 1 2 0 1 1 1 1 1
　6-6 84 6 3 3 3 7 1 0 0 0 1 0
　7-1 13 5 5 3 2 6 3 0 0 1 1 0
　7-2 17 5 0 6 2 2 0 0 0 1 0 0
　7-3 14 3 0 7 4 6 0 1 2 1 0 0
　7-4 4 5 0 5 1 1 5 1 1 0 1 1
　7-5 0 2 4 2 2 4 0 0 0 1 1 3
　7-6 3 6 4 3 2 7 1 1 2 1 0 0
　8-1 4 6 3 3 1 2 0 0 0 0 0 0
　8-2 12 3 4 -※ 1 2 0 1 1 0 0 0
　8-3 3 2 3 - 1 1 1 1 0 1 0 1
　8-4 0 2 1 - 2 6 0 0 1 0 0 0
　8-5 1 1 2 - 1 1 0 0 1 0 0 0
　8-6 1 1 0 - 2 0 0 0 0 0 0 1
　9-1 2 1 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　9-2 0 0 0 - 0 0 0 0 1 0 0 0
　9-3 0 0 0 - 0 0 2 0 0 0 0 0
　9-4 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　9-5 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　9-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
　5月計 4 2 1 1 1 0 0 1 1 3 2 2
　6月計 100 26 14 9 6 12 1 1 3 2 3 4
　7月計 51 25 13 26 12 26 9 3 5 5 3 4
　8月計 21 15 13 3 7 12 1 2 3 1 1 2
　9月計 2 1 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0
　合計 178 69 41 39 26 50 13 8 13 11 8 12
※四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。
※）宇都宮市瓦谷町予察灯は、故障の為８月第１半旬で調査終了とした。

　② ヒメコガネ
(60W予察灯)

　
月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

5-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-4 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7-1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
7-2 0 1 0 0 0 0 5 0 1 0 0 0
7-3 1 2 0 2 0 0 4 2 3 9 0 0
7-4 2 0 0 0 0 0 2 6 3 0 0 0
7-5 2 0 3 1 0 3 11 7 2 5 2 8
7-6 2 1 1 4 1 1 0 10 3 12 4 7
8-1 4 1 0 2 1 1 2 5 1 11 5 3
8-2 5 1 2 -※ 1 2 3 5 1 1 5 2
8-3 3 1 1 - 1 3 2 3 0 7 2 0
8-4 0 1 2 - 1 2 0 2 0 1 1 1
8-5 0 0 2 - 1 2 0 1 1 3 2 5
8-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 1 0 2
9-1 0 0 0 - 0 0 0 0 0 1 0 0
9-2 0 0 0 - 0 1 0 0 0 0 0 0
9-3 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-4 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-5 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0

5月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6月計 0 4 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
7月計 7 5 4 7 2 4 22 25 13 26 7 15
8月計 12 4 7 2 5 10 7 16 3 24 15 13
9月計 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0
合計 19 12 11 9 9 15 29 41 16 51 22 28

※）宇都宮市瓦谷町予察灯は、故障の為８月第１半旬で調査終了とした。

小山市 栃木市大塚町

大田原市 宇都宮市瓦谷町 小山市 栃木市大塚町

大田原市 宇都宮市瓦谷町
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　③ ドウガネブイブイ
(60W予察灯)

　
月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

5-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
5-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6-2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
6-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
6-4 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
6-5 0 0 0 1 0 0 3 1 0 1 1 4
6-6 0 1 0 1 1 3 7 1 0 4 1 3
7-1 0 1 0 4 1 2 12 2 2 1 1 1
7-2 1 1 0 6 1 0 5 2 4 4 2 0
7-3 2 1 0 1 1 0 7 3 1 6 0 0
7-4 1 1 0 2 1 0 22 1 3 14 1 1
7-5 3 0 0 2 1 2 8 2 2 7 2 5
7-6 0 1 1 1 1 1 2 2 2 2 1 2
8-1 0 1 0 0 1 1 4 3 0 11 2 1
8-2 1 1 0 -※ 1 1 4 1 1 2 2 1
8-3 1 1 0 - 1 0 3 1 1 7 1 0
8-4 0 0 0 - 0 0 1 1 2 1 1 6
8-5 0 1 0 - 0 0 4 1 1 2 2 6
8-6 0 1 1 - 1 5 0 0 1 3 1 4
9-1 0 0 1 - 0 2 0 0 0 0 0 0
9-2 0 0 0 - 0 0 1 0 0 0 0 0
9-3 0 0 0 - 0 1 0 0 0 0 0 1
9-4 0 0 0 - 0 0 0 0 1 1 0 1
9-5 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0
9-6 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0 0 0

5月計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
6月計 0 1 0 2 1 3 11 3 1 5 3 7
7月計 7 5 1 16 6 5 56 11 14 34 6 9
8月計 2 3 1 0 4 7 16 6 6 26 8 18
9月計 0 0 1 0 1 3 1 0 1 1 0 2
合計 9 10 3 18 11 18 84 21 22 67 17 36

※）宇都宮市瓦谷町予察灯は、故障の為８月第１半旬で調査終了とした。

大田原市 宇都宮市瓦谷町 小山市 栃木市大塚町
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４）野菜類病害虫調査結果
(1)いちご

　 炭疽病 灰色か
び病

うどん
こ病

萎黄病 アブラ
ムシ類

ハダニ
類

コナジ
ラミ類

ハスモ
ンヨト
ウ幼虫

シロイ
チモジ
ヨトウ
幼虫

アザミ
ウマ類

アザミ
ウマ類
（花）

備考

発生ほ場数(か所) 7 5 5 5 3 37 15 0 0 - 5 ９～１２日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 10.9 7.8 7.8 7.8 4.7 57.8 23.4 0.0 0.0 - 7.8 総調査ほ場数: 64か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 6.9 4.1 10.8 10.3 6.5 54.6 36.2 0.0 - - 11.4 総調査株数: 1,600株  (総調査花数: 3,200花)

発生株数（株） 0 0 4 0 6 293 25 0 0 - 15 (調査株数：1ほ場25株 (調査花数：1ほ場50花))

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 0.3 0.0 0.4 18.3 1.6 0.0 0.0 - 0.5

株率 平　　年　　値　（％） 0.0 0.1 0.5 0.1 0.7 20.0 4.6 0.0 - - 0.3 本ぽ
概　　評 平年並 平年並 平年並 やや少 平年並 平年並 平年並 少 少 - 平年並

発生ほ場数(か所) 3 9 2 3 5 33 17 0 0 - 3 １～７日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 4.7 14.1 3.1 4.7 7.8 51.6 26.6 0.0 0.0 - 4.7 総調査ほ場数: 64か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 5.5 10.1 5.9 7.9 7.8 57.3 32.2 0.6 - - 18.2 総調査株数: 1,600株  (総調査花数: 3,200花)

発生株数（株） 0 1 0 0 10 261 26 0 0 - 8 (調査株数：1ほ場25株 (調査花数：1ほ場50花))

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.1 0.0 0.0 0.6 16.3 1.6 0.0 0.0 - 0.3

株率 平　　年　　値　（％） 0.0 0.4 0.3 0.0 0.8 19.6 5.5 0.0 - - 1.4 本ぽ
概　　評 やや少 平年並 やや少 やや少 平年並 平年並 平年並 少 少 - やや少

発生ほ場数(か所) 2 5 3 2 5 31 25 0 0 - 10 １～７日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 3.1 7.8 4.7 3.1 7.8 48.4 39.1 0.0 0.0 - 15.6 総調査ほ場数: 64か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 4.9 18.3 5.7 11.9 6.5 53.9 31.5 0.0 - - 27.8 総調査株数: 1,600株  (総調査花数: 3,200花)

発生株数（株） 0 0 0 0 17 152 48 0 0 - 39 (調査株数：1ほ場25株 (調査花数：1ほ場50花))

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 9.5 3.0 0.0 0.0 - 1.2

株率 平　　年　　値　（％） 0.0 1.3 0.3 0.1 0.7 17.2 6.0 0.0 - - 2.2 本ぽ
概　　評 やや少 やや少 やや少 やや少 平年並 平年並 平年並 少 少 - やや少

発生ほ場数(か所) 2 0 0 0 13 30 18 0 0 - 37 ４～１３日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 3.1 0.0 0.0 0.0 20.3 46.9 28.1 0.0 0.0 - 57.8 総調査ほ場数: 64か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 3.2 12.5 6.7 7.0 12.6 59.0 34.5 0.1 - - 54.3 総調査株数: 1,600株  (総調査花数: 3,200花)

発生株数（株） 0 0 0 0 34 185 58 0 0 - 194 (調査株数：1ほ場25株 (調査花数：1ほ場50花))

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 2.1 11.6 3.6 0.0 0.0 - 6.1

株率 平　　年　　値　（％） 0.0 0.9 0.6 0.1 1.5 20.0 8.0 0.0 - - 5.0 本ぽ
概　　評 やや少 少 少 少 やや多 平年並 平年並 少 少 - 平年並

発生ほ場数(か所) 0 0 8 0 18 27 9 0 0 1 - １～１１日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 14.5 0.0 32.7 49.1 16.4 0.0 0.0 1.8 - 総調査ほ場数: 55か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 1.8 0.8 40.3 1.0 34.3 66.1 30.4 0.7 0.0 4.0 - 総調査株数: 1,375株

発生株数（株） 0 0 40 0 173 161 11 0 0 2 - (調査株数：1ほ場25株)

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 2.9 0.0 12.6 11.7 0.8 0.0 0.0 0.1 -

株率 平　　年　　値　（％） 0.0 0.0 7.3 0.0 6.5 23.2 4.1 0.0 0.0 0.2 - 親株
概　　評 少 少 やや少 少 やや多 平年並 やや少 少 少 やや少 -

発生ほ場数(か所) 0 0 11 0 6 21 5 0 0 1 - ２～１２日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 19.3 0.0 10.5 36.8 8.8 0.0 0.0 1.8 - 総調査ほ場数: 57か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 2.8 0.9 45.4 0.5 18.4 45.3 24.7 0.9 0.0 4.7 - 総調査株数: 1,425株

発生株数（株） 0 0 27 0 20 153 4 0 0 0 - (調査株数：1ほ場25株)

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 1.9 0.0 1.4 10.7 0.3 0.0 0.0 0.0 -

株率 平　　年　　値　（％） 0.0 0.0 7.6 0.0 2.4 11.3 2.7 0.0 0.0 0.2 - 親株・育苗床
概　　評 少 少 やや少 少 やや少 平年並 やや少 少 少 やや少 -

発生ほ場数(か所) 0 0 1 0 9 14 1 3 0 0 - ３～１０日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 1.7 0.0 15.3 23.7 1.7 5.1 0.0 0.0 - 総調査ほ場数: 59か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 7.6 0.0 8.8 0.2 19.2 32.6 7.6 2.6 0.0 0.7 - 総調査株数: 1,475株

発生株数（株） 0 0 0 0 51 48 0 1 0 0 - (調査株数：1ほ場25株)

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 3.5 3.3 0.0 0.1 0.0 0.0 -

株率 平　　年　　値　（％） 0.3 0.0 0.7 0.0 3.3 7.6 0.3 0.1 0.0 0.0 - 育苗床
概　　評 少 少 少 少 平年並 平年並 やや少 やや多 少 少 -

発生ほ場数(か所) 2 0 0 0 4 0 1 4 0 0 - ５～１３日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 3.7 0.0 0.0 0.0 7.4 0.0 1.9 7.4 0.0 0.0 - 総調査ほ場数: 54か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 10.6 0.0 5.9 3.1 7.1 21.7 6.4 8.3 0.0 1.0 - 総調査株数: 1,350株

発生株数（株） 0 0 0 0 11 0 1 5 0 0 - (調査株数：1ほ場25株)

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.1 0.4 0.0 0.0 -

株率 平　　年　　値　（％） 0.4 0.0 0.4 0.1 0.7 4.9 0.3 0.5 0.0 0.0 - 育苗床・本ぽ
概　　評 やや少 少 少 少 平年並 少 やや少 平年並 少 少 -

発生ほ場数(か所) 3 0 1 0 2 2 3 5 0 - 10 ４～１１日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 4.8 0.0 1.6 0.0 3.2 3.2 4.8 7.9 0.0 - 100.0 総調査ほ場数： 64か所、花調査ほ場数： 21か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 8.3 0.0 11.6 5.1 13.2 28.8 24.4 14.0 0.0 - - 総調査株数: 1,600株  (総調査花数: 3,200花)

発生株数（株） 4 0 1 0 6 5 3 5 0 - 6 (調査株数：1ほ場25株 (調査花数：1ほ場50花))

発生 発　生　株　率　（％） 0.3 0.0 0.1 0.0 0.4 0.3 0.2 0.3 0.0 - 1.2

株率 平　　年　　値　（％） 0.2 0.0 2.7 0.1 1.6 7.9 1.4 1.1 0.0 - - 本ぽ
概　　評 平年並 少 少 少 やや少 少 少 やや少 少 - -

発生ほ場数(か所) 14 0 2 3 7 7 4 9 0 - 14 １～８日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 22.2 0.0 3.2 4.8 11.1 11.1 6.3 14.3 0.0 - 100.0 総調査ほ場数： 64か所、花調査ほ場数： 63か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 11.2 0.1 20.2 9.7 15.8 33.2 30.4 9.7 0.0 - 23.0 総調査株数: 1,600株  (総調査花数: 3,150花)

発生株数（株） 8 0 6 0 40 52 8 9 0 - 45 (調査株数：1ほ場25株 (調査花数：1ほ場50花))

発生 発　生　株　率　（％） 0.5 0.0 0.4 0.0 2.5 3.3 0.5 0.6 0.0 - 6.4

株率 平　　年　　値　（％） 0.1 0.0 4.2 0.2 2.5 9.5 2.5 0.5 0.0 - 1.4 本ぽ
概　　評 多 少 少 やや少 平年並 やや少 やや少 やや多 少 - やや多

発生ほ場数(か所) 4 0 2 0 1 15 9 6 0 - 8 ３～１３日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 6.3 0.0 3.2 0.0 1.6 23.8 14.3 9.5 0.0 - 12.7 総調査ほ場数: 63か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 7.2 0.7 17.2 9.9 8.0 45.0 32.6 3.2 0.0 - 10.4 総調査株数: 1,575株  (総調査花数: 3,150花)

発生株数（株） 1 0 3 0 7 148 16 3 0 - 12 (調査株数：1ほ場25株 (調査花数：1ほ場50花))

発生 発　生　株　率　（％） 0.1 0.0 0.2 0.0 0.4 9.4 1.0 0.2 0.0 - 0.4

株率 平　　年　　値　（％） 0.0 0.0 1.6 0.2 1.1 14.0 4.6 0.1 0.0 - 0.3 本ぽ
概　　評 平年並 少 少 少 やや少 やや少 やや少 多 少 - 平年並

※アザミウマ類の花調査はH23.1～のため、平年値は過去7年の平均値。シロイチモジヨトウの調査はH28.6～のため、平年値は前年値。

１月

２月

３月

４月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月
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(2)トマト

　 灰色か
び病

疫病 葉かび
病

すすか
び病

うどん
こ病

黄化葉
巻病

モザイ
ク病

アブラ
ムシ類

コナジ
ラミ類
(葉率)

アザミ
ウマ類
(花率)

ハモグ
リバエ
類幼虫

タバコ
ガ類幼
虫およ
び被害

ハスモ
ンヨト
ウ幼虫 備考

発生ほ場数(か所) 5 2 3 0 0 0 0 0 0 - 0 0 0 ９～１２日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 25.0 10.0 15.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 20か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 18.6 1.0 11.6 8.8 6.0 9.1 0.0 0.0 18.3 - 0.5 0.0 0.5 総調査株数: 1,000株

発生株数（株） 2 0 44 0 0 0 0 0 0 - 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.2 0.0 4.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 1.3 0.0 2.0 0.8 1.6 0.3 0.0 0.0 0.9 - 0.1 0.0 0.0 冬春トマト

概　　評 やや少 平年並 やや多 少 - 少 少 少 少 - 少 少 少

発生ほ場数(か所) 4 0 2 0 2 1 0 0 6 - 0 0 0 １～７日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 17.4 0.0 8.7 0.0 8.7 4.3 0.0 0.0 26.1 - 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 23か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 29.5 0.9 9.0 3.8 8.8 9.1 0.4 0.9 19.1 - 0.5 0.0 0.0 総調査株数: 1,150株

発生株数（株） 4 0 11 0 7 0 0 0 4 - 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.3 0.0 1.0 0.0 0.6 0.0 0.0 0.0 0.2 - 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 2.8 0.0 1.6 0.3 0.8 0.1 0.0 0.0 1.6 - 0.0 0.0 0.0 冬春トマト

概　　評 やや少 少 平年並 少 - やや少 少 少 やや少 - 少 少 少

発生ほ場数(か所) 11 1 2 0 2 0 0 0 5 - 0 0 0 １～７日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 47.8 4.3 8.7 0.0 8.7 0.0 0.0 0.0 21.7 - 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 23か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 48.1 0.9 12.8 2.2 6.9 11.9 0.0 0.0 19.3 - 0.5 0.0 0.0 総調査株数: 1,150株

発生株数（株） 8 0 31 0 0 0 0 0 2 - 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.7 0.0 2.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 - 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 5.5 0.0 2.9 0.1 0.4 0.2 0.0 0.0 1.5 - 0.0 0.0 0.0 冬春トマト

概　　評 やや少 平年並 平年並 少 - 少 少 少 やや少 - 少 少 少

発生ほ場数(か所) 10 0 1 0 3 0 0 0 4 - 1 0 0 ４～１６日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 43.5 0.0 4.3 0.0 13.0 0.0 0.0 0.0 17.4 - 4.3 0.0 0.0 総調査ほ場数: 23か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 55.5 0.0 15.1 2.3 10.0 9.0 0.5 4.1 26.9 - 1.3 0.0 0.0 総調査株数: 1,150株

発生株数（株） 48 0 21 0 42 0 0 0 20 - 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 4.2 0.0 1.8 0.0 3.7 0.0 0.0 0.0 0.9 - 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 7.7 0.0 3.9 0.1 2.4 0.5 0.0 0.3 2.3 - 0.1 0.0 0.0 冬春トマト

概　　評 平年並 少 やや少 少 - 少 少 少 平年並 - 平年並 少 少

発生ほ場数(か所) 13 0 2 0 6 0 0 0 6 - 1 0 0 ２～９日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 56.5 0.0 8.7 0.0 26.1 0.0 0.0 0.0 26.1 － 4.3 0.0 0.0 総調査ほ場数: 23か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 56.6 0.0 21.8 3.0 24.4 6.3 0.0 7.3 28.6 - 3.2 0.0 0.0 総調査株数: 1,150株

発生株数（株） 32 0 32 0 131 0 0 0 21 - 2 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 2.8 0.0 2.8 0.0 11.4 0.0 0.0 0.0 0.9 － 0.2 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 10.6 0.0 7.5 0.4 5.8 0.6 0.0 0.3 3.4 - 0.2 0.0 0.0 冬春トマト

概　　評 平年並 少 やや少 少 - 少 少 少 平年並 - 平年並 少 少

発生ほ場数(か所) 0 0 0 1 0 0 0 2 6 2 3 0 0 ４～１１日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.00 0.0 8.3 0.0 0.0 0.0 16.7 50.0 16.7 25.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 12か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 13.4 0.00 6.4 8.0 14.4 0.0 0.0 11.7 41.5 14.7 9.3 3.3 0.0 総調査株数: 600株

発生株数（株） 0 0 0 5 0 0 0 10 2 9 4 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.00 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0 1.7 0.2 0.8 0.7 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 0.8 0.00 2.9 0.7 2.1 0.0 0.0 0.6 2.7 0.8 1.0 0.0 0.0 夏秋トマト

概　　評 少 少 少 平年並 - 少 少 やや多 やや少 - やや多 少 少

発生ほ場数(か所) 0 0 0 3 4 0 0 1 9 5 1 1 0 ２～１１日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.00 0.0 25.0 33.3 0.0 0.0 8.3 75.0 41.7 8.3 8.3 0.0 総調査ほ場数: 12か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 25.6 0.00 16.1 24.5 51.7 0.8 0.0 4.7 53.3 10.6 16.3 7.7 0.0 総調査株数: 600株

発生株数（株） 0 0 0 47 51 0 0 0 64 60 3 1 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.00 0.0 7.8 8.5 0.0 0.0 0.0 5.3 5.0 0.5 0.2 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 3.2 0.00 7.0 6.9 13.1 0.0 0.0 0.1 4.4 1.0 0.9 0.2 0.0 夏秋トマト

概　　評 少 少 少 平年並 - 少 少 平年並 やや多 - やや少 平年並 少

発生ほ場数(か所) 0 0 0 4 2 0 0 0 6 0 2 3 0 ３～７日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.00 0.0 40.0 20.0 0.0 0.0 0.0 60.0 0.0 20.0 30.0 0.0 総調査ほ場数: 10か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 30.5 0.00 26.6 31.3 33.2 1.0 0.0 4.9 73.3 5.7 24.4 13.7 0.0 総調査株数: 500株

発生株数（株） 0 0 0 150 28 0 0 0 44 0 7 10 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.00 0.0 30.0 5.6 0.0 0.0 0.0 4.4 0.0 1.4 2.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 9.6 0.00 15.1 14.7 8.6 0.1 0.0 0.2 17.5 0.0 2.0 0.2 0.0 夏秋トマト

概　　評 少 少 少 平年並 - 少 少 少 平年並 - 平年並 多 少

発生ほ場数(か所) 0 0 0 2 0 6 0 0 4 - 1 0 0 ２～１１日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 0.0 12.5 0.0 37.5 0.0 0.0 25.0 - 6.3 0.0 0.0 総調査ほ場数: 16か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 2.2 2.3 10.7 17.1 11.3 5.4 0.0 0.0 26.1 - 0.0 0.0 2.9 総調査株数: 800株

発生株数（株） 0 0 0 0 0 0 0 0 5 - 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 - 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 0.0 0.0 0.7 2.3 1.1 0.0 0.0 0.0 2.4 - 0.0 0.0 0.1 冬春トマト

概　　評 少 少 少 やや少 - 平年並 少 少 やや少 - 少 少 少

発生ほ場数(か所) 0 0 0 4 1 3 0 0 7 - 0 0 0 １～８日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 0.0 19.0 4.8 14.3 0.0 0.0 33.3 - 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 21か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 2.5 2.1 7.5 14.3 10.1 6.2 0.5 1.9 30.8 - 2.9 1.5 5.2 総調査株数: 1,050株

発生株数（株） 0 0 0 7 0 13 0 0 22 - 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 1.2 0.0 0.0 1.0 - 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 0.0 0.0 1.5 1.7 1.4 0.1 0.0 0.0 1.4 - 0.1 0.0 0.2 冬春トマト

概　　評 少 少 少 平年並 - 多 少 少 平年並 - 少 少 少

発生ほ場数(か所) 3 1 0 4 2 4 0 0 4 - 2 0 0 ３～１３日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 13.0 4.3 0.0 17.4 8.7 17.4 0.0 0.0 17.4 - 8.7 0.0 0.0 総調査ほ場数: 23か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 9.8 1.8 10.2 9.9 8.0 9.1 0.5 1.3 26.6 - 2.1 0.0 2.7 総調査株数: 1,150株

発生株数（株） 0 0 0 3 3 15 0 0 14 - 19 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 1.3 0.0 0.0 0.6 - 1.7 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 0.3 0.1 2.9 1.0 1.3 0.1 0.0 0.0 1.3 - 0.1 0.0 0.1 冬春トマト

概　　評 やや少 平年並 少 平年並 - 多 少 少 平年並 - 多 少 少

６月

※コナジラミ類葉率調査はH26.1～、以前は株率調査のため平年値は参考値。すすかび病調査はH23.7～のため、平年値は過去７年の平均値。アザミウマ類花率調査は、夏秋トマトのみ。また、
平年値は過去7年の平均値。タバコガ類幼虫および被害調査はH28.6～、以前は幼虫調査のため平年値は参考値。

７月

８月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

４月

５月
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(3)なす

　 うどん
こ病

灰色か
び病

(葉率)

青枯病 半身萎
凋病

輪紋病 すすか
び病

(葉率)

アブラ
ムシ類

ハダニ
類

(葉率)

アザミ
ウマ類
(葉率)

ハスモ
ンヨト
ウ幼虫
(葉率)

シロイ
チモジ
ヨトウ
幼虫

(葉率)

タバコ
ガ類幼
虫被害
(果率)

ハモグ
リバエ
類幼虫

コナジ
ラミ類
成幼虫
(葉率) 備考

発生ほ場数(か所) 1 0 0 0 0 0 6 4 6 0 0 0 0 4 １～８日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 44.4 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 44.4 総調査ほ場数: 9か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 13.0 0.9 0.0 1.1 0.0 1.8 57.8 35.9 62.8 1.1 0.0 6.9 43.9 44.4 総調査株数: 450株

発生株・葉数（株・葉） 6 0 0 0 0 0 51 51 57 0 0 0 0 9 （調査株数　50株）

発生 発 生 株・葉 率 （％） 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.3 5.7 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0

株率 平　　年　　値　（％） 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 5.3 3.0 18.9 0.0 0.0 0.1 6.6 5.7

概　　評 平年並 少 少 少 - - やや多 やや多 平年並 少 少 やや少 - -

発生ほ場数(か所) 1 0 0 0 0 0 5 4 5 0 0 0 1 6 ２～１２日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 55.6 44.4 55.6 0.0 0.0 0.0 11.1 66.7 総調査ほ場数: 9か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 22.5 0.0 0.0 4.2 0.0 2.2 25.5 46.0 82.9 2.0 0.0 6.7 7.5 73.2 総調査株数: 450株

発生株・葉数（株・葉） 6 0 0 0 0 0 6 44 68 0 0 0 1 32 （調査株数　50株）

発生 発 生 株・葉 率 （％） 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 4.9 7.6 0.0 0.0 0.0 0.2 3.6

株率 平　　年　　値　（％） 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 1.4 4.7 23.8 0.1 0.0 0.2 0.2 8.7

概　　評 やや少 少 少 少 - - やや多 平年並 平年並 少 少 少 - -

発生ほ場数(か所) 3 0 0 0 0 0 5 5 5 0 0 0 0 7 ３～１０日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 55.6 55.6 55.6 0.0 0.0 0.0 0.0 77.8 総調査ほ場数: 9か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 27.0 0.0 2.2 3.2 2.2 4.6 38.1 46.1 77.2 10.3 0.0 16.8 7.2 86.5 総調査株数: 450株

発生株・葉数（株・葉） 6 0 0 0 0 0 14 14 32 0 0 0 0 34 （調査株数　50株）

発生 発 生 株・葉 率 （％） 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.1 1.6 3.6 0.0 0.0 0.0 0.0 3.8

株率 平　　年　　値　（％） 3.8 0.0 0.1 0.0 0.0 0.5 3.5 9.3 20.2 0.2 0.0 0.5 0.3 12.9

概　　評 平年並 少 少 少 - - やや多 やや少 やや少 少 少 少 - -

発生ほ場数(か所) 6 0 1 0 1 0 2 2 5 0 0 3 1 7 ５～１２日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 66.7 0.0 11.1 0.0 11.1 0.0 22.2 22.2 55.6 0.0 0.0 33.3 11.1 77.8 総調査ほ場数: 9か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 51.4 0.0 5.5 2.2 0.0 29.4 19.6 37.3 66.7 15.8 0.0 16.8 10.3 81.8 総調査株数: 450株

発生株・葉数（株・葉） 76 0 0 0 6 0 4 2 25 0 0 3 10 40 （調査株数　50株）

発生 発 生 株・葉 率 （％） 16.9 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 0.9 0.2 2.8 0.0 0.0 0.3 2.2 4.4

株率 平　　年　　値　（％） 14.0 0.0 0.3 0.1 0.0 5.2 2.2 8.1 13.1 0.6 0.0 0.7 2.6 10.0

概　　評 平年並 少 平年並 少 - - 平年並 やや少 平年並 少 少 やや多 - -

６月

７月

８月

９月

※灰色かび病･アザミウマ類･ハスモンヨトウ幼虫葉率調査はH28.6～、すすかび病･ハダニ類･コナジラミ類葉率調査はH26.6～、以前は株率調査のため平年値は参考値。タバコガ類
幼虫被害果率調査はH28.6～、以前は幼虫寄生株率調査のため平年値は参考値。シロイチモジヨトウ調査はH28．6～のため平年値は昨年値。
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(4)きゅうり

　 灰色かび
病

(株率）

べと病 うどん
こ病

褐斑病 疫病
(株率）

モザイ
ク病

(株率）

黄化え
そ病

(株率）

アブラ
ムシ類

アザミ
ウマ類

ハモグ
リバエ
類幼虫

コナジ
ラミ類

ハダニ
類

ハスモン
ヨトウ幼

虫
(株率）

備考

発生ほ場数(か所) 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ９～１２日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 10.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 10か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 0.0 7.3 33.7 10.1 0.0 0.0 13.4 2.4 12.3 1.0 8.9 0.0 0.0 総調査葉数: 1,000葉

発生葉・株数（葉・株） 0 0 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 （調査葉数：1ほ場100葉）

発生 発 生 葉・株 率 （％） 0.0 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 （調査株数：1ほ場25株）

葉率 平　　年　　値　（％） 0.0 1.9 2.6 2.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 0.0 0.4 0.0 0.0

概　　評 少 やや少 やや少 少 少 - 少 少 少 少 少 - 少

発生ほ場数(か所) 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 １～７日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 8か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 0.0 8.4 26.8 15.3 0.0 0.0 10.7 2.2 17.6 2.1 7.8 1.0 0.0 総調査葉数: 800葉

発生葉・株数（葉・株） 0 0 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 （調査葉数：1ほ場100葉）

発生 発 生 葉・株 率 （％） 0.0 0.0 3.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 （調査株数：1ほ場25株）

葉率 平　　年　　値　（％） 0.0 0.7 1.5 2.5 0.0 0.0 0.0 0.1 1.5 0.0 0.1 0.0 0.0

概　　評 少 少 やや多 少 少 - 少 少 少 少 少 - 少

発生ほ場数(か所) 0 0 5 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 １～６日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 55.6 0.0 0.0 0.0 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 9か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 6.3 14.1 34.6 23.2 0.0 0.9 15.8 1.3 22.8 3.4 14.3 0.0 1.0 総調査葉数: 900葉

発生葉・株数（葉・株） 0 0 46 0 0 0 6 6 0 0 0 0 0 （調査葉数：1ほ場100葉）

発生 発 生 葉・株 率 （％） 0.0 0.0 5.1 0.0 0.0 0.0 2.7 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 （調査株数：1ほ場25株）

葉率 平　　年　　値　（％） 0.3 1.3 4.0 4.0 0.0 0.0 0.9 0.0 1.8 0.0 0.2 0.0 0.0

概　　評 少 少 やや多 少 少 - やや多 多 少 少 少 - 少

発生ほ場数(か所) 0 2 7 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 ４～１３日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 20.0 70.0 0.0 0.0 0.0 10.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 10か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 0.9 19.6 47.3 27.7 0.0 0.0 14.3 3.6 36.3 2.0 11.6 5.4 0.0 総調査葉数: 1,000葉

発生葉・株数（葉・株） 0 2 148 0 0 0 3 7 0 0 0 0 0 （調査葉数：1ほ場100葉）

発生 発 生 葉・株 率 （％） 0.0 0.2 14.8 0.0 0.0 0.0 1.2 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 （調査株数：1ほ場25株）

葉率 平　　年　　値　（％） 0.0 2.9 7.8 5.8 0.0 0.0 1.0 0.2 6.0 0.0 0.7 0.3 0.0

概　　評 少 やや少 やや多 少 少 - 平年並 多 少 少 少 - 少

発生ほ場数(か所) 0 3 8 0 0 0 1 1 0 0 0 2 0 ７～９日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 30.0 80.0 0.0 0.0 0.0 10.0 10.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 総調査ほ場数: 10か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 2.0 42.4 48.2 18.6 0.0 0.0 9.2 4.6 30.2 2.5 14.0 9.4 0.0 総調査葉数: 1,000葉

発生葉・株数（葉・株） 0 30 353 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 （調査葉数：1ほ場100葉）

発生 発 生 葉・株 率 （％） 0.0 3.0 35.3 0.0 0.0 0.0 0.8 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 （調査株数：1ほ場25株）

葉率 平　　年　　値　（％） 0.0 7.3 8.7 2.9 0.0 0.0 0.7 0.3 6.0 0.1 0.5 0.5 0.0

概　　評 少 平年並 やや多 少 少 - 平年並 やや多 少 少 少 - 少

発生ほ場数(か所) 0 4 5 0 0 0 0 0 2 0 1 1 1 ４、５日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 40.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 10.0 10.0 10.0 総調査ほ場数: 10か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 0.0 47.2 77.7 14.4 0.0 0.8 15.4 12.7 64.8 1.8 20.5 13.0 0.8 総調査葉数: 1,000葉

発生葉・株数（葉・株） 0 81 148 0 0 0 0 0 3 0 1 8 0 （調査葉数：1ほ場100葉）

発生 発 生 葉・株 率 （％） 0.0 8.1 14.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.1 0.8 0.0 （調査株数：1ほ場25株）

葉率 平　　年　　値　（％） 0.0 9.1 22.2 2.2 0.0 0.0 3.7 1.1 11.9 0.0 1.2 0.7 0.0

概　　評 少 平年並 平年並 少 少 - 少 少 やや少 少 やや少 - 平年並

発生ほ場数(か所) 0 3 2 0 0 1 0 0 0 1 2 1 0 ６～１２日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 75.0 50.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 25.0 50.0 25.0 0.0 総調査ほ場数: 4か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 2.2 51.5 78.3 28.4 0.0 2.8 25.0 5.6 61.6 2.4 39.1 6.3 2.2 総調査葉数: 400葉

発生葉・株数（葉・株） 0 93 70 0 0 1 0 0 0 1 11 1 0 （調査葉数：1ほ場100葉）

発生 発 生 葉・株 率 （％） 0.0 23.3 17.5 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.3 2.8 0.3 0.0 （調査株数：1ほ場25株）

葉率 平　　年　　値　（％） 0.1 8.9 20.4 4.9 0.0 0.0 5.2 0.1 18.0 0.0 1.6 1.0 0.1

概　　評 少 やや多 平年並 少 少 - 少 少 少 - 平年並 - 少

発生ほ場数(か所) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ３～６日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 3か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 0.0 30.8 64.5 5.0 0.0 0.0 29.8 5.7 38.3 2.9 63.6 0.0 0.0 総調査葉数: 300葉

発生葉・株数（葉・株） 0 0 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 （調査葉数：1ほ場100葉）

発生 発 生 葉・株 率 （％） 0.0 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 （調査株数：1ほ場25株）

葉率 平　　年　　値　（％） 0.0 0.9 11.8 0.0 0.0 0.0 3.4 0.1 2.0 0.0 5.4 0.0 0.0

概　　評 少 少 やや少 少 少 - 少 少 少 - 少 - 少

発生ほ場数(か所) 0 2 7 1 0 0 0 2 2 0 5 1 0 ６～１３日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 16.7 58.3 8.3 0.0 0.0 0.0 16.7 16.7 0.0 41.7 8.3 0.0 総調査ほ場数: 12か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 0.0 31.1 49.8 15.6 0.0 0.8 13.5 2.7 44.8 23.0 59.8 0.8 14.1 総調査葉数: 1,200葉

発生葉・株数（葉・株） 0 27 181 2 0 0 0 3 2 0 12 8 0 （調査葉数：1ほ場100葉）

発生 発 生 葉・株 率 （％） 0.0 2.3 15.1 0.2 0.0 0.0 0.0 0.3 0.2 0.0 1.0 0.7 0.0 （調査株数：1ほ場25株）

葉率 平　　年　　値　（％） 0.0 1.4 5.1 1.2 0.0 0.0 1.5 0.2 4.0 1.8 5.5 0.0 0.5

概　　評 少 平年並 やや多 やや少 少 - 少 多 やや少 少 やや少 - 少

発生ほ場数(か所) 0 6 4 1 0 2 1 0 4 1 3 0 0 ２～１１日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 60.0 40.0 10.0 0.0 20.0 10.0 0.0 40.0 10.0 30.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 10か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 0.0 50.6 65.4 38.6 0.0 1.7 36.6 2.8 59.9 19.0 70.2 1.7 7.2 総調査葉数: 1,000葉

発生葉・株数（葉・株） 0 70 114 11 0 0 7 0 8 0 3 0 0 （調査葉数：1ほ場100葉）

発生 発 生 葉・株 率 （％） 0.0 7.0 11.4 1.1 0.0 0.0 2.8 0.0 0.8 0.0 0.3 0.0 0.0 （調査株数：1ほ場25株）

葉率 平　　年　　値　（％） 0.0 8.7 14.7 7.2 0.0 0.0 4.1 0.1 13.4 1.4 8.0 0.2 0.1

概　　評 少 平年並 平年並 やや少 少 - やや少 少 やや少 やや少 やや少 - 少

発生ほ場数(か所) 0 8 6 2 0 2 2 0 1 0 4 0 0 １～８日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 80.0 60.0 20.0 0.0 20.0 20.0 0.0 10.0 0.0 40.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 10か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 0.0 48.1 64.1 36.9 0.0 1.0 42.4 0.0 50.0 8.1 58.0 1.0 5.6 総調査葉数: 1,000葉

発生葉・株数（葉・株） 0 138 124 9 0 8 5 0 3 0 43 0 0 （調査葉数：1ほ場100葉）

発生 発 生 葉・株 率 （％） 0.0 13.8 12.4 0.9 0.0 3.2 2.0 0.0 0.3 0.0 4.3 0.0 0.0 （調査株数：1ほ場25株）

葉率 平　　年　　値　（％） 0.0 9.7 11.6 9.1 0.0 0.0 2.8 0.0 8.4 0.5 5.1 0.0 0.1

概　　評 少 やや多 平年並 やや少 少 - やや少 少 やや少 少 平年並 - 少

発生ほ場数(か所) 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 ３～１２日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 33.3 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 総調査ほ場数: 6か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 2.0 19.9 31.1 16.6 0.0 2.5 12.7 6.5 16.0 4.2 21.5 5.8 2.0 総調査葉数: 600葉

発生葉・株数（葉・株） 0 26 2 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 （調査葉数：1ほ場100葉）

発生 発 生 葉・株 率 （％） 0.0 4.3 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 （調査株数：1ほ場25株）

葉率 平　　年　　値　（％） 0.0 2.4 1.9 4.2 0.0 0.0 0.1 0.1 1.0 0.1 0.8 0.0 0.0

概　　評 少 やや多 やや少 少 少 - 少 少 少 少 平年並 - 少

１月

２月

３月

４月

９月

１１月

１２月

５月

６月

７月

８月

１０月
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(5)にら

　 白斑葉
枯病

乾腐病 さび病 株腐細
菌病

ネダニ
類

アザミ
ウマ類 備考

発生ほ場数(か所) 0 0 0 0 0 0 ９～１１日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 18か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 12.7 2.5 0.0 0.0 26.4 3.1 総調査株数: 900株

発生株数（株） 0 0 0 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 1.1 0.0 0.0 0.0 2.3 0.1

概　　評 少 少 少 少 少 -

発生ほ場数(か所) 0 0 0 0 9 0 １～６日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 47.4 0.0 総調査ほ場数: 19か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 15.4 5.0 0.0 0.0 23.8 3.0 総調査株数: 950株

発生株数（株） 0 0 0 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 1.8 0.1 0.0 0.0 2.1 0.2

概　　評 少 少 少 少 平年並 -

発生ほ場数(か所) 0 0 0 0 6 0 １～７日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 31.6 0.0 総調査ほ場数: 19か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 20.1 4.7 0.0 0.0 18.1 2.4 総調査株数: 950株

発生株数（株） 0 0 0 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 3.7 0.0 0.0 0.0 1.4 0.3

概　　評 少 少 少 少 平年並 -

発生ほ場数(か所) 2 0 4 0 0 0 ２～１０日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 11.8 0.0 23.5 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 17か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 10.4 1.7 4.5 0.0 23.5 15.0 総調査株数: 850株

発生株数（株） 0 0 56 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 6.6 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 0.1 0.0 3.1 0.0 0.9 1.5

概　　評 やや少 少 多 少 少 -

発生ほ場数(か所) 0 0 0 0 2 0 ５～８日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0 総調査ほ場数: 18か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 16.5 2.9 1.9 0.0 19.1 10.3 総調査株数: 900株

発生株数（株） 0 0 0 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 1.5 0.0 0.2 0.0 0.4 2.1

概　　評 少 少 少 少 やや少 -

発生ほ場数(か所) 0 0 1 0 1 0 ３～１０日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 6.3 0.0 6.3 0.0 総調査ほ場数: 16か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 14.8 6.6 0.0 0.0 21.4 9.4 総調査株数: 800株

発生株数（株） 0 0 2 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 6.7 0.1 0.0 0.0 1.2 1.8

概　　評 少 少 多 少 やや少 -

※株率調査はH23.9～のため平年値は過去6年の平均値。

１１月

１２月

１月

２月

３月

１０月
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(6)ねぎ

　 さび病 べと病 黒斑病 軟腐病 萎縮病 アブラ
ムシ類

アザミ
ウマ類

ハモグ
リバエ
類幼虫

ハスモ
ンヨト
ウ幼虫

ネギコ
ガ幼虫 備考

発生ほ場数(か所) 3 0 8 0 0 0 8 0 0 0 ４～１２日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 37.5 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 8か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 44.7 16.4 65.3 0.0 0.0 4.7 84.5 5.8 1.2 8.0 総調査株数: 400株

発生株数（株） 23 0 113 0 0 0 400 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 5.8 0.0 28.3 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 13.6 1.3 9.4 0.0 0.0 2.3 52.0 0.7 0.0 0.5

概　　評 平年並 少 やや多 - 少 少 やや多 少 少 少

発生ほ場数(か所) 0 0 7 0 0 0 6 0 0 0 ３～６日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 87.5 0.0 0.0 0.0 75.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 8か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 12.3 12.0 83.8 0.6 0.0 1.1 89.2 1.3 0.0 3.1 総調査株数: 400株

発生株数（株） 0 0 149 0 0 0 210 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 37.3 0.0 0.0 0.0 52.5 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 1.0 2.8 19.8 0.0 0.0 0.0 61.0 0.2 0.0 0.1

概　　評 少 少 やや多 - 少 少 平年並 少 少 少

発生ほ場数(か所) 0 0 8 0 0 0 6 2 0 0 ７～１２日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 75.0 25.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 8か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 4.0 8.2 89.0 1.4 0.0 1.7 83.1 7.3 7.7 1.3 総調査株数: 400株

発生株数（株） 0 0 97 0 0 0 116 15 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 24.3 0.0 0.0 0.0 29.0 3.8 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 0.4 1.1 25.4 0.0 0.0 0.1 45.7 0.6 0.3 0.0

概　　評 少 少 平年並 - 少 少 平年並 多 少 少

発生ほ場数(か所) 0 0 8 0 0 0 2 0 0 0 ４、５日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 8か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 29.5 4.8 89.7 0.0 0.0 7.4 73.4 4.9 9.7 1.7 総調査株数: 400株

発生株数（株） 0 0 106 0 0 0 46 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 26.5 0.0 0.0 0.0 11.5 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 4.1 0.5 20.9 0.0 0.0 0.2 41.4 0.0 0.3 0.0

概　　評 少 少 平年並 - 少 少 やや少 少 少 少

　発生ほ場率と発生株率の発生程度は、過去１０年の平均値と比較して評価しています。
　各月の概評は、病害虫の発生ほ場率、発生株率から評価した結果です。
　－：非評価

８月

９月

１０月

７月
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(7)たまねぎ

　 さび病 べと病 白色疫
病

黒斑病 灰色か
び病

黒点葉
枯病

ボトリ
チス葉
枯病

アブラ
ムシ類

アザミ
ウマ類

ハモグ
リバエ

類 備考

発生ほ場数(か所) 0 5 0 0 0 0 0 0 1 0 ４～１２日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 62.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 0.0 総調査ほ場数: 8か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 0.0 17.5 - 3.6 0.0 25.6 0.0 16.5 47.4 0.0 総調査株数: 400株

発生株数（株） 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 0.0 1.0 - 0.2 0.0 5.3 0.0 0.7 11.3 0.0

概　　評 少 やや多 少 少 - - - - やや少 -

発生ほ場数(か所) 0 5 0 0 0 0 0 0 5 0 ８、９日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 62.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 62.5 0.0 総調査ほ場数: 8か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 2.5 42.2 - 11.3 0.0 11.3 0.0 7.5 90.6 2.7 総調査株数: 400株

発生株数（株） 0 13 0 0 0 0 0 0 95 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 23.8 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 0.1 8.6 - 3.7 0.0 2.0 0.0 0.6 59.8 0.0

概　　評 少 平年並 少 少 - - - - 平年並 -

※白色疫病の調査は、H28.4～のため平年値はない。

４月

５月
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(8)キャベツ

　 黒腐病 菌核病 アブラ
ムシ類

モンシ
ロチョ
ウ幼虫
（アオ
ムシ）

ハスモ
ンヨト
ウ幼虫

オオタ
バコガ
幼虫

コナガ
幼虫

ヨトウ
ムシ

（ヨト
ウガ類
幼虫）

備考

発生ほ場数(か所) 0 0 0 0 0 0 0 0 ２５日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 4か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 0.0 0.0 5.3 15.1 31.6 12.0 1.4 3.7 総調査株数: 100株

発生株数（株） 0 0 0 0 0 0 0 0 （調査株数：1ほ場25株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 0.0 0.0 0.1 1.1 0.9 0.7 0.0 0.1

概　　評 少 少 少 - 少 少 少 少

発生ほ場数(か所) 3 0 0 0 0 1 0 0 １５日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 75.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 4か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 0.0 2.0 15.7 3.3 17.1 10.0 2.5 3.3 総調査株数: 100株

発生株数（株） 7 0 0 0 0 0 0 0 （調査株数：1ほ場25株）

発生 発　生　株　率　（％） 7.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 0.0 0.0 2.9 0.2 2.0 0.5 0.0 0.2

概　　評 - 少 少 - 少 平年並 少 少

※株率調査はH23.9～のため、平年値は過去6年の平均値。

１０月

９月
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(9)レタス

　 灰色か
び病

菌核病 軟腐病 アブラ
ムシ類

オオタ
バコガ
幼虫

ヨトウ
ムシ
(ヨト
ウガ類
幼虫)

ハスモ
ンヨト
ウ幼虫

シロイ
チモジ
ヨトウ
幼虫

備考

発生ほ場数(か所) 0 0 0 0 0 0 0 0 ２５日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 4か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.5 - 総調査株数: 100株

発生株数（株） 0 0 0 0 0 0 0 0 （調査株数：1ほ場25株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 -

概　　評 少 少 少 少 少 少 少 少

発生ほ場数(か所) 0 0 0 0 0 0 0 0 １５日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 4か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 0.0 5.0 4.2 3.3 0.0 0.0 0.0 - 総調査株数: 100株

発生株数（株） 0 0 0 0 0 0 0 0 （調査株数：1ほ場25株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 -

概　　評 少 少 少 少 少 少 少 少

９月

※シロイチモジヨトウの調査はH28～のため平年値なし。株率調査はH23.9～のため平年値は過去6年の平均値｡

１０月
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５）果樹類病害虫調査結果
（１）なし

　 黒星病 黒星病
(果実)

黒斑病 赤星病 輪紋病
(果実)

火傷病 ハダニ
類

ハマキ
ムシ類
被害枝

率

サビダ
ニ類被
害枝率

アブラ
ムシ類
寄生枝

率

シンク
イムシ

類
(果実)

カメム
シ類

(果実)
備考

発生ほ場数(か所) 0 0 0 0 0 0 0 0 2 17 0 3 ７～９日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.1 60.7 0.0 10.7 総調査ほ場数: 28か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 9.5 0.0 0.0 3.3 0.0 0.0 0.7 0.5 24.3 66.8 0.0 0.0 総調査葉数: 11,200葉

５月 発生葉数（葉） 0 0 0 0 0 0 0 0 15 161 0 0 （調査葉数：1ほ場400葉）

発生 発　生　葉　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 5.8 0.0 0.0 総調査枝: 2,800枝・果実達観

葉率 平　　年　　値　（％） 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 6.9 0.0 0.0 （調査枝:1ほ場100枝・果実達観）

概　　評 少 やや少 少 少 - - 少 少 - 平年並 少 少

発生ほ場数(か所) 1 0 0 1 0 0 0 1 15 15 0 0 １～８日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 3.7 0.0 0.0 3.7 0.0 0.0 0.0 3.7 55.6 55.6 0.0 0.0 総調査ほ場数: 27か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 41.2 13.1 0.0 9.9 0.0 0.0 1.5 0.4 38.2 48.9 0.0 0.5 総調査葉数: 10,800葉

６月 発生葉数（葉） 0 0 0 5 0 0 0 0 247 188 0 0 （調査葉数：1ほ場400葉）

発生 発　生　葉　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 7.0 0.0 0.0 総調査枝: 2,700枝・果実達観

葉率 平　　年　　値　（％） 0.8 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 5.2 0.0 0.0 （調査枝:1ほ場100枝・果実達観）

概　　評 少 やや少 少 少 - - 少 少 - 平年並 少 少

発生ほ場数(か所) 0 0 0 2 0 0 0 1 23 10 0 0 ２～６日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 0.0 7.4 0.0 0.0 0.0 3.7 85.2 37.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 27か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 43.2 18.1 0.0 15.5 0.0 0.0 4.0 2.2 - 35.5 3.1 0.0 総調査葉数: 10,800葉

７月 発生葉数（葉） 0 0 0 3 0 0 0 23 380 45 0 0 （調査葉数：1ほ場400葉）

発生 発　生　葉　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 14.1 1.7 0.0 0.0 総調査枝・果実数: 2,700枝・果

葉率 平　　年　　値　（％） 0.6 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 35.8 3.5 0.0 0.0 （調査枝・果実数:1ほ場100枝・100果）

概　　評 少 やや少 少 少 - - 少 少 - 平年並 少 少

発生ほ場数(か所) 2 1 0 1 0 0 9 1 23 1 0 0 ３～１０日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 7.4 3.7 0.0 3.7 0.0 0.0 33.3 3.7 85.2 3.7 0.0 0.0 総調査ほ場数: 27か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 35.8 32.2 1.2 12.9 0.0 0.0 17.3 2.9 97.5 20.1 0.5 4.2 総調査葉数: 10,800葉

８月 発生葉数（葉） 3 1 0 5 0 0 133 18 550 2 0 0 （調査葉数：1ほ場400葉）

発生 発　生　葉　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 0.7 20.4 0.1 0.0 0.0 総調査枝・果実数: 2,700枝・果

葉率 平　　年　　値　（％） 0.3 0.5 0.0 0.1 0.0 0.0 0.8 0.0 39.4 0.4 0.0 0.0 （調査枝・果実数:1ほ場100枝・100果）

概　　評 少 やや少 少 少 - - 少 少 - 平年並 少 少

※サビダニ類被害枝率調査はH27.5～のため平年値は過去３年間の値。ハマキムシ類被害枝率調査はH26.5～、以前は葉での幼虫調査のため平年値は参考値。

※果実調査は７、8月。（5、6月は達観調査。）

（２）ぶどう
　 べと病

(葉)
べと病
(花穂)

晩腐病
(花穂)

黒とう
病(花
穂)

褐斑病
（葉）

灰色か
び病
(葉)

灰色か
び病

(花穂)

ﾊﾏｷﾑｼ
類(花
穂)

ｱｻﾞﾐｳﾏ
類(花
穂)

アブラ
ムシ類
（葉）

ハダニ
類

（葉）

発生ほ場数(か所) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 １～８日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 総調査ほ場数: 10か所

６月 ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 3.3 1.1 0.0 4.6 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 2.2 0.0 総調査葉・花穂数: 1,000葉・花穂

発生葉・花穂数（葉・花穂） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 (調査葉・花穂数：1ほ場100葉・花穂)

発生
発　生　葉・花穂　率

（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 0.0

葉・花穂率 平　　年　　値　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0

概　　評 やや少 - 多 やや多 - 少 - - - - -

発生ほ場数(か所) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ２、３日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 10か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 5.4 1.0 1.3 20.2 5.0 0.0 0.0 0.0 2.2 1.7 1.3 総調査葉・花穂数: 1,000葉・花穂

７月 発生葉・花穂数（葉・花穂） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 (調査葉・花穂数：1ほ場100葉・花穂)

発生
発　生　葉・花穂　率

（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

葉・花穂率 平　　年　　値　（％） 0.1 0.0 0.0 1.8 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

概　　評 やや少 - 多 やや多 - 少 - - - - -

発生ほ場数(か所) 1 0 2 0 3 0 0 0 1 0 0 １０～１３日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 10.0 0.0 20.0 0.0 30.0 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 10か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 47.5 13.5 5.5 7.7 26.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.2 総調査葉・花穂数: 1,000葉・花穂

８月 発生葉・花穂数（葉・花穂） 0 0 25 0 83 0 0 0 0 0 0 (調査葉・花穂数：1ほ場100葉・花穂)

発生
発　生　葉・花穂　率

（％） 0.0 0.0 2.5 0.0 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

葉・花穂率 平　　年　　値　（％） 4.5 0.0 0.7 1.8 8.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

概　　評 やや少 - 多 やや多 - 少 - - - - -

備考
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（３）りんご
　 斑点落葉

病
赤星病 褐斑病 火傷病 黒星病 輪紋病

(果実)
ハダニ類 ハマキム

シ類幼虫
アブラム

シ類

シンクイ
ム シ 類
(果実)

発生ほ場数(か所) 0 0 0 0 0.0 0 0 0 0.0 0.0 ６～８日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 7か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 12.9 7.3 0.0 0.0 - 0.0 3.7 0.0 10.0 0.0 総調査葉数: 2,800葉

６月 発生葉数（葉） 0 0 0 0 0.0 0 0 0 0.0 0.0 （調査葉数：1ほ場400葉）

発生 発　生　葉　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 果実達観調査

葉率 平　　年　　値　（％） 0.1 0.1 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0

概　　評 少 少 少 - 少 - 平年並 少 平年並 -

発生ほ場数(か所) 0 0 0 0 0.0 0 0 0 0.0 0.0 ４、５日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 7か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 11.1 1.1 0.0 0.0 - 0.0 1.7 2.2 8.3 0.0 総調査葉数: 2,800葉

７月 発生葉数（葉） 0 0 0 0 0.0 0 0 0 0.0 0.0 （調査葉数：1ほ場400葉）

発生 発　生　葉　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 果実達観調査

葉率 平　　年　　値　（％） 0.1 0.0 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

概　　評 少 少 少 - 少 - 平年並 少 平年並 -

発生ほ場数(か所) 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 ３～６日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 28.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.6 0.0 0.0 総調査ほ場数: 7か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 15.0 1.7 6.7 0.0 - 0.0 20.0 1.7 20.0 0.0 総調査葉数: 2,800葉

８月 発生葉数（葉） 0 0 0 0 0 0 0 33 0 0 （調査葉数：1ほ場400葉）

発生 発　生　葉　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 0.0 0.0 総調査果実数: 700果

葉率 平　　年　　値　（％） 0.3 0.0 0.1 0.0 - 0.0 1.7 0.1 0.4 0.0 （調査果数：1ほ場100果）

概　　評 少 少 少 - 少 - 平年並 少 平年並 -

発生ほ場数(か所) 2 0 4 0 0 0 3 1 1 0 ７～１２日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 25.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 37.5 12.5 12.5 0.0 総調査ほ場数: 8か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 20.0 0.0 38.3 0.0 - 0.0 82.5 0.0 17.5 0.0 総調査葉数: 3,200葉

９月 発生葉数（葉） 12 0 47 0 0 0 104 0 3 0 （調査葉数：1ほ場400葉）

発生 発　生　葉　率　（％） 0.4 0.0 1.5 0.0 0.0 0.0 3.3 0.0 0.1 0.0 総調査果実数: 800果

葉率 平　　年　　値　（％） 0.1 0.0 0.4 0.0 - 0.0 10.2 0.0 0.0 0.0 （調査果数：1ほ場100果）

概　　評 少 少 少 - 少 - 平年並 少 平年並 -

※黒星病調査はH28～のため平年値はない。9月の調査はH25～のため平年値は過去５年間の平均値。

※果実調査は8、9月。（6、7月は葉周辺部の果実の達観調査｡）

　発生ほ場率と発生株率の発生程度は、過去１０年の平均値と比較して評価しています。
　各月の概評は、病害虫の発生ほ場率、発生株率から評価した結果です。
　－：非評価

６）花き類病害虫調査結果
（１）きく

白さび病 アブラム
シ類

ハダニ類 アザミウ
マ類

ハモグリ
バエ類

コナジラ
ミ類

ハスモン
ヨトウ

シロイチ
モジヨト

ウ

発生ほ場数(か所) 0 1 5 1 0 0 0 - １０、１１日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 11.1 55.6 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 9か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 8.1 7.6 37.0 10.5 0.0 2.0 0.0 - 総調査株数: 450株

１月 発生株数（株） 0 3 107 0 0 0 0 - （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.7 23.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 2.7 0.6 8.8 0.5 0.0 0.0 0.0 -

概　　評 少 やや多 やや多 やや少 - - 少 少

発生ほ場数(か所) 0 1 3 0 0 0 0 - ５、６日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 11.1 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 - 総調査ほ場数: 9か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 9.9 5.5 37.6 7.1 0.0 0.9 0.0 - 総調査株数: 450株

２月 発生株数（株） 0 1 37 0 0 0 0 - （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.2 8.2 0.0 0.0 0.0 0.0 -

株率 平　　年　　値　（％） 1.0 0.1 8.5 0.6 0.0 0.1 0.0 -

概　　評 少 多 平年並 少 - - 少 少

発生ほ場数(か所) 0 0 4 0 0 0 0 - １～７日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 総調査ほ場数: 8か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 13.9 2.9 37.1 11.5 0.0 0.0 0.0 - 総調査株数: 400株

３月 発生株数（株） 0 0 21 0 0 0 0 - （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0 -

株率 平　　年　　値　（％） 1.7 0.1 8.9 0.9 0.0 0.0 0.0 -

概　　評 少 少 平年並 少 - - 少 少

発生ほ場数(か所) 1 1 5 0 0 1 0 0 ４、５日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 10.0 10.0 50.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 10か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 11.7 10.1 46.2 12.9 0.0 0.9 0.0 - 総調査株数: 500株

４月 発生株数（株） 2 1 47 0 0 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.4 0.2 9.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 2.5 0.6 12.9 1.1 0.0 0.1 0.0 -

概　　評 やや少 平年並 平年並 少 - - 少 少

備考

備考
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（３）りんご
　 斑点落葉

病
赤星病 褐斑病 火傷病 黒星病 輪紋病

(果実)
ハダニ類 ハマキム

シ類幼虫
アブラム

シ類

シンクイ
ム シ 類
(果実)

発生ほ場数(か所) 0 0 0 0 0.0 0 0 0 0.0 0.0 ６～８日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 7か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 12.9 7.3 0.0 0.0 - 0.0 3.7 0.0 10.0 0.0 総調査葉数: 2,800葉

６月 発生葉数（葉） 0 0 0 0 0.0 0 0 0 0.0 0.0 （調査葉数：1ほ場400葉）

発生 発　生　葉　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 果実達観調査

葉率 平　　年　　値　（％） 0.1 0.1 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0

概　　評 少 少 少 - 少 - 平年並 少 平年並 -

発生ほ場数(か所) 0 0 0 0 0.0 0 0 0 0.0 0.0 ４、５日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 7か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 11.1 1.1 0.0 0.0 - 0.0 1.7 2.2 8.3 0.0 総調査葉数: 2,800葉

７月 発生葉数（葉） 0 0 0 0 0.0 0 0 0 0.0 0.0 （調査葉数：1ほ場400葉）

発生 発　生　葉　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 果実達観調査

葉率 平　　年　　値　（％） 0.1 0.0 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

概　　評 少 少 少 - 少 - 平年並 少 平年並 -

発生ほ場数(か所) 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 ３～６日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 28.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.6 0.0 0.0 総調査ほ場数: 7か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 15.0 1.7 6.7 0.0 - 0.0 20.0 1.7 20.0 0.0 総調査葉数: 2,800葉

８月 発生葉数（葉） 0 0 0 0 0 0 0 33 0 0 （調査葉数：1ほ場400葉）

発生 発　生　葉　率　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 0.0 0.0 総調査果実数: 700果

葉率 平　　年　　値　（％） 0.3 0.0 0.1 0.0 - 0.0 1.7 0.1 0.4 0.0 （調査果数：1ほ場100果）

概　　評 少 少 少 - 少 - 平年並 少 平年並 -

発生ほ場数(か所) 2 0 4 0 0 0 3 1 1 0 ７～１２日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 25.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 37.5 12.5 12.5 0.0 総調査ほ場数: 8か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 20.0 0.0 38.3 0.0 - 0.0 82.5 0.0 17.5 0.0 総調査葉数: 3,200葉

９月 発生葉数（葉） 12 0 47 0 0 0 104 0 3 0 （調査葉数：1ほ場400葉）

発生 発　生　葉　率　（％） 0.4 0.0 1.5 0.0 0.0 0.0 3.3 0.0 0.1 0.0 総調査果実数: 800果

葉率 平　　年　　値　（％） 0.1 0.0 0.4 0.0 - 0.0 10.2 0.0 0.0 0.0 （調査果数：1ほ場100果）

概　　評 少 少 少 - 少 - 平年並 少 平年並 -

※黒星病調査はH28～のため平年値はない。9月の調査はH25～のため平年値は過去５年間の平均値。

※果実調査は8、9月。（6、7月は葉周辺部の果実の達観調査｡）

　発生ほ場率と発生株率の発生程度は、過去１０年の平均値と比較して評価しています。
　各月の概評は、病害虫の発生ほ場率、発生株率から評価した結果です。
　－：非評価

６）花き類病害虫調査結果
（１）きく

白さび病 アブラム
シ類

ハダニ類 アザミウ
マ類

ハモグリ
バエ類

コナジラ
ミ類

ハスモン
ヨトウ

シロイチ
モジヨト

ウ

発生ほ場数(か所) 0 1 5 1 0 0 0 - １０、１１日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 11.1 55.6 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 9か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 8.1 7.6 37.0 10.5 0.0 2.0 0.0 - 総調査株数: 450株

１月 発生株数（株） 0 3 107 0 0 0 0 - （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.7 23.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 2.7 0.6 8.8 0.5 0.0 0.0 0.0 -

概　　評 少 やや多 やや多 やや少 - - 少 少

発生ほ場数(か所) 0 1 3 0 0 0 0 - ５、６日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 11.1 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 - 総調査ほ場数: 9か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 9.9 5.5 37.6 7.1 0.0 0.9 0.0 - 総調査株数: 450株

２月 発生株数（株） 0 1 37 0 0 0 0 - （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.2 8.2 0.0 0.0 0.0 0.0 -

株率 平　　年　　値　（％） 1.0 0.1 8.5 0.6 0.0 0.1 0.0 -

概　　評 少 多 平年並 少 - - 少 少

発生ほ場数(か所) 0 0 4 0 0 0 0 - １～７日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 総調査ほ場数: 8か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 13.9 2.9 37.1 11.5 0.0 0.0 0.0 - 総調査株数: 400株

３月 発生株数（株） 0 0 21 0 0 0 0 - （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0 -

株率 平　　年　　値　（％） 1.7 0.1 8.9 0.9 0.0 0.0 0.0 -

概　　評 少 少 平年並 少 - - 少 少

発生ほ場数(か所) 1 1 5 0 0 1 0 0 ４、５日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 10.0 10.0 50.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 10か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 11.7 10.1 46.2 12.9 0.0 0.9 0.0 - 総調査株数: 500株

４月 発生株数（株） 2 1 47 0 0 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.4 0.2 9.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 2.5 0.6 12.9 1.1 0.0 0.1 0.0 -

概　　評 やや少 平年並 平年並 少 - - 少 少

備考

備考
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白さび病 アブラム
シ類

ハダニ類 アザミウ
マ類

ハモグリ
バエ類

コナジラ
ミ類

ハスモン
ヨトウ

シロイチ
モジヨト

ウ

発生ほ場数(か所) 0 1 7 3 0 0 0 0 ８～１０日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 11.1 77.8 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 9か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 19.0 16.2 51.8 16.8 4.3 1.0 0.0 - 総調査株数: 450株

５月 発生株数（株） 0 1 98 17 0 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.2 21.8 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 4.9 1.4 13.8 2.2 0.5 0.0 0.0 -

概　　評 少 やや少 やや多 多 - - 少 少

発生ほ場数(か所) 2 0 6 5 0 0 0 0 ６～８日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 20.0 0.0 60.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 10か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 13.9 9.3 58.4 26.1 7.2 6.4 0.0 - 総調査株数: 500株

６月 発生株数（株） 5 0 66 61 0 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 1.0 0.0 13.2 12.2 0.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 5.0 0.5 18.8 3.8 0.3 0.9 0.0 -

概　　評 平年並 少 平年並 多 - - 少 少

発生ほ場数(か所) 0 1 5 2 0 1 0 0 ５～１１日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 11.1 55.6 22.2 0.0 11.1 0.0 0.0 総調査ほ場数: 9か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 9.9 2.9 57.8 21.2 0.0 13.8 0.0 - 総調査株数: 450株

７月 発生株数（株） 0 22 59 2 0 1 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 4.9 13.1 0.4 0.0 0.2 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 3.5 0.1 18.5 5.3 0.0 1.0 0.0 -

概　　評 少 多 平年並 やや少 - - 少 少

発生ほ場数(か所) 1 1 4 0 0 0 0 0 ２～９日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 11.1 11.1 44.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 9か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 4.0 4.7 65.1 15.7 0.0 12.4 6.1 - 総調査株数: 450株

８月 発生株数（株） 4 4 47 0 0 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.9 0.9 10.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 0.1 0.6 26.0 1.5 0.0 0.6 0.1 -

概　　評 多 多 平年並 少 - - 少 少

発生ほ場数(か所) 1 1 6 1 0 0 2 0 ６、７日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 10.0 10.0 60.0 10.0 0.0 0.0 20.0 0.0 総調査ほ場数: 10か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 2.1 6.7 69.6 12.4 0.0 16.0 7.0 - 総調査株数: 500株

９月 発生株数（株） 3 12 93 0 0 0 1 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.6 2.4 18.6 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 0.7 0.7 17.9 0.7 0.0 1.5 0.2 -

概　　評 やや多 やや多 平年並 やや少 - - やや多 少

発生ほ場数(か所) 0 0 8 3 0 0 0 0 ５～１０日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 88.9 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 9か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 2.0 3.9 71.4 13.5 0.0 10.6 5.7 - 総調査株数: 450株

１０月 発生株数（株） 0 0 144 0 0 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 32.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 1.1 0.4 22.5 1.4 0.0 0.5 0.2 -

概　　評 少 少 平年並 平年並 - - 少 少

発生ほ場数(か所) 0 1 6 1 0 0 0 0 ２～７日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 12.5 75.0 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 8か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 11.6 4.4 46.5 11.9 0.0 12.3 1.0 - 総調査株数: 400株

１１月 発生株数（株） 0 2 75 8 0 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.5 18.8 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 1.5 0.1 9.7 0.8 0.0 0.5 0.1 -

概　　評 少 多 やや多 やや多 - - 少 少

発生ほ場数(か所) 0 0 8 1 0 0 0 0 １～６日調査

発　生 発 生 ほ 場 率　（％） 0.0 0.0 88.9 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 総調査ほ場数: 9か所

ほ場率 発生ほ場率平年値（％） 9.8 6.1 43.9 7.7 0.8 6.3 0.0 - 総調査株数: 450株

１２月 発生株数（株） 0 0 56 1 0 0 0 0 （調査株数：1ほ場50株）

発生 発　生　株　率　（％） 0.0 0.0 12.4 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0

株率 平　　年　　値　（％） 1.4 0.2 8.5 0.9 0.0 0.1 0.0 -

概　　評 少 少 多 平年並 - - 少 少

※シロイチモジヨトウの調査はH28.4～のため、平年値はない。

　発生ほ場率と発生株率の発生程度は、過去１０年の平均値と比較して評価しています。
　各月の概評は、病害虫の発生ほ場率、発生株率から評価した結果です。
　－：非評価

備考
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７）その他調査結果
　（１）カメムシ類の誘殺数（斑点米カメムシ類除く）
 ① チャバネアオカメムシ
(ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ)

月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
6年
平均

H29年

4-1 0 0 0 2 0 0
4-2 0 1 0 0 0 0
4-3 0 1 0 2 0 0
4-4 11 1 0 34 0 0
4-5 4 1 0 33 1 1
4-6 0 6 0 32 1 1
5-1 26 11 0 40 7 7
5-2 9 7 2 20 7 9
5-3 4 7 7 35 5 12
5-4 2 14 24 78 13 23
5-5 52 15 8 86 12 17
5-6 44 38 31 131 21 28
6-1 28 23 48 121 13 32
6-2 11 19 24 25 6 8
6-3 4 18 8 11 9 5
6-4 33 16 23 39 8 4
6-5 63 19 51 76 11 28
6-6 107 24 89 62 12 31
7-1 39 44 106 22 20 32
7-2 22 100 102 12 27 33
7-3 6 134 45 1 52 26
7-4 5 75 22 0 27 1
7-5 2 191 5 0 64 1
7-6 0 262 5 1 98 0
8-1 1 163 2 0 69 1
8-2 1 105 2 1 49 0
8-3 2 53 3 1 42 0
8-4 4 46 8 1 40 0
8-5 6 48 21 1 25 0
8-6 21 28 19 2 12 0
9-1 21 15 13 2 8 1
9-2 22 10 13 2 7 3
9-3 24 4 4 2 6 5
9-4 34 4 6 1 3 4
9-5 40 3 9 0 3 3
9-6 0 3 7 12 3 3

4月計 15 9 0 103 2 2
5月計 137 92 72 390 64 96
6月計 246 119 243 334 59 108
7月計 74 806 285 36 287 93
8月計 35 441 55 6 237 1
9月計 141 38 52 19 30 19
合計 648 1,506 707 888 678 319

宇都宮市瓦谷町 芳賀町稲毛田

H28～設置場所移転のため、過去のデータは参考
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(ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ
※
)

月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

4-1 - - - - - - - - - - - -
4-2 - - - - - - - - - - - -
4-3 - - - - - - - - - - - -
4-4 - - - - - - - - - - - -
4-5 - - - - - - - - - - - -
4-6 - - - - - - - - - - - -
5-1 0 1 0 4 4 1 121 8 1 2 9 2
5-2 0 1 0 4 4 1 25 9 1 2 11 1
5-3 0 0 0 5 7 2 18 10 5 6 13 2
5-4 1 0 1 6 15 6 44 20 18 11 27 9
5-5 0 0 0 4 14 3 31 19 8 4 15 2
5-6 0 2 0 3 15 8 19 27 10 5 22 1
6-1 0 3 0 3 12 11 15 33 10 4 19 2
6-2 0 7 1 4 12 7 24 35 8 4 22 3
6-3 0 2 0 3 12 5 3 18 8 0 14 3
6-4 0 3 0 5 19 6 40 22 17 3 17 3
6-5 1 5 1 7 21 6 66 32 29 8 20 4
6-6 4 3 9 5 12 20 45 28 24 22 23 24
7-1 7 11 20 5 15 15 32 48 64 8 38 39
7-2 5 24 25 4 22 13 21 80 80 4 48 42
7-3 1 31 14 3 28 15 4 94 36 3 42 14
7-4 0 22 7 1 32 13 1 128 28 1 26 7
7-5 0 92 3 2 37 10 1 129 13 1 29 4
7-6 0 148 0 3 44 8 1 156 11 1 27 2
8-1 0 100 1 1 37 8 1 185 9 1 12 2
8-2 1 65 0 1 26 10 0 108 22 1 5 1
8-3 0 28 0 1 26 9 2 66 25 1 4 0
8-4 0 24 0 1 29 8 9 50 26 0 3 0
8-5 1 11 0 1 30 14 32 29 24 0 2 1
8-6 2 13 0 2 25 9 28 18 16 1 1 0
9-1 1 7 0 3 14 7 40 17 6 1 2 0
9-2 1 5 0 3 11 10 45 17 4 1 3 1
9-3 0 6 4 1 10 5 12 14 4 1 3 4
9-4 1 4 3 2 8 5 21 10 4 0 3 3
9-5 1 3 3 2 8 4 18 6 4 0 2 2
9-6 1 3 2 1 6 3 10 6 1 0 2 0

5月計 1 3 1 26 59 21 258 92 43 30 96 17
6月計 5 23 11 27 87 55 193 168 96 41 114 39
7月計 13 328 69 18 178 74 60 634 232 18 211 108
8月計 4 241 1 7 174 58 72 457 122 4 27 4
9月計 5 28 12 12 57 34 146 71 23 3 16 10
合計 29 626 96 91 560 245 739 1,428 517 96 466 178
※病害虫防除員による調査

佐野市宇都宮市矢板市那須烏山市
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（２）チョウ類のフェロモントラップによる誘殺数（ニカメイガ除く）
①ハスモンヨトウ

　
月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 　

　 4-1 0 0 0 1 1 0 　
　 4-2 1 0 0 1 1 2 　
　 4-3 3 0 0 1 1 0 　
　 4-4 1 0 1 1 1 1 　
　 4-5 1 1 1 0 1 2 　
　 4-6 1 1 0 0 1 3 　
　 5-1 3 1 1 2 2 2 　
　 5-2 3 1 3 1 4 1 　
　 5-3 4 2 6 1 5 0 　
　 5-4 6 3 14 1 5 1 　
　 5-5 15 6 32 1 7 1 　
　 5-6 9 6 26 2 10 9 　
　 6-1 3 4 6 6 10 13 　
　 6-2 3 5 7 24 11 12 　
　 6-3 6 6 5 15 12 17 　
　 6-4 5 9 10 11 12 15 　
　 6-5 4 10 16 10 18 11 　
　 6-6 1 9 19 18 13 4 　
　 7-1 12 10 24 37 16 4 　
　 7-2 14 15 50 50 28 7 　
　 7-3 28 29 138 54 36 21 　
　 7-4 31 42 93 76 44 18 　
　 7-5 42 41 62 113 50 22 　
　 7-6 62 32 71 187 46 44 　
　 8-1 58 38 63 197 52 66 　
　 8-2 195 61 177 366 72 121 　
　 8-3 177 68 204 447 87 151 　
　 8-4 151 91 195 489 93 71 　
　 8-5 91 103 66 441 94 44 　
　 8-6 278 178 545 535 158 201 　
　 9-1 239 195 584 421 149 166 　
　 9-2 238 250 328 382 197 71 　
　 9-3 289 203 330 294 212 326 　
　 9-4 247 235 344 270 216 276 　
　 9-5 218 238 335 269 181 184 　
　 9-6 341 233 214 332 145 116 　
10-1 288 245 140 312 113 104
10-2 291 248 121 347 141 90
10-3 299 280 89 403 137 49
10-4 313 244 38 412 145 190
10-5 185 219 60 210 168 195
10-6 184 179 90 192 158 238
11-1 95 101 64 123 109 117
11-2 233 83 42 314 94 39
11-3 136 61 23 212 68 24
11-4 80 33 10 123 47 14
11-5 32 13 1 27 22 1
11-6 25 7 0 21 19 0
4月計 7 2 2 4 6 8
5月計 40 19 82 8 33 14
6月計 22 43 63 84 75 72
7月計 189 169 438 517 219 116
8月計 950 539 1,250 2,475 555 654
9月計 1,572 1,354 2,135 1,968 1,100 1,139
10月計 1,560 1,414 538 1,876 862 866
11月計 601 299 140 820 358 195
合計 4,941 4,941 4,941 4,941 4,941 4,941

栃木市大塚町宇都宮市瓦谷町
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ハスモンヨトウ
※

月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年

6-1 1 2 12 4 3 1 4 1 3 3 7 8
6-2 1 4 29 5 5 6 5 2 7 6 10 23
6-3 4 6 42 5 7 9 9 3 15 11 12 23
6-4 4 6 33 7 10 13 11 6 17 20 14 28
6-5 4 4 13 10 12 21 12 8 18 39 20 36
6-6 4 3 1 17 12 4 6 13 48 56 21 9
7-1 4 4 7 23 17 6 12 14 50 49 31 30
7-2 2 5 15 24 22 16 11 20 56 45 34 54
7-3 0 7 29 13 32 23 8 30 75 42 50 89
7-4 11 16 65 36 40 33 19 44 137 76 64 86
7-5 20 16 55 45 38 47 35 52 157 85 86 100
7-6 29 12 8 63 47 63 47 77 197 115 114 150
8-1 19 13 13 81 39 19 26 61 171 106 107 137
8-2 139 26 111 130 46 20 131 79 273 98 115 128
8-3 90 23 86 149 53 20 194 98 250 90 117 132
8-4 47 28 11 148 65 20 230 114 176 98 139 158
8-5 6 50 157 107 84 61 205 125 190 152 146 119
8-6 76 83 326 129 136 93 657 220 477 110 177 172
9-1 51 73 223 103 126 72 639 235 468 84 180 162
9-2 40 97 64 96 142 67 632 364 419 100 201 171
9-3 64 109 157 81 148 44 543 325 299 154 218 262
9-4 133 124 200 89 152 42 610 363 518 183 247 178
9-5 196 116 231 94 150 47 653 394 624 171 212 116
9-6 264 142 243 150 117 45 693 355 458 130 163 91
10-1 279 162 151 99 121 34 608 326 308 78 155 82
10-2 201 142 110 101 129 28 660 274 238 112 140 77
10-3 133 145 82 125 138 16 647 277 189 123 128 72
10-4 64 130 121 78 137 31 456 333 423 76 161 46
10-5 42 90 94 45 116 35 287 317 315 60 127 41
10-6 47 101 80 36 106 32 230 331 195 46 103 37
6月計 18 25 130 48 49 54 47 33 108 135 85 127
7月計 66 60 179 204 196 188 132 237 672 412 379 509
8月計 377 224 704 744 424 233 1,443 697 1,537 654 800 846
9月計 748 661 1,118 613 835 317 3,770 2,035 2,786 822 1,221 980
10月計 766 771 638 484 746 176 2,888 1,857 1,668 495 814 355
合計 1,975 1,741 2,769 2,093 2,250 968 8,280 4,859 6,771 2,518 3,299 2,817

※病害虫防除員による調査

6-1 4 10 8 4 6 9 1 － 3 16 8 21
6-2 6 11 9 4 7 11 0 － 1 10 24 75
6-3 20 15 11 2 8 12 0 － 2 7 22 49
6-4 15 21 12 1 10 12 2 － 3 8 23 45
6-5 10 22 13 1 12 13 2 － 4 7 27 64
6-6 6 23 16 3 11 19 1 － 2 5 14 14
7-1 27 18 13 13 8 13 3 － 4 13 14 16
7-2 26 23 12 13 11 15 4 － 6 13 24 54
7-3 15 36 19 8 21 36 7 － 11 10 63 201
7-4 34 56 33 19 29 38 15 － 6 31 75 244
7-5 78 58 49 24 33 51 33 － 5 76 65 218
7-6 114 66 90 30 45 81 38 － 7 105 72 189
8-1 71 90 107 15 41 54 59 － 13 51 54 131
8-2 71 139 107 22 55 63 191 － 51 151 166 510
8-3 93 180 136 28 79 78 123 － 61 99 222 620
8-4 100 165 179 33 68 96 103 － 64 58 259 643
8-5 71 138 51 32 91 84 98 － 33 31 170 296
8-6 193 294 163 61 208 89 271 － 141 113 250 534
9-1 136 233 164 50 116 83 198 － 124 134 213 451
9-2 129 241 143 40 201 105 219 － 70 153 206 173
9-3 214 223 143 30 188 151 331 － 109 164 266 265
9-4 214 199 164 57 161 140 299 － 165 191 237 400
9-5 229 244 171 69 189 133 251 － 188 232 208 436
9-6 250 193 143 60 161 138 181 － 131 325 141 222
10-1 250 125 81 51 151 118 189 － 58 188 140 219
10-2 271 170 60 53 182 96 184 － 32 174 116 178
10-3 271 153 53 59 170 70 165 － 21 205 85 117
10-4 214 168 107 58 204 74 141 － 60 114 169 255
10-5 157 133 129 53 207 110 77 － 34 106 262 299
10-6 150 134 121 45 244 127 84 － 17 101 272 295
6月計 61 101 69 15 53 76 6 15 53 116 268
7月計 294 256 216 107 146 234 100 39 248 313 922
8月計 599 1,005 743 191 541 464 845 363 503 1,120 2,734
9月計 1,172 1,333 928 306 1,016 750 1,479 787 1,199 1,270 1,947
10月計 1,313 883 551 319 1,158 595 840 222 888 1,043 1,363
合計 3,439 3,578 2,507 938 2,913 2,119 3,270 1,426 2,891 3,861 7,234

※病害虫防除員による調査

※※平成29年より調査開始

ハスモンヨトウ
※

大田原市 芳賀町 鹿沼市 小山市

栃木市 野木町 塩谷町
※※ 足利市

月－
半旬

H30年
過去
4年
平均

H29年 H30年
過去
4年
平均

H28年H29年 H30年 H29年 H29年
過去
3年
平均
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　② オオタバコガ② オオタバコガ

月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
4年
平均

H29年

4-1 0 0 0 0 0 0
4-2 0 0 0 0 0 0
4-3 0 0 0 0 0 0
4-4 0 0 0 0 0 0
4-5 0 0 0 0 0 0
4-6 1 0 0 0 0 0
5-1 0 0 0 0 1 0
5-2 0 1 2 1 1 0
5-3 0 1 3 0 1 0
5-4 0 1 1 0 0 0
5-5 0 1 0 0 1 4
5-6 0 1 0 0 1 3
6-1 0 1 0 0 1 0
6-2 0 1 0 0 1 0
6-3 0 0 0 0 1 0
6-4 0 0 0 0 0 0
6-5 0 0 0 1 0 0
6-6 1 1 2 3 2 2
7-1 1 1 2 1 2 1
7-2 1 1 2 0 3 0
7-3 0 1 1 0 2 0
7-4 1 1 1 1 0 0
7-5 2 0 2 18 0 0
7-6 3 2 6 31 7 0
8-1 3 2 7 19 10 0
8-2 6 3 5 8 16 0
8-3 2 2 4 3 5 0
8-4 0 1 0 0 2 0
8-5 0 1 0 1 1 0
8-6 11 4 23 24 6 2
9-1 30 5 26 35 14 2
9-2 41 5 18 37 8 1
9-3 36 5 19 15 6 1
9-4 20 5 24 7 3 1
9-5 9 7 31 3 1 0
9-6 33 13 25 8 1 1
10-1 33 35 12 13 6 1
10-2 25 26 9 8 1 1
10-3 11 22 18 0 1 0
10-4 2 12 3 0 1 0
10-5 9 7 1 0 1 0
10-6 13 6 1 0 1 0
11-1 1 1 0 0 1 0
11-2 1 1 0 0 1 0
11-3 0 0 0 0 0 0
11-4 0 0 0 0 0 0
11-5 0 0 0 0 0 0
11-6 0 0 0 0 0 0
4月計 1 0 0 0 1 0
5月計 0 4 6 1 4 7
6月計 1 3 2 4 4 2
7月計 8 6 14 51 13 1
8月計 22 12 39 55 39 2
9月計 169 39 143 105 33 6
10月計 93 108 44 21 11 2
11月計 2 3 0 0 2 0
合計 296 175 248 237 106 20

宇都宮市瓦谷町 栃木市大塚町
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オオタバコガ
※

月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
4年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
2年
平均

H29年

6-1 0 1 0 0 1 3 3 2 1 3 2 9 2 1 1
6-2 0 1 0 0 0 0 3 4 0 3 1 3 0 0 0
6-3 0 0 0 1 0 0 2 1 0 0 0 1 0 0 0
6-4 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0
6-5 0 0 0 1 0 1 4 0 0 0 1 0 1 1 0
6-6 0 0 0 3 1 1 1 1 1 0 2 1 1 3 2
7-1 0 0 0 1 1 0 2 1 1 9 2 0 0 2 1
7-2 0 0 0 0 0 0 3 1 1 7 2 1 0 2 0
7-3 1 0 0 0 1 0 4 0 0 1 4 4 0 1 0
7-4 0 0 0 0 1 0 2 1 0 0 4 1 2 1 0
7-5 0 0 0 0 0 0 2 1 0 1 3 1 7 0 0
7-6 1 0 0 0 0 0 1 0 0 3 2 1 9 0 0
8-1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 6 1 0 4 1 0
8-2 0 1 0 0 0 0 1 2 0 2 4 2 7 3 1
8-3 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 3 3 5 4 1
8-4 0 0 0 0 0 3 0 1 0 1 4 4 5 3 1
8-5 1 1 1 9 0 0 1 1 1 3 6 1 10 2 1
8-6 1 1 1 6 0 1 2 1 0 20 5 2 7 2 1
9-1 0 1 0 2 0 0 1 0 0 23 4 2 12 2 1
9-2 0 1 0 1 2 0 1 0 0 22 19 1 16 7 1
9-3 1 2 0 0 3 1 1 1 1 12 27 16 14 14 1
9-4 0 1 0 0 5 1 1 0 0 14 35 11 9 11 1
9-5 0 1 1 0 7 1 0 0 0 9 30 9 11 4 1
9-6 0 0 0 0 8 7 0 0 0 0 30 14 16 1 0
10-1 1 0 0 17 10 5 4 0 0 28 29 5 10 2 0
10-2 0 0 0 12 8 3 2 0 0 25 22 10 7 3 0
10-3 0 0 0 7 6 1 2 0 0 19 21 21 5 3 0
10-4 0 0 0 2 4 3 2 0 0 6 15 4 1 4 1
10-5 1 0 0 0 2 2 3 0 0 5 10 2 1 3 0
10-6 0 1 0 0 2 1 3 0 0 3 8 2 1 2 0
6月計 0 3 0 5 1 5 15 8 2 6 6 14 4 4 3
7月計 2 1 0 1 3 0 14 3 2 21 17 8 18 6 1
8月計 3 2 2 15 2 5 5 4 1 33 22 12 38 13 5
9月計 1 6 1 3 26 10 4 1 1 80 146 53 78 37 5
10月計 2 3 0 38 32 15 16 1 0 86 105 44 25 15 1
合計 8 14 3 62 63 35 54 16 6 226 296 131 163 74 15

※病害虫防除員による調査
※※平成28年より調査開始

那須町 上三川町 那珂川町 真岡市 壬生町
※※
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③ コナガ

　
月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
4年
平均

H29年 H30年
過去
3年
平均

H29年

　 4-1 0 0 0 0 0 0 - - -
　 4-2 0 1 0 0 0 0 - - -
　 4-3 0 1 0 0 0 0 - - -
　 4-4 0 1 0 1 1 1 - - -
　 4-5 0 1 0 2 0 1 - - -
　 4-6 0 0 0 2 0 0 - - -
　 5-1 0 1 0 7 0 0 0 37 0
　 5-2 0 0 0 4 0 0 1 40 0
　 5-3 0 1 0 2 0 0 1 39 1
　 5-4 0 1 1 0 1 1 1 76 0
　 5-5 0 2 0 0 1 0 1 128 0
　 5-6 0 3 0 2 3 0 2 222 0
　 6-1 1 2 0 2 7 0 2 230 1
　 6-2 1 3 2 3 7 1 3 51 3
　 6-3 1 2 1 11 3 0 2 34 15
　 6-4 0 1 1 8 2 1 3 27 34
　 6-5 0 1 1 4 2 2 3 40 59
　 6-6 0 1 0 1 1 0 3 38 44
　 7-1 0 2 0 1 2 0 3 61 90
　 7-2 0 2 0 1 2 1 5 95 161
　 7-3 0 1 0 0 2 0 7 169 318
　 7-4 0 0 0 0 1 0 13 84 154
　 7-5 0 1 0 0 1 0 34 50 92
　 7-6 0 0 0 0 1 0 127 35 68
　 8-1 1 0 0 0 1 0 318 23 41
　 8-2 0 0 0 0 1 0 121 11 17
　 8-3 0 0 0 0 1 0 120 8 11
　 8-4 0 0 0 0 0 0 120 6 11
　 8-5 0 0 0 0 1 0 72 3 5
　 8-6 0 0 0 0 3 1 34 2 3
　 9-1 1 0 0 0 0 0 20 3 6
　 9-2 1 0 0 0 0 0 18 7 14
　 9-3 0 0 1 0 0 1 4 6 7
　 9-4 0 0 1 0 0 1 3 9 12
　 9-5 0 0 1 0 0 1 3 9 17
　 9-6 0 0 1 0 0 1 3 9 21

10-1 0 1 0 0 0 0 2 11 24
10-2 0 0 0 0 0 0 1 9 18
10-3 0 0 0 0 0 0 1 6 9
10-4 0 0 0 0 0 0 0 5 11
10-5 0 0 0 0 0 0 0 3 5
10-6 0 0 1 0 0 0 0 2 1
11-1 0 0 0 0 0 0 0 1 2
11-2 0 0 0 0 0 0 0 1 2
11-3 0 0 0 0 0 0 0 0 1
11-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11-5 0 0 0 0 0 0 0 0 1
11-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4月計 0 3 0 5 1 2 - - -
5月計 0 7 1 15 5 1 6 541 1
6月計 3 10 5 29 21 4 16 418 156
7月計 0 6 0 2 9 1 189 493 883
8月計 1 1 0 0 5 1 785 52 88
9月計 2 1 4 0 1 4 51 43 77
10月計 0 2 1 0 1 0 4 36 68
11月計 0 1 0 0 0 0 0 3 6
合計 6 31 11 51 41 13 1,051 1,584 1,279

※病害虫防除員による調査

宇都宮市瓦谷町 栃木市大塚町 野木町
※
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　④ ナシヒメシンクイの誘殺数④ ナシヒメシンクイ

　
月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
9年
平均

H29年 H30年
過去
5年
平均

H29年 H30年
過去
4年
平均

H29年

　 3-1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - - -
　 3-2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - - -
　 3-3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - - -
　 3-4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - - -
　 3-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - - -
　 3-6 20 1 1 16 1 1 2 0 0 - - -
　 4-1 14 1 2 11 2 3 2 0 0 9 3 1
　 4-2 4 4 4 3 5 5 3 1 0 7 4 3
　 4-3 4 5 2 7 4 4 3 2 1 3 10 5
　 4-4 12 5 3 8 6 3 1 4 1 5 9 8
　 4-5 7 6 5 4 7 7 2 6 3 4 8 8
　 4-6 4 10 8 2 10 14 3 7 4 2 5 8
　 5-1 1 7 3 4 10 6 1 4 1 1 3 3
　 5-2 1 4 2 1 5 2 1 1 0 1 1 2
　 5-3 0 2 1 1 1 0 0 1 1 2 1 1
　 5-4 1 1 0 2 1 0 0 1 1 2 1 0
　 5-5 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1
　 5-6 4 1 1 4 1 1 2 1 0 2 1 0
　 6-1 9 3 0 5 1 2 2 2 0 9 2 0
　 6-2 28 5 2 6 2 2 5 3 0 21 3 0
　 6-3 3 9 7 1 4 3 2 4 2 3 4 1
　 6-4 5 10 8 0 5 4 1 5 3 2 7 2
　 6-5 7 12 13 0 5 3 1 4 0 1 7 4
　 6-6 3 8 11 1 2 4 3 4 2 1 5 7
　 7-1 6 6 9 1 1 3 1 1 1 6 3 4
　 7-2 9 4 7 2 2 3 1 1 1 10 4 2
　 7-3 11 4 7 3 4 3 3 2 0 14 6 4
　 7-4 15 6 7 7 4 3 7 6 3 16 9 4
　 7-5 12 9 9 3 5 5 6 4 3 8 17 16
　 7-6 12 14 11 1 9 10 7 5 5 5 25 39
　 8-1 9 11 6 1 5 5 2 5 10 6 13 19
　 8-2 11 9 9 5 4 9 6 3 4 5 9 16
　 8-3 11 8 8 8 5 9 4 5 2 8 7 10
　 8-4 7 6 2 8 7 10 2 7 2 8 10 2
　 8-5 0 8 11 1 8 33 2 8 3 1 22 26
　 8-6 0 13 18 9 7 20 4 8 12 19 23 23

9-1 0 11 15 9 6 9 4 12 11 10 14 11
9-2 2 8 10 9 7 8 5 7 3 6 9 5
9-3 5 7 3 4 4 1 5 6 2 9 5 4
9-4 2 6 4 7 4 1 3 5 1 2 6 7
9-5 1 3 5 9 2 1 2 4 1 3 4 7
9-6 8 3 2 6 3 4 0 2 0 6 3 1
10-1 3 1 1 4 3 1 0 0 0 0 1 1
10-2 2 1 1 3 3 1 0 0 0 0 1 0
10-3 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0
10-4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10-5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10-6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3月計 20 1 1 16 1 1 2 0 0 - - -
4月計 45 31 24 35 33 36 14 20 9 30 38 33
5月計 8 15 8 12 20 9 4 9 3 9 8 7
6月計 55 47 41 13 18 18 14 21 7 37 27 14
7月計 65 42 50 17 25 27 25 19 13 59 63 69
8月計 38 55 54 32 36 86 20 35 33 47 84 96
9月計 18 38 39 44 27 24 19 37 18 36 41 35
10月計 6 3 3 8 7 2 0 1 0 1 2 1
合計 255 231 220 177 168 203 98 142 83 219 261 255

※病害虫防除員による調査

宇都宮市 芳賀町 高根沢町
※那須烏山市
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⑤ リンゴコカクモンハマキ

　
月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
9年
平均

H29年

　 5-1 0 0 0 2 0 0
　 5-2 0 0 0 1 0 0
　 5-3 0 0 0 1 1 0
　 5-4 0 1 0 1 1 1
　 5-5 0 3 0 5 1 0
　 5-6 0 2 0 2 2 0
　 6-1 0 1 0 0 1 0
　 6-2 0 0 0 0 0 0
　 6-3 0 0 0 0 0 0
　 6-4 0 0 0 0 0 0
　 6-5 0 0 0 0 0 0
　 6-6 0 0 0 1 0 0
　 7-1 0 0 0 2 0 0
　 7-2 0 0 0 2 0 0
　 7-3 0 0 0 2 0 0
　 7-4 0 0 0 0 0 0
　 7-5 0 0 0 0 0 0
　 7-6 0 0 0 0 0 0
　 8-1 0 0 0 1 0 0
　 8-2 0 0 0 0 0 0
　 8-3 0 0 0 0 0 0
　 8-4 1 0 0 1 0 0
　 8-5 6 0 0 2 0 0
　 8-6 1 0 0 0 0 1
　 9-1 0 0 0 0 0 1
　 9-2 1 0 0 1 0 0
　 9-3 0 0 0 1 0 0
　 9-4 0 0 0 0 0 0
　 9-5 0 0 0 0 0 0
　 9-6 0 0 0 0 0 1
　 10-1 0 0 0 1 0 0
　 10-2 0 0 0 0 0 0
　 10-3 0 0 0 0 0 0
　 10-4 0 0 0 0 0 0
　 10-5 0 0 0 0 0 0
　 10-6 0 0 0 0 0 0

5月計 0 6 0 12 5 1
6月計 0 1 0 1 1 0
7月計 0 0 0 6 1 0
8月計 8 0 0 4 1 1
9月計 1 0 0 2 0 2
10月計 0 0 0 1 1 0
合計 9 8 0 26 8 4

那須烏山市 宇都宮市
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（３）有翅アブラムシ類の黄色粘着板による誘殺数

　
月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
8年
平均

H29年

　 4-1 0 0 0 0 0 0 0 6 4
　 4-2 0 1 0 0 2 2 1 7 13
　 4-3 0 1 0 0 3 7 5 9 15
　 4-4 0 1 0 4 3 4 10 10 7
　 4-5 0 1 1 4 6 6 23 15 18
　 4-6 1 3 1 5 15 10 32 22 36
　 5-1 8 7 10 20 32 31 45 27 7
　 5-2 7 12 8 11 51 24 34 61 81
　 5-3 16 17 8 10 51 19 38 85 124
　 5-4 30 20 11 12 67 18 49 44 76
　 5-5 23 24 13 8 66 35 38 40 41
　 5-6 23 36 15 14 51 32 38 58 54
　 6-1 19 33 14 12 34 14 25 49 54
　 6-2 35 34 21 6 39 23 13 54 38
　 6-3 15 31 17 2 40 6 4 38 27
　 6-4 19 27 17 5 29 11 6 25 21
　 6-5 22 20 22 6 18 24 5 18 15
　 6-6 8 12 31 6 9 9 1 10 6
　 7-1 2 11 26 5 8 7 1 6 4
　 7-2 1 9 20 4 9 5 0 4 2
　 7-3 1 7 8 3 7 4 0 3 4
　 7-4 9 8 8 14 5 3 0 4 6
　 7-5 9 9 7 8 7 3 3 7 10
　 7-6 13 13 10 6 12 5 17 16 30
　 8-1 16 17 27 10 20 8 33 25 77
　 8-2 6 32 21 9 31 7 135 34 46
　 8-3 4 66 21 3 28 8 113 63 36
　 8-4 5 131 26 7 35 13 102 71 91
　 8-5 6 123 42 36 50 15 116 60 15
　 8-6 7 103 25 24 38 9 50 50 16
　 9-1 4 147 9 15 26 4 16 35 12
　 9-2 3 140 6 12 8 4 8 12 11
　 9-3 1 90 1 3 5 3 3 7 1
　 9-4 1 22 1 1 5 2 3 8 4
　 9-5 0 5 1 1 3 0 2 6 5
　 9-6 0 9 3 1 4 1 0 6 3
10-1 1 8 8 1 6 1 2 10 3
10-2 1 7 9 1 6 1 3 6 5
10-3 1 14 3 2 8 1 6 11 13
10-4 4 27 4 6 28 4 6 11 4
10-5 36 31 4 37 37 4 26 13 3
10-6 69 46 3 53 44 5 37 19 3
11-1 - - - 95 22 7 82 20 5
11-2 - - - 99 21 7 89 22 3
11-3 - - - 98 18 6 58 19 7
11-4 - - - 69 23 5 52 29 10
11-5 - - - 26 12 0 60 22 1
11-6 - - - 21 6 0 48 12 0
4月計 1 7 2 13 30 29 71 69 93
5月計 107 117 65 75 318 159 242 315 383
6月計 118 156 122 37 170 87 54 194 161
7月計 35 57 79 40 49 27 21 39 56
8月計 44 471 162 89 201 60 549 303 281
9月計 9 411 21 33 51 14 32 73 36
10月計 112 132 31 100 128 16 80 70 31
11月計 - - - 408 102 25 389 125 26
合計 426 1,350 482 795 1,047 417 1,438 1,187 1,067

※生産者ほ場設置（設置期間4月～10月）

大田原市※ 宇都宮市瓦谷町 栃木市大塚町
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（４）アザミウマ類の青色粘着板による誘殺数

　
月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
8年
平均

H29年

　 4-1 0 2 1 0 2 1
　 4-2 1 3 2 0 1 3
　 4-3 3 3 1 2 2 6
　 4-4 3 5 2 3 2 3
　 4-5 5 10 3 5 3 3
　 4-6 7 12 4 7 5 4
　 5-1 6 17 9 17 5 1
　 5-2 29 19 13 7 18 74
　 5-3 29 35 30 17 40 117
　 5-4 21 91 89 37 46 92
　 5-5 170 197 102 11 52 126
　 5-6 330 412 186 68 78 159
　 6-1 334 325 206 89 66 162
　 6-2 358 327 163 126 125 289
　 6-3 333 270 92 51 187 140
　 6-4 434 227 206 102 124 118
　 6-5 578 273 404 127 85 141
　 6-6 883 333 916 96 86 118
　 7-1 497 277 769 59 85 119
　 7-2 401 282 636 34 65 114
　 7-3 331 301 496 35 65 91
　 7-4 290 245 308 35 36 51
　 7-5 162 209 141 28 28 32
　 7-6 131 241 95 27 53 51
　 8-1 159 181 47 21 34 42
　 8-2 144 187 139 36 51 63
　 8-3 122 166 176 34 106 157
　 8-4 104 147 230 122 190 251
　 8-5 88 124 121 474 215 143
　 8-6 120 174 126 136 67 70
　 9-1 98 184 96 32 56 22
　 9-2 175 187 97 23 34 31
　 9-3 499 187 83 13 35 39
　 9-4 375 279 106 20 25 34
　 9-5 293 208 121 21 15 24
　 9-6 433 135 48 9 13 14
10-1 363 84 37 8 13 28
10-2 344 66 34 7 20 32
10-3 267 57 28 3 21 33
10-4 73 45 9 7 13 13
10-5 23 33 7 4 9 6
10-6 13 30 7 4 11 2
11-1 11 11 2 6 7 2
11-2 8 6 4 4 4 1
11-3 5 3 2 1 2 0
11-4 3 2 0 1 1 0
11-5 0 1 3 0 1 4
11-6 0 1 3 0 1 3
4月計 19 34 13 17 16 20
5月計 585 772 429 157 239 569
6月計 2,920 1,754 1,987 591 674 968
7月計 1,812 1,553 2,445 218 332 458
8月計 737 978 839 823 664 726
9月計 1,873 1,180 551 118 178 164
10月計 1,083 315 122 33 88 114
11月計 27 23 14 12 16 10
合計 9,056 6,609 6,400 1,969 2,206 3,029

宇都宮市瓦谷町 栃木市大塚町
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　アザミウマ類の青色粘着板による誘殺数※

　
月－
半旬

H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
10年
平均

H29年 H30年
過去
8年
平均

H29年

　 4-1 0 0 1 0 1 1 0 0 0
　 4-2 0 1 1 0 1 2 0 1 1
　 4-3 0 1 0 0 2 3 0 1 3
　 4-4 1 2 5 1 2 2 1 2 3
　 4-5 0 2 4 7 4 2 0 3 2
　 4-6 0 3 1 10 9 2 0 3 1
　 5-1 10 5 19 11 20 13 4 10 26
　 5-2 3 9 16 17 33 14 7 10 23
　 5-3 7 12 15 33 38 22 15 16 23
　 5-4 15 16 23 52 53 44 20 24 36
　 5-5 34 17 26 74 71 87 16 29 39
　 5-6 69 20 29 141 71 109 52 47 82
　 6-1 68 22 21 152 96 84 67 59 94
　 6-2 16 48 18 207 139 53 109 104 81
　 6-3 11 72 11 227 180 34 111 199 99
　 6-4 31 75 13 189 164 47 183 181 88
　 6-5 54 113 26 164 176 74 202 188 81
　 6-6 29 127 51 163 195 227 91 192 243
　 7-1 17 166 148 151 210 194 69 205 196
　 7-2 34 198 179 107 189 62 54 176 106
　 7-3 64 213 44 33 206 53 40 230 28
　 7-4 29 162 40 91 121 53 68 174 28
　 7-5 15 146 69 49 124 41 56 163 26
　 7-6 11 162 123 13 134 27 52 222 30
　 8-1 4 78 32 31 85 37 86 202 31
　 8-2 9 99 22 231 94 36 49 192 32
　 8-3 8 91 19 173 116 26 28 141 29
　 8-4 8 122 15 50 77 15 22 86 26
　 8-5 19 118 46 65 59 22 52 65 21
　 8-6 13 105 20 28 48 20 28 66 15
　 9-1 11 99 2 11 29 12 17 55 11
　 9-2 11 82 3 9 25 9 17 50 16
　 9-3 1 74 9 11 20 12 19 48 15
　 9-4 2 61 8 12 17 9 12 52 19
　 9-5 2 49 6 13 13 6 8 44 16
　 9-6 0 43 3 5 10 4 4 55 9

10-1 2 37 10 33 12 6 8 45 7
10-2 3 21 12 33 13 7 19 41 8
10-3 5 21 2 4 15 3 4 51 9
10-4 3 18 6 9 14 5 11 50 1
10-5 4 12 5 6 12 2 6 45 1
10-6 6 12 6 6 12 1 5 54 2
11-1 - - - - - - - - -
11-2 - - - - - - - - -
11-3 - - - - - - - - -
11-4 - - - - - - - - -
11-5 - - - - - - - - -
11-6 - - - - - - - - -
4月計 1 7 12 1 7 12 1 9 10
5月計 138 78 128 138 78 128 114 136 229
6月計 209 457 140 209 457 140 763 923 686
7月計 170 1,046 603 170 1,046 603 339 1,169 414
8月計 61 613 154 61 613 154 265 751 154
9月計 27 407 31 27 407 31 77 304 86
10月計 23 121 41 23 121 41 53 285 28
11月計 - - - - - - - - -
合計 629 2,729 1,109 629 2,729 1,109 1,612 3,577 1,607

※生産者ほ場設置（設置期間4月～10月）

下野市大田原市 真岡市
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